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講演録の刊行にあたって

本講演録は、2014 年 2月 8日土曜日に国立国語研究所講堂（東京都立川市緑町 10-2）にお
いて行われた、「TUG 2013 チュートリアルを日本語で聞く会」の講演および質疑応答につい
て、録音をもとに書き起こし、まとめたものです。開催前の呼びかけでは、以下のように趣旨
などを述べていました。

「TUG 2013 チュートリアルを日本語で聞く会」では、活字で日本語を組んだり書籍を
出版したりすることを念頭に置いて、日本語の表記（見た目）について解説を行います。
表記、索引（排列）、書体、組版という 4講演に引き続き、各講師間・講師会場間の質
疑応答などコミュニケーションの時間も十分取ります。2013 年 10 月に日本で開催さ
れた、組版ソフトウェア TEX の国際会議 TUG 2013 で設けられたチュートリアルが大
変好評だったことから、当日都合が悪くて参加できなかった方や、そのときに存分に質
問・議論できなかった方にもぜひご参加いただきたく、改めて機会を設けることになり
ました。TEXの国際会議に由来はしていますが、話の内容はどれも一般的に通用する話
題で、むしろ主なターゲットは日本語学、日本語教育学を専門にしていたり、日ごろ出
版・編集・印刷・書体設計・日本語情報処理（ソフトウェア開発）などに関わっていた
りする方々にあるのではないかと予想しております。幅広い分野・立場の方にご参加い
ただき、活発な議論となることを期待しております。

土曜日午後の開催で、一切の参加登録不要、2回のコーヒーブレークの時間をそれぞれ長く
取り、たとえば市民講座で行われるように質問コメントシートを作成配布して机間回収するこ
とによってフロアから質問しづらい方に配慮し、クロストークの時間（各講師間・講師会場間
の質疑応答などコミュニケーションの時間）を設け、懇親会とまで肩肘を張らない安価なビア
バッシュという立食の機会を作るなど、参加および交流のハードルを最小化して開催する予定
でした。
しかし当日、東京地方は大雪に見舞われ、午後6時時点の東京地方（大手町）の積雪は17cm
にもなりました。当日の天候を鑑みれば、大手町より内陸であった立川周辺ではもっと深く積
もっていたことでしょう。
開催者側では、中止にするかどうかぎりぎりまで迷いましたが、一切の参加登録を不要とし
ていたためプッシュ型の連絡が取れなかったこともあり、当初の予定通り開会することにし、
その後の状況に臨機応変に対応するということにしました。コーヒーブレークを1回に減らし、
クロストークの代わりに全員がフロアに座った状態での長めの質疑応答セッションに変更し、
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ビアバッシュを中止するという、企画した者としては残念な開催方法になってしまいました。
講師の 4 名を含め、参加してくださった方には、その行動力と勇気を称え、参加してくだ
さったことに深く御礼申し上げます。とくに大きな事故などの情報は入っていないので、皆さ
ん何とか帰られたことと思います。
一方で、歩行の危険や公共交通機関の乱れを回避するため、当初参加を予定した方の中にも
やむなく参加を取りやめた方も多かったことと想像しています。その判断もまた勇気の要るこ
とであり、敬意を表します。
そのようなすべての方に、当日の雰囲気を味わって／味わい直していただき、TUG 2013
チュートリアルで盛り上がったような、日本語表記・索引（排列）・書体・組版といった話題
について理解や発信を促せれば幸いです。
最後になりますが、講師および質疑応答での発話者には、音声書き起こし原稿を丁寧に確
認・修正いただき、ありがとうございました。編集・発行側の怠慢により、発行まで 1年半以
上と長くかかってしまったことに対して深くお詫び申し上げます。内容面ではまったく色褪せ
ていないと信じており、皆さんの活動にとって役立つ出版物となっていくことを祈っており
ます。

2015 年 10 月

開催者を代表して
黒木裕介
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TUG 2013チュートリアルを日本語で聞く会
（国立国語研究所講堂，2014年 2月 8日）
講演録 pp. 1–15

日本語表記の構造概説

矢田　勉さん（大阪大学大学院文学研究科）

それでは、話をさせていただこうと思います。大阪大学の矢田と申します。今回の会は基本
的には昨年行われました TUG 2013 の講義内容をそのまま日本語でということだと了解をし
ております。私の講義の内容はその性質上、そのときには日本語表記はもちろん、日本語につ
いてもまったくご存じない海外の方に理解していただけるようにということで、日本人にとっ
ては言わずもがなのところからお話をいたしました。今回は、そういうところは少々省いた上
で、日本の方にお聞きいただくには付け加えたいというところを、ほんの少しですけれども付
け加えた形でお話をさせていただこうと思います。
今日の話の流れはざっとこんな感じでありまして、最初に日本語の表記というのは、世界の
ライティングシステム、表記体系の中でも極めて特殊なものだというふうに言われるわけです
けれども、その特質についてまず基本を了解した上で、それがなぜそうなっているのか、ある
いはなぜそうならなければならなかったのかということについて、歴史的な背景を通じて少し
理解をする一端をご提供できればということであるわけです。最後は、やや周辺的な事柄のよ
うにも思われますけれども、書字方法および表記方法について、話を進めていきたいと思い
ます。

3種類の文字セットを交用する日本語

最初は、日本語の表記、日本語のライティングシステムというのが、どういう特徴を持って
いるかということであります。日本人の皆さんには言わずもがなのことでありますけれども、
第1番目の大きな特質というのは3種類の文字セット、文字種を交用するということでありま
す。言うまでもないことですけれども、漢字、片仮名、平仮名、もちろんその他にアラビア数
字であるとかアルファベットとかというのが、近年では交えられることもあるわけですが、文
章の骨格をなす主体となるような文字セットというのは、この 3種類であります。
すでにしてその 3種類の文字セットを交用するということ自体が、世界のライティングシス
テムの中では極めて特異なことであるということですね。その 3種類の文字セットは、さらに
大きく見ますと表意文字もしくは表語文字であるところの漢字と、表音文字もしくは、その表
音文字の中でも世界的に見ると特殊な方でありますけれども、音節文字であるところの平仮名、
片仮名を交用する。表意文字と表音文字を交用するということが、まず大きな特徴であります。
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そのこと自体は、世界の表記体系というのを歴史的に見た場合には、例がないわけではあり
ませんで、ヒエログリフがそうです。同じ文字セットだけれども、それを表語的表音的に二つ
の用法でもって使って、それを交え用いると。日本語で言うと、漢文の中に万葉仮名を交ぜて
いた時代がそれに該当します。そういう例は存在しますが、別種の文字セットを用意したとい
うのは、例えばかつての韓国語、朝鮮語表記のような例もありますが、類似の例は多いことで
はない。さらにその交える表音文字に関して 2 種類、複数のバリエーションを用意したとい
う例は、歴史的に見ても日本語以外に指摘しがたいところであります。新聞や雑誌や本や通常
我々が目にする印刷物を観察すれば、こういった漢字、平仮名、それからパンクチュエーショ
ンマークのようなものが混然としている状態というのは、当たり前に目にされるわけであり
ます。

日本語の多表記性

もう一つの大きな日本語表記の特質というのは、音声言語にすればまったく同じ実現をする
はずの文が、書き言葉、文字表現の上では複数の形式になり得るということであります。ここ
ではそれを多表記性というふうに呼んでおきますが、例えばここに挙げた六つの例というのは、
いずれも「これはぼくがかっているとりです」という音声的実現を有し得るものであるわけで
すけれども、6種類それぞれがどこかしら違う点を相互に持っています。もちろんこれ以外の
バリエーション、組合せでいうと非常に多くのバリエーションがあり得るわけですが、どれも
日本語表記としては正しいと。間違っているところはないということになります。
もちろんその中で現代の成人が用いる表記としては、4もしくは 5あたりが最も望ましいも
のであると、標準的であるということは言えるわけですけれども、ただ、どれを使っても誤り
というふうに言うことはできないと。そういうその一つの文に対して、さまざまな表記形態を
取り得るというところが日本語の大きな特徴でありまして、これは例えば英語であるとか、中
国語であるとかで、同じような現象があるかというと、そういうことはないわけであります。
大文字にするか小文字にするかとか、パンクチュエーションですね、句読点をどこに入れるか
というような程度のことですと、英語や中国語でも揺れが生じますけれども、これほどのまっ
たく違った視覚的な実現を取り得るということはありません。それは先ほど第1の特色として
挙げた、3種類の文字セットが交ぜ用いられているということに由来しているということにな
るわけであります。

表記体系の完成までの歴史

そういったその現代日本語の表記体系の特質、それがどうしてそうならざるを得なかったか、
どうしてそうなってきたのかという背景を、先ほども申し上げましたように歴史的なところか
ら、探りを入れていこうというところが今日のお話の目的です。
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そのそもそもが、今、我々が行っている表記体系の完成以前に、前近代の日本語表記の場合
には複数のスタイル、ここでは文字の書き方のスタイルのことを表記体というふうに言ってお
きますけれども、それを併用しておりました。具体的に言うと漢文、あるいはそれにやや日本
的な習慣の加わった変体漢文。漢文や変体漢文の場合には基本的に、文字種としては漢字で
もって表記される。変体漢文の場合にはそこに仮名が交ぜられることもありますけれども、基
本的には漢字で書かれる。さらにその漢字が場合によっては、楷書体の漢字が使用されたり行
書体、草書体の漢字が使用されたりといったようなバリエーションもさらに有するわけです。
それの他に平仮名で書かれる平仮名文、片仮名で書かれる片仮名文といったバリエーションが
併用されていた。漢字仮名交じり文というのももう一つ、漢字と仮名を交ぜて書くというのが
ありますが、上の漢文、平仮名文、片仮名文という並びと並ぶ分には、ちょっといささか質の
違うところがあって、歴史的には漢字仮名交じり文というのは、平仮名文や片仮名文に取って
代わる形で出てくるところがありますので、歴史的にはちょっと同列には並ばないところもあ
りますが、そういうバリエーションもあるということですね。
具体的にはこういうことです。ほとんど平仮名で書かれた、漢字も一部には交じっておりま
すけれども、ほとんど平仮名で書かれた文章も、かつての日本語では行われておりましたし、
日本で書かれた文章ですけれども、まったく漢字のみで書かれて、基本的には中国語の方に合
致した形で書かれている、漢文というスクリプトもあったわけですね。それから、これは近世
になって完成を見ることになってきますけれども、漢字と仮名を交ぜた漢字仮名交じり文の例。
こういったものも現れますし、漢文や平仮名文に比べると、やや勢力としては小さいものとい
うふうに言うことができるかもしれませんが、片仮名を主体とした表記体、片仮名文というの
も行われていました。片仮名文というのは今も言いましたように、少し特殊なところがありま
すけれども、前近代の日本の文字社会、文字を使う人たちの中では、特に教養層が文字を使う
という場面においては、こういった表記体のバリエーションのすべてを使いこなせるというこ
とが、求められておりました。
これは TUGの本番のときにはお話をしなかったことで、スライドに「補」と書いてあるの
はそういう意味です。例えばこれは京都大学が所蔵しております、

ひょう

兵
はん

範
き

記もしくは
へい

兵
はん

範
き

記と
呼ばれる貴族の日記であります。

し

紙
はい

背
もん

文
じょ

書といいまして、裏に少し透けて見えているのが日記
の文章になります。

たいら

平
ののぶ

信
のり

範という人のところに届いた手紙の、裏側を再利用して書かれてい
ます。
ということは、このような文書群というのは、この日記の書き主であるこの人の下にやって
きた手紙であったり、文書であったりということになるわけです。同一人物のところに届いた
文書に、手紙類にまったくの楷書で書かれた大漢文あり、行書体で書かれた変体漢文あり、草
書体で書かれた変体漢文あり、仮名の交じった変体漢文あり。こういうふうに現代の我々の書
き方にやや近い形で、行を淡々と変えていくような形の、散らし書きではない平仮名文あり。
散らし書きもあり。散らし書きというのは、（スライドを広範囲に指し示しながら）こう書い
て次にここに移って、こう書いてこう書いてというふうに、行を紙の中で場所を移動しながら、
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リズミカルに書いていくという書き方です。同じ人物の下でこういうさまざまな表記体が行わ
れていて、当然その受け取り手であったこの人物は、このすべてが理解できなければいけな
かったということになるわけで、それが前近代の日本の文字社会のありようであったというこ
とになるわけです。
そういう複数の表記体が並び行われていたということですが、次にその一つ一つについて少
しその沿革を見ていこうと思います。

漢字

まずは、日本における漢文の歴史ということですが、日本においては 3世紀ごろから、はっ
きりとしたことはなかなか申し上げるのが難しいですけれども、漢字が日本にやってきたと。
日本人の目に留まるようになってきたと考えられますが、最初の段階ではそれが言語を記述す
るものということではなくて、あるいは文様であったりというような形で受容されてきたもの
が、5世紀以降になりますと日本にだいぶその漢字の定着が見られて、日本的な読み方である
ところの訓読みであるとか、それから漢文であるけれども日本化した変体漢文であるとかとい
うものが現れてくることになってきます。
さらに 8 世紀平安時代に入りますと、完全にその日本化した漢文である変体漢文というの
が社会的な定着を見て、例えば公文書であるとか私文書である書簡などで、一般的な表記体と
して使われるようになってまいります。例えば具体的には、これが日本人の目に触れた最も初
期の段階の、漢字の一つであろうというふうにされるもので、

か

貨
せん

泉という貨幣ですけれども、
こっちに「貨」、こっちに「泉」、貨泉というふうな文字がありますが、日本の弥生時代の遺跡
からも時々出土するものであって、日本人が目にしたものであろうというふうに考えられてい
ますが、日本人の漢字を書いたものに、こういう書体で書かれたものというのは、少なくとも
普通ではありません。基本的にはないことだろうと思います。おそらくその段階では弥生時代
の人たちにとっては、土器を作る原料としてむしろ輸入されたものであって、これが何らかの
言語を表しているというような、はっきりとした認識はなかったんだろうと思います。
それがやがて言語を表すための記号として漢字というのは定着していきます。平安時代以降
になりますと、こういった形で、漢字ばかりで書かれておりますけれども、日本化した漢文で
あるところの変体漢文というのが現れます。この文書は土地、田んぼの売買証文ですけれども、
（スライドを指しながら）ここに売り渡すというふうに書いてある。そういう日常的な経済活
動などでも、漢文がオーソライズされた形で使用されるということになってきます。
漢文そのままでは、中国語という外国語を表す文章ですから、日本人には習得が難しいとい
うことで、次第に日本化していった、変体漢文になっていったということです。そういうその
日本化の過程、和化の過程というのが江戸時代に入る直前程度のところで、ある意味での極限
の点に達します。これ以上はもう和化しようがないというような点まで到達してまいります。
そういう形で成り立った表記体のことを、

そうろう

候
ぶん

文というふうに我々は呼んでおりまして、この
候文は公的な文章から私的な文章に至るまで、江戸時代には広く使われたものであります。と
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ころが、情勢が大きく変わりますのは明治時代に入ってからで、明治時代に入りますと明治政
府は、公文書に関しては候文ではなくて、漢字片仮名交じり文を使うということにしました。
ですので、明治時代になったところで日本語表記の大きな転換点を迎えます。変体漢文という
のが生きた表記体としての、生命を終えるということになってまいります。
これは実際その候文の例ですね。候文というのは活字に直してしまうと楷書体の漢字になっ
てしまいますけれども、それは候文というものの性質の一端を伝えているに過ぎないものです。
これは候文を書くためのお手本で、

おう

往
らい

来
もの

物と呼ばれます。本来候文というのはこの手本が示し
ているように、お家流という、独特の書風を持った行書体、草書体の漢字で書かれるのが決
まったありようであります。
ここでもう一つ付け加えておきます。先ほど公記録の紙背文書の例を見ていただいたように、
中古中世の間の日本語における多表記性といいますか、表記体のバリエーションというのは、
1人の人物が複数の表記体、ライティングシステムズを使えなければいけないという形で実現
されていたわけでありますけれども、江戸時代に入りますと、ややその様相というのが変わっ
てまいります。少し整理されてくるところもあるわけなんですが、出版ということが盛んにな
るに伴って、大きくまずその表記体のバリエーションが、変体漢文と漢字平仮名交じり文、そ
れから漢字片仮名交じり文は相変わらず使われますけれども、その 3種類に絞られてきます。
その中でこの表記体のバリエーションというのに、領域の分化というのが起こってまいりま
す。具体的に言いますと漢字平仮名交じり文というのが主として働くのは、印刷や出版の領域
であると。ですから、一般の庶民たちにとっては漢字平仮名交じり文というのは、本の形で手
に取って読むものではあるけれども、自分の書く表記体ではあまりないわけですね。それに対
して変体漢文というのは手書きの領域を主体とする、そういう表記体になってまいります。漢
字平仮名交じり文と変体漢文というのは同じ文字文化の中で、印刷の領域と手書きの領域を分
担するという形になってまいります。候文というのはさっき見たお手本のように印刷されるこ
ともあるわけですが、やはり印刷といっても手書きで書くための文字のお手本であって、その
主眼になるのは手書きの領域であるというような形で、印刷出版においての表記体である漢字
平仮名交じり文と、その領域を分担するということになるわけですね。
しかし一方で先ほど往来物で見たように、候文というのが非常に大きく江戸時代には普及し
まして、かなりの率の人々が候文を書けるようになるわけですけれども、それを支えたのは出
版文化の産物であるところの、往来物であったりそれから辞書であったりしました。漢字とい
うのは文字セットとして、どうしても宿命的に辞書というのを必要とする文字でありますけれ
ども、それが節用集という形で江戸時代には印刷によって、多くの人々の手にいきわたるよう
になったということが、この候文の普及を支えたということになります。

平仮名

次に平仮名の歴史ですけれども、平仮名はおおむねこういうような流れで完成されていきま
す。平仮名も前段階は漢字を表音的に使う。万葉仮名ですけれども、それが 5世紀ごろに生ま
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れて、9世紀に万葉仮名から平仮名が生まれてくることになります。さらに、その 9世紀に平
仮名が生まれた段階では、比較的素朴な姿を取っておりますけれども、10 世紀に入りますと
それが見た目にも非常に美しい形に発達してまいりますし、それからそれによって高度な内容
を含んだ文学作品を、生み出すというようなことになってまいります。さらに平安末期になり
ますと、平仮名を貴族の子弟たちが習得するときに、いろは歌を使いまして、まず一つの音に
つき 1字ずつの平仮名を覚えていくという、そういう書字教育のあり方が普及してまいります。
この段階ではっきりと貴族の子弟であっても、子供たちはまず平仮名を覚えて、次に漢字に進
んでいくんだというような表記体の序列化が、本格化してくるということになっていきます。
その一方で平仮名文というのは、本来はこの平仮名が創出された段階では、基本的には話し
言葉を書き表す、音声言語を文字に置き換えていく、そのための表音文字であったわけなんで
すが、平安末期以降平仮名文というのが文語文化していきます。その当時の話し言葉からはや
や距離のある、いわゆる文語文法というのに基づいた書かれ方をしてまいります。そのことの
重要性というのは、初期の平仮名というのは話し言葉をそのままほとんど書いていた。という
のは、その流通していた領域が話し言葉において意思の疎通が取れる範囲である、貴族の言葉
遣いであり、京都の人たちの言葉遣いでありというような、音声言語の均質性を持った範囲内
で流通していたのが、本来の平仮名のあり方でありました。
文語文化ということでその話し言葉の文法からやや距離を置くということは、平仮名という
のがそういう京都の貴族という世界から範囲を広げて、日本列島全域に使用し得るという基盤
を、整えたということでもあるわけですね。こういうような形で、平仮名が美しい姿を取って
いくということがあるわけです。
さらに 17 世紀以降平仮名文は、漢字平仮名交じり文という形で、印刷の世界で主たる役割
を果たすことになっていきます。そういったその印刷の世界で主たる役割を果たす中で、可読
性の追求の点から表記体の変質がいささか起こりまして、漢字平仮名交じり文という表記体を
生み出すことになります。その漢字平仮名交じり文の中で振り仮名というのも、同時に発達を
していくということになりまして、これはもう江戸後期のものですけれども、読み本の例です
が、こういう平仮名を漢字に交ぜた文章であり、かつ漢字の部分には密に振り仮名を付したよ
うな、そういう出版物が多々江戸時代には生み出されていくことになります。
さらに、江戸時代には出版というのは 1 枚の木の板に、文字を版画の要領で彫り込んだよ
うな、製版印刷といわゆる印刷方式を採っておりましたけれども、幕末、明治以降活版印刷が
平仮名の世界に入ってまいりますと、平仮名というのは本来草書からできているものですから、
比喩的な言い方ですが、平仮名との楷書化というようなことが起こってまいります。つまりそ
れは先ほども見た平仮名のように、本来の平仮名というのは連綿と続け書きをされると。それ
から、その一文字一文字ごとに縦に長い字があったり、横に長い平べったい字があったり、あ
るいは小さい字があったり大きい字があったりとかというような、そういう特徴を持っていた
のが、続け書きをしない。それが今の活字に見られるように、一定の縦横の長さ、正方形に近
いそういう枠に収まったような文字で、書かれるというようなことになってまいります。
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ちょっと先に例を見てみますと、これが平安時代に書かれた手書き時代の平仮名ですけれど
も、同じ 1 文字であってもこの程度の大きさのものもあれば、このぐらいの大きな大きさを
持ったものもありました。それから、比較的縦に細長いものもあれば、横に平べったいものも
あるというような形を持っていた、そういうものであります。例えばここの場合には「とくら
む」というふうに 4文字がつながって書かれていて、今の我々には普通にはその文字の切れ目
自体が、非常に分かりにくいものになっています。
こういうものであったのが、活版、活字印刷によって、例えば我々が今見る平仮名の活字と
大して変わるところがない、一文字一文字が切り離されて、だいたい同じ正方形のボディーの
中に入るような平仮名というのが、もたらされるということになってまいります。
明治以降、平仮名というのも活字印刷される文字の一つになってきます。明治以降には一般
的な文学書や雑誌などはほぼすべて漢字平仮名交じり文になります。文学書や雑誌などという
ふうに断ったのは、後で言いますけれども、公文書が漢字片仮名交じりを取るということがあ
るわけですが、それが戦後になりますと公文書に関しても漢字平仮名交じり文が採用されるこ
とになって、唯一の一般的な表記体になるという流れになっていきます。
ちょっとこれは補足ですが、先ほど平仮名の楷書化というのは、活字、活版印刷によっても
たらされたと申し上げましたが、実は江戸時代の間の製版印刷という版画式の印刷技法が用い
られた江戸時代のうちから、すでに平仮名のあり方の変化が徐々に起こっております。
江戸前期の出版物である、例えばこの『日本永代蔵』、1688 年の本ですけれども、この本の
場合にはまだ一文字一文字の大きさのだいぶ違いがあります。例えば、これ、今ポインタを当
てている、これは「か」という 1文字なんですけれども、その次の「に」という同じ 1文字に
比べると甚だ大きさが違うと。
そういう形で書かれていた平仮名のあり方が、江戸後期の出版物になりますと比較的、「す
こし」とか「なさい」とか「さんと」とか「あけて」とかいうふうに、どんな文字でもほぼ同
じ四角の枠に収まるような形に、すでに製版印刷の段階でなってまいります。
これは最も極端な例で、

ひら

平
た

田
あつ

篤
たね

胤という人の著作の出版物になりますと、連綿をほとんどし
なくなって、「ん」「の」「に」「ま」「れ」という字になっていますけれども、もうそのまま活字
にしてもよさそうな形の文字になってまいります。決定的な変化は活版によってもたらされる
わけですが、こういった形で製版印刷によってすでに平仮名というものの変化は準備されてい
たということです。

片仮名

次に片仮名ですが、片仮名はやはり同じ万葉仮名から生まれます。5世紀に生まれた万葉仮
名から生まれまして、8世紀、片仮名というのが生み出されます。当初は漢文訓読、漢文に付
される訓点として、漢文の読み方を示した訓点として創出されます。例えば、こういう漢文の
文章本体に対して、こういうふうに横に付けられるような形で生み出されたということになる
わけです。
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ところが、訓点として使われ始めた、生み出されたときからそれほど間を置かずに、片仮名
が漢字から独立して片仮名文という形で使われるものも生まれてまいります。さらにその後、
平仮名文というものが用途を広げ文語文化して、話し言葉からは離れて汎用性を持つようにな
るというお話を先ほどしましたが、それに対して口頭語を書き表すという領域を片仮名文が担
う形で役割分担をし始めるのが室町時代です。
例えば、これはその代表的な例の一つですけれども、「◇タイメイトイウハテンカガドッコ
モオナジク◇」という、「ドッコモ」なんていうふうな、非常に話し言葉的な、そういう言葉
遣いを含む文章を書き表すのに片仮名を使うということが起こってまいります。さらに江戸時
代に入りますと、先ほども申し上げたように、出版の世界において漢字平仮名交じり文が主た
る役割を果たしてくるわけですけれども、その中でオノマトペとか、感動詞とか、終助詞とか
いったものを表記するというふうに用いられるようになってまいります。
特に終助詞に用いられるというところは、表記体の歴史ということを考えたときに少し重要
なところで、片仮名を用いることでそこが文末、句末であるというような、句読点的な役割を
片仮名が担わされるということにもなってまいります。例えば、これが江戸時代の文学作品の
一つですけれども、例えば、ここですね、「◇なるはサ◇」「サ」というのが終助詞ですけれど
も、「サ」というのが片仮名になっていることによって、ここで文末だということが分かるよ
うな、そういう形になっています。基本的にはこのテキスト、句読点を含まないんですけれど
も、こういう文末が片仮名になると、終助詞が片仮名になることで、ここに文の切れ目があり
ますよ、句の切れ目がありますよということが分かる形になっているわけです。
一方で、ここは「きかせよう」という平仮名で文が終わって、「ソレ」というふうに次の感
動詞が片仮名で書かれている。そういうときには、他では基本的には使っていない句読点をあ
えて使うということも行われていて、江戸時代の文学作品の中ではこの片仮名が文末表示̶̶̶
文末を表す̶̶̶という役割も担わされていたことが分かるわけです。
同様の例は現代の表記でも漫画などによく見られるところでして、これはちょっといささか
古い『サザエさん』の例ですけれども、「ナニカオツマミネ」とか、これは感動詞の例ですけ
ど「アラ」とか、江戸の文学において片仮名で表記されていたような部分が、現代でもコミッ
クの吹き出しの中などでは、同じように片仮名で表記されることがあります。
江戸の文学とコミックの共通点の一つとして、コミックの吹き出しも多くの場合、もちろん
一律にそうだということではないんですが、多くのものが現代表記の中では例外的に句読点を
含みません。句読点を用いません。この『サザエさん』の例もそうなんですが、そういったと
ころではいまだにこういう特徴的な使われ方もしているということですね。
片仮名史の続きの方に戻りますが、すでに申し上げたように、明治時代に入りますと公用文
書が漢字片仮名交じりという表記体を取るようになってきます。さらに漢字平仮名交じり文の
中で、江戸時代には一般的ではなかった外来語を片仮名表記をするという習慣が固定するよう
になってまいります。これは公用文中の公用文、公文書中の公文書で憲法、大日本帝国憲法で
すが、片仮名交じり文ということになるわけですね。それから、こういう文学作品の中でも、
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オノマトペとか外来語とかが片仮名で示されるということになるわけです。
ところが、戦後以降は漢字片仮名交じり文は公用文でも使われなくなって、今見られるよう
な一般の日本語文章では、外来語、オノマトペ、動植物名といったような語に使用されるよう
な形に、役割を限定される形になってきているわけです。

多表記性と教養度の階層

日本語表記の多様性を形作っている漢字、平仮名、片仮名、それぞれのたどってきた歴史を、
非常に駆け足で大ざっぱに見てきたわけですが、そこでもう一度改めて現代日本語表記の大き
な特徴であるところの多表記性というところに戻っていきたいわけです。先ほども言いました
ように、同じ一つの文がこういった多様な書き方をなされるということです。
もう一度振り返りますと、前近代までは今のあり方とはいささか違っていて、複数の表記体
を 1人の人物が併用するという形で、日本語表記の多様性ということが行われていたわけです。
これだけの種類、バリエーションの表記体を使えるというのが、教養層のまさに教養のあり方
を反映していました。
近代以降は欧文や活版印刷の影響の下、漢字仮名交じり文という表記体を唯一の、あるいは
漢字平仮名交じりと片仮名交じりというふうに分ければ唯二の、表記体とするようになりまし
た。それによって、多表記性の様態というのが、複数の表記体を併用するところから、漢字仮
名交じり文の中での多表記の併存という形に変質をしました。
現代の漢字仮名交じり文においては、平仮名だけしか書けないというレベルから、だんだん
難しい書き方も書けるようになってくるという教養度の階層を示すことになります。幾通りも
の書きようがばらばらに存在しているというわけではなくて、どの程度まで書ければどの程度
の頭のいい人かというふうに判断してもらえるか、という教養度の階層を持って序列的に存在
しているということが言えるわけです。
例えば、この 6種類の中で言うと、ちょっと下からになりますけど、2番はちょっと特殊な
書き方です。「コレハボクガカッテイルトリデス。」というふうに、現代において一つの文をす
べて片仮名で書いたら特殊な表記で、例えばこの漫画の例のように、ロボットの言葉だとか、
人工的な音声とか、宇宙人とか、外国人とか、そういう特殊なところにしか使われません。そ
れから、この中で 3番、6番ですね。3番はいわゆる歴史的仮名遣いを使っている。それから
6番は極めて難しい漢字ですね。「飼う」という字にこういう漢字を使ったり、「鳥」という字
に禽獣の「禽」の字を使うと。そういうのはやや普通の書き方ではありませんけれども、それ
以外の 1、4、5はどれも現代日本語表記としては普通の書き方なんですけれども、1が最も低
い教養のレベルであって、4がきて、「僕」まで漢字で書けるともうちょっと教養度が高いとい
う形で、教養度の序列を持って多表記性が並立しているということになるわけです。
さらに、そのあり方というのは、現代日本においては書字教育課程と対応関係を持っていて、
具体的にはここに書いてあるような形で、今我々は文字を学んでいくわけですが、重要なとこ
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ろは最後のところです。結局、日本語文字のシステムというのは、最終的にはどこかで勉強
が終わるということにはなっていなくて、2136 字以外の常用漢字に入ってない字に関しても、
まったく知らなくていいということではなくて、それ以外の漢字については生涯にわたって学
び続けることを求められる。あるいは、学び続けることができるというシステムになっている
ということになるわけですね。

国字改革再考

そういうところが日本語の表記の複雑さ、あるいは非合理性という言われ方をすることもあ
るわけですが、そういう日本語の非合理性と見られることに対して、国字改革ということが明
治以降、繰り返し主張されてきているわけです。それについて少しその意味合いをもう一度と
らえ返しておこうと思います。

仮名遣い

まず一つは仮名遣いですね。仮名遣いに関しては、代表的な方式として 2 種類ありまして、
こういう歴史的仮名遣い。「これはぼくがかつてゐるとりです。」。イの字にこういう字を書い
たり、それから「かつて」の「つ」を大きく書いたりとか、こういう歴史的仮名遣いといわれ
る方式です。これは典拠主義̶̶̶古い文献にどう書かれているかということを基準にした書か
れ方̶̶̶であると。それに対して今、我々が普通に使っている現代仮名遣いというのは原則と
しては表音主義で、「これは」の「は」なんかはこの典拠主義の部分の残存ですけれども、それ
以外の部分はおおむね発音通りに書こうという表音主義の方式になっているわけです。その他
にも定家仮名遣いとか、音義仮名遣いとか、異なる仮名遣いの方針もありましたけれども、近
代以降、非常に大きな対立をなしているのはこの二つということになります。
その中で現代仮名遣いというのは、最低限度の書字能力の水準。先ほど1から 6まで多表記
性の例として並べた中で言うと、1が書けるようになるための能力の水準を画期的に引き下げ
たものであるということになります。つまり、要するに平仮名のセットを学びさえすれば、あ
とは発音している音通りにそれを並べれば、曲がりなりにも日本語の文が書けるんですよとい
う、最低限度の書字能力を非常に低いところで保証した、そういう改革であったということに
なるわけですね。

漢字の数の多さ

それに対して漢字の数の多さも多表記性の問題と絡んで、しばしば国字改革の議論の対象に
なってきたわけです。こういうさまざまな議論が繰り返されてきていますけれども、つまると
ころ、漢字制限の方はこれ以上、別に漢字は多く学ばなくてもいいんですよと。学んでもいい
けれども、学ばなくてもいいんですよというキャップをはめることによって、それまであった
表記によって、どの程度の表記まで使えるかということによって、その人の社会的な教養度の
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評価と評価の一端としてきた。そういうシステムを無化するものであったということになるわ
けですね。
ただし、だからといって、じゃあ、日本人が常用漢字以外の漢字を学ぶのはやめようとなっ
てきているかというと、そうではなくて、例えば日本語検定なんかの流行ぶり、繁栄ぶりなん
かを見ても分かるように、なお抜きがたい漢字フェティシズムのようなものは日本の中に現前
として存在しているわけです。

漢字の書体や字体

さらに漢字の問題を複雑にしているのは、書体や字体の問題、漢字にはこういった書体の違
いというのもあります。これは現在においては楷書以外は非実用化されていますけれども、前
近代においては、先ほど鎌倉時代の紙背文書の例で見たように、用途に対応して、特に楷書と
行書、草書というのは使い分けもなされていました。それも違うバリエーションとして習得す
る必要があったということですね。
それから書体の問題。これは、漢字というのはそもそも字のバリエーションが多いと。字の
数が多い。そうすると、どうしても字の数が多ければ、アルファベットなんかとは違って一文
字一文字の形の構成が複雑にならざるを得ないと。そうすると必然的に異体というのも生まれ
てくるということで、より、なお問題を複雑にするということです。
実は形の揺れということは漢字だけではなくて、平仮名なんかでも起こってくることで、線
を続けるか、離すか、あるいは横棒にするか、点々にするかといったような、そういう揺れは
現在でも見えるわけですが、これはもとをたどると漢字の中でも草書体。楷書の字体というの
は繰り返し議論がなされてきているわけですけれども、草書体は字体の基準、規範が非常に定
めにくい。それを平仮名というのも引きずっているということになるわけです。

漢字の読み

少し飛ばし飛ばしにしますけれども、日本語表記の中の漢字の問題をさらに複雑化させてい
るのは、日本には漢字に読み方が 2 種類あるということ。音読みと訓読み。古代中国語の発
音に基づく音読みと、それから日本で意味から独自に与えられた読み方である訓読みというこ
とですね。さらに日本における漢字が、例えば韓国語における漢字やベトナムにおける漢字と
違った特徴を持っているのは、それが伝わった時代の違いに基づく複数の音読みを併存させて
いるということにもあるわけですね。
それから訓読みに関しても、一つの漢字に対して一つの訓読みだということではなくて、し
ばしば中国語の一部の語義が日本語の複数語に対応します。さらに言うと、中国語というのは
日本語と品詞性が違いますので、中国語の一つの字というのが、日本語だと名詞にもなり、形
容詞にもなり、動詞にもなりということがしばしば起こって、非常に複数の訓読み、たくさん
の訓読みを持つということになります。
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さらに訓読みというのは、一度定まったらそれで固定するというものではなくて、思想や社
会の変化に伴って新たな訓が創出され得るということです。例えば『礼記』の中に出てくる著
明な格物という言葉ですが、12 世紀の中国の学者は、これを真実に至るという意味合いでと
らえまして、その結果、日本では「イタル」という訓読みが与えられたわけですけれども、15
世紀、朱子学という新しい学問の中の解釈では、自分の精神を正すという解釈がこの言葉に対
して与えられて、その結果、日本でもこの漢字に対して「タダス」という別の訓読みが与えら
れると。こういう形で訓読みは常に新しく作られるものでもあった。そういうことがさらに漢
字というものの扱いを難しくしている。
ということで、音読み、訓読みの 2種類があり、さらにそれぞれに複数の読み方があるとい
うことで、漢字 1 文字に対して日本語では非常に多くの読みが対応して、その結果、漢字の
持っている表音的な機能が著しく弱化しているという場合があると。その弱化した表音性の補
完のためには、どうしても平仮名というものが必要であったということであります。

送り仮名

それから、漢字と平仮名を交ぜるということの持っているもう一つの難しさというのは、そ
の役割分担をどうするかということであって、それが送り仮名の問題ということになってまい
ります。一つの「かえりみる」という単語でも、いろいろな、どこまでを漢字として、どこか
らを平仮名とするかということに関して、いろいろなやり方があり得るわけですけれども、実
際、これが一応今現在の基準では正しいとなっていますけれども、これで書いても、これで書
いても、場合によってはこれで書いても情報伝達の上ではほとんど遜色がないということも言
いようによっては言えるわけでして、そういうことがこの送り仮名に関しては問題を非常に複
雑にしております。国字政策上も最も難しいところと考えられるところの一つです。

書字方向

最後に書字方向と表記符号ということですが、現代日本語のもう一つの大きな特徴は、縦書
きも横書きもできるということです。縦にも書けるし、横にも書けるということですね。さら
に縦書きも横書きもできるというのは、縦書き、横書きしかできないという、上から下への縦
書きと、それから左から右への横書きと、これしかできないということではなくて、場合に
よっては、これは私の勤めている大学の近所を走っているごみ収集車ですけれども、これが
走ってきても一瞬何が書いているのか分からないんですが、あまり文章をこういうふうに書く
というのは多くないんですけど、こっちが車の頭なんですけれども、「守っていますか」とい
う言葉がこういうふうに書いてあったりする。現実世界で車がこっちを向いている、こっちが
頭だという、その現実世界の方向性が影響して、こういう書き方をすることさえ可能にしてい
るということなのであります。
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ところが日本語表記の書字方向の柔軟性というのは、むしろかつてはなかったことで、江戸
時代までは通常縦書きのみでした。これは化学、ケミストリーの本ですけれども、江戸時代の
本ではまだ縦書きだったんですね。それが次第に横書きが欧文の影響で起こってまいりまして、
『植物学雑誌』という雑誌の場合には、この 1926 年から横書きが基準となってきております。

句読点

最後にパンクチュエーションマークのことですが、句読点のことです。さらに現代日本語表
記の多様性の一つですが、表記符号が非常にたくさんいろいろなものが使われるということが
あります。その表記符号が多様である一つの理由として、いろいろなところからもらってきて
いるというところがあります。例えば中国起源のもの。大きく言って中国起源のものであるの
は、例えば今我々が使っている句読点ですね。句読点の場合には、これが句点、これが読点で
すけれども、どちらも由来となると中国のものと言っていいと思います。
その違いは、この読点に当たるものは、今でも明朝体で書きますと、ちょうど筆をぺたっと
紙に付けたような形になっていますけれども、本来は写本、手書きの本で使われていた区切り
符号由来。それに対してこの丸い形というのは、印刷、中国で行われた宋版といわれる印刷な
どに用いられていた形であって、そういう両方の由来のものが現在では一緒に用いられている、
ペアで用いられている形になるのかなと。
この句読点というのは、本来は日本語の文章というのは句読点が付されていたものではあり
ません。句読点はその本を読んだ人が、ここで文が終わっている、ここで意味が切れていると
いう読解の行為、ここで意味が切れていると読み取ったという跡を残すために付けていたもの
で、読み手が付けていたものなわけですが、商業印刷の時代、製版印刷によって出版というこ
とがされるようになって、書き手が自ら最初から句読点を付すということが起こってくるよう
になります。
さらに活版印刷によって、文字と同じ資格を持った、そういう要素に変わってくることにな
ります。ちょっと具体的に見ますと、ちょっと順序はこっちからなんですけれども、明治初期
の出版物では、この句読点が振り仮名と同じならびに書かれることがしばしば見られます。こ
れは明治時代に始まったことではなくて、おそらく江戸時代の製版印刷で印刷された読本類の
書き方の影響下で行われた方式だろうと思います。
それが、これは年号としては同じですけれども、やがて文字と文字の 間に入ることになっ
てくるわけですが、それでもちょっと後世とまだやり方の違いがあるのは、はっきりと明らか
に文字と文字の 間に句読点が入れられる形になっていまして、1文字文のスペースが与えら
れてないんですね。それがやがてこういうふうに1文字文のスペースを与えられてくることに
なるわけですが、実はここからここの間にまた本来は 1段階あります。
句点というのが先に1文字文のスペースを与えられることになってきます。読点は同じよう
に 間に、この段階と同じように 間に入れるけれども、句点は 1文字文のスペースを与える
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という方式が主流だった時代がこの間にありまして、やがて句点も読点も文字と同じスペース
を与えてもらえるという印刷方式が出てまいります。
こういった形で「、」と「。」を句点、読点というふうに使い分けるのは、明治 20 年ごろ以
降、この方式が固定してまいります。この『

とう

当
せ

世
しょ

書
せい

生
かた ぎ

気質』や『ジョージスミス之伝』の場合
だと、今でいう句点に当たるものしか使っていないんですが、句点と読点を使い分けるという
方式は明治 20 年が一つの画期になります。ざっとした流れはこんな感じ、ちょっと見にくい
ですけれども、こんな感じです。
明治 20 年に、それまでの例えば国語教科書なんかの場合ですと、それまでの自由出版の時
代から教科書検定の時代に入るんですけれども、それと時期を同じくしてというか、場合に
よってはそれの影響なんかもあって、それ以降、「、」「。」を使い分ける方式が非常に普通に
なってまいります。

括弧

それから、そういう中国からもらってきた句読点の他に、日本で独自に発達した符号。さら
にさかのぼると中国にまったくもとになったものがないわけではないんですが、日本で独自に
発達したものとしては、このかぎ括弧の類というのがあります。ちょっと今、二重かぎ括弧の
ことは置くとして、普通の一重の括弧の方です。
これは引用符、もしくは

たく

卓
りつ

立
ふ

符、この言葉を目立たせたいという意味で使う記号ですけれど
も、そういう場合には江戸時代後期から使われますが、会話符としてこのかぎ括弧が使われる
のは、明治20年代後半以降、徐々に増えていって、明治30年代以降にようやく一般化すると。
ですから、句読点の方式の一般化に比べると、やや遅れて日本語表記の中で一般化してまいり
ます。
例えば、句読点も含めてなんですが、この 1881 年の『学校◇……◇』という本では、句読
の付け方とあって、実際これはどういうことが書いてあるかというと、句読点としては「。」し
か実際には示されていなくて、字と字の真ん中に付けるか、横に寄せて付けるか、それによっ
て句読を書き分けろということを言っています。これは非常に古い平安時代にもうすでに見ら
れる句点と読点の使い分けの方式なんですが、それがまだ明治の 1881 年の段階では行われて
いるわけですけれども、明治30年の『中学国文典』という本では、先ほど明治20年にこの方
式が非常に一般化する画期が訪れるということを言いましたけれども、句点と読点はこの「。」
と「、」で使い分けよということも言いますし、それからこの明治 30年だと、ここにあるよう
に、「右の他、昔は談話体を記すに 1個のかぎ」、会話を示すのに上の括弧しか付けてなかった
んだけれども、「談話の◇……◇近ごろは 2個のかぎを談話語、または引用語の首尾に施せり」
といって、最近では会話を表すのに前後にこの括弧を付けるようになったということが語られ
ていて、明治 30年ごろにはそういう方式が一般化していたということがよく分かる文章です。
わずかこの間が16年。この明治20年代を挟むこの十数年が、日本語表記の上では、他の時
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代にはちょっと見られないほどの大きな変化の時期であったということが分かります。その他
に日本語の表記法としては、こういう欧文由来のものもあるんですが、実は欧文由来のものの
定着が非常に早いものがありまして、例えばこのパーレンなんかは明治のごく初期にはすでに
注釈の記号として使われています。実は会話符としてのかぎ括弧よりも、よほど日本語表記へ
の定着は早い。そういうことも少し面白いかなと思います。

濁点と半濁点

それから、ちょっと飛ばします。濁点、半濁点ですが、これらはやはり句読点と同じように、
本来は読み手が付ける記号であったんですけれども、製版印刷によって書き手が最初から付す
ものになり、さらに活版印刷によって文字の一部になってきます。これは要するに、もうすで
にマークではなくて、字画の 1画になるという形で大きな変化があったものです。

長音符

さらに長音符なんですが、これはちょっと非常に難しい問題を含んでいて、通説ではこの
「引」という字に由来するとされます。現に古い江戸時代の文学作品なんかでは、「シー」とい
う音のところに「引」という漢字が書かれているんですが、ところが明治に入ると普通にこう
いう縦棒が使われます。
江戸時代にも西洋の学問の方には普通に使われるんですが、この両者の中間的な形態がない
んですね。ですから、ちょっとはっきりとしたことは分からないわけですが、一節にはこうい
うふうに「引」という字から由来したとされているもので、これも現在の日本では日本語の表
記体での一角をなしている記号になったということですね。
ちょっと本当に大急ぎになりましたけれども、以上、概略をお話しさせていただきました。

（拍手）
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TUG 2013チュートリアルを日本語で聞く会
（国立国語研究所講堂，2014年 2月 8日）
講演録 pp. 17–39

Indexing Makes Your Book Perfect

鹿野桂一郎さん

こういう機会をいただきましてありがとうございます。私は普段からオーム社という会社で
本を作る仕事をしているんですけれども、それを TEX でやっています。TUG 2013 が TEX の
カンファレンスだったので、今回こういう話をさせていただいた感じです。
今、日本にほとんどいない索引家、インデクサー（indexer）という仕事があり、それだけ
をやっている人もいたりします。また、書籍の索引じゃなくて、例えば図書館の司書の方とか
がやっている索引の分野もあるんですけれども、私はそういうことがまったく分からないんで、
今回の講演は本づくりに関する索引の話です。
実際にどういうことを考えて索引作りをやっているのか。日本語を話さない人たちにとって、
日本語の索引というのがどういう、何でそこまでお前ら頑張って索引を作っているんだという
のと伝えるような内容を話しました。
そういう背景だったので、まず、どんな索引が諸外国でどんなふうなのか比較してみようと
いうのが最初の部分です。スライド 1の本をご存じの方はいらっしゃいますか。あまりいらっ
しゃらないですね。これはうちで出している本なんですけど、『マンガでわかる統計学』とい
う本があって、その英語版です。英訳された本ですね。タイトルとカバーを見ていただければ
分かるんですけど、コミック、つまり漫画です。女子高生が主人公の漫画ですが、統計学をか
なり本気で学ぶためのもので、そんなに簡単な内容じゃないです。

世界各国の索引

この本は現在 12 カ国ぐらいで翻訳されていて、ほとんどはちゃんと索引が付いているんで
すね。それらのうち 7 カ国分を使って説明をしました。まず英語版はスライド 2 のような索
引です。極めてよくできた索引だと思います。ちゃんと階層に分かれていますね。
どうやって英語の索引を使うかというと、arithmetic mean（算術平均）という単語を調べ
たかったら、スライド 3のように「A」で調べると。何で「A」だと分かるかというと、それ
は先頭が「A」だからという当たり前の理由なんですけれども、英語の索引の場合、文字の形、
表記でそのまま調べられる。普段、日本語の本で索引を使っているときにあんまり意識しない
と思うんですけど、書かれている文字の形そのものを見れば知りたい単語の書かれている場所
が探せるというのは、アルファベットの索引の特徴だと思います。
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スライド 1

スライド 2
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スライド 3

今度はポルトガル語です。スライド 4のように、アルファベットの形は違うんですけど、こ
れもアルファベットなので、やっぱり同じように調べられるわけですね。スライド 5のように、
ロシア語版もあって、ラテンのアルファベットとロシア語のアルファベットと 2種類あるんで
すけど、どちらもアルファベットなので、やっぱり形で調べられると。ただ、英語版とポルト
ガル語と違って、事実上二つの索引がある形になっています。
次は韓国語版ですね。スライド 6のように、これもやっぱりアルファベットで、ラテンとハ
ングルのアルファベットという事実上二つの索引がありますけど、やっぱり形から調べられる。
もうちょっと使い方を見てみます。スライド 6 のように、arithmetic mean を意味するのは、
ちゃんと読めないんですけど「サンスルピョンギュン」で、この文字で始まります。「人」み
たいな字で始まる語は、この列に並んでいる。だから、その形を手掛かりに、知りたい単語の
書籍中での場所が調べられる。そういう構造は、英語版などの索引と一緒です。
次はタイ語で、これはまた少し変わっていますが、スライド 8のようにタイ語もやっぱりア
ルファベットなんですね。厳密に言うとアルファベットじゃなくて、ちょっと違う文字体系ら
しいんですけど、形から索引を調べることができるというところでは同じ。形から調べられる
ので、ラテンのアルファベットとタイのスクリプトと 2種類あるけれども、やっぱりどちらも
形から見られる。
スライド 9のように、算術平均を表す言葉はこの単語らしいんですけど、ここまでいくと完
全に読めないですね。「カ」「チェリ」「レカ」と読むのでしょうか。こういう形のアルファベッ
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スライド 4

Latin 
alphabet

Russian 
alphabet

スライド 5
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Latin 
alphabet Hangul 

alphabet

スライド 6

����� arithmetic
mean

�
Word group beginning 
with  consonant letter “    ”

スライド 7
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Latin 
alphabet

Thai 
script

スライド 8

The index is arranged 
as the same manner as 
the alphabetical 
languages, although 
Thai is not technically 
an alphabet. arithmetic

mean

Word group beginning 
with letter “    ”

スライド 9
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トというかタイのスクリプトの項目がここにあって、このグループがあって、タイ語が読める
人であれば、形をもとにグループを探して、そのグループの中から形をもとに項目を見つけら
れるということです。
ここまでが形だけで調べられる索引です。ここから中国語と、その後は日本語の例になるん
ですけど、形だけでは調べられない索引たちですね。まず、スライド 10 が中国語の繁体字で
す。台湾で発行されている翻訳書の本なんですけど、繁体字の場合、簡体字もそうらしいんで
すけど、書き順、じゃなくて画数か。スライド 11 のように、画数で調べるという工夫をして
いるみたいです。形だけでグルーピングをしようと思うと、1万グループとかになっちゃって、
あんまり実用的じゃないので、何か工夫をしなければいけないんですけれども、繁体字とか簡
体字とかはチャイニーズ系のスクリプトの場合には画数でグルーピングをしている。このスラ
イドには 4画、5画、14画のグループを示しています。例えば、スライド 12のように算術平
均だったら最初の字が「算」で、これはたまたま日本語でも中国語でも14画なんですけど、こ
の 14画のところに該当する項目があって、書籍中でのページが分かると。
チャイニーズ系のスクリプトの場合には画数を使うのが基本、少なくとも索引の場合には基
本らしいんですけど、索引じゃなくて辞書とか辞典とかでは、読み仮名、つまりピン音ベース
で引くようなタイプのものもあります。どっちがどっちと決まってはいないらしくて、作る人
とか出版社とか編集者とか、そういう人たちが決めているみたいですけど、ピン音ベースのも
あって、算術平均だとピン音にすると「スゥァンシュピンジュン」で Sから始まるので、Sか

スライド 10
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Stroke counts of 

�� is fourteen.

4 strokes 

5 strokes 

14 strokes 

15 strokes 

arithmetic
mean

スライド 11

������

Suànshù píngjūn shù

You can find the term in 
the “S” section.

Romanize

(for “arithmetic mean”)

スライド 12
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ら引けるようにしているケースもあるということです。
この、ピン音のケースをここで紹介したのは、日本語の場合には読み方、皆さんご存じの
通り読み方で索引を引いているのですが、それを知らない方向けに話していたので、ここで
ちょっと伏線を張っておいた感じです。なお簡体字の方、これは北京の出版社から出ているん
ですけれども、さっきの台北の出版社とは違う簡体字版の本は、残念ながら索引がないんです
ね。何で索引がないんだよというのが、オリジナルの版元であるうちらとしては悲しいところ
なんですけど、なぜか割愛されてしまいました。

日本語の索引

最後に日本の索引。これは皆さん、たぶんここにいる方々には説明をする必要がないと思う
んですけど、読み方で調べます。スライド 13のように、通常は「か」から「ご」までが一つの
見出しですね。「かきくけこがぎぐげご」が 1グループ、「さしすせそざじずぜぞ」が 1グルー
プという感じでグルーピングされています。スライド 14のように、「算術平均」という言葉が
知りたかったら、文字の形を知っていることより、読みを知っていることの方が、索引を使え
るかどうかには関係する。これが日本語の索引の特徴です。
スライド 15 は、日本語をしゃべらない人たち向けに、ちょっと丁寧に説明しました。あと、
グルーピングの仕方ですね。五十音順というものを我々は普段使っていて、「あかさたなはま

to of gojuon 

arithmetic
mean

to of gojuon

The index is 
arranged in 
gojuon order, 
which is roughly 
based on the 
pronunciation. 

スライド 13
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����

���	
���
Turn into kana (syllables)

(for “arithmetic mean”)

You can find the term in 
the “    ” section of gojuon, 
instead of the “S” section.

�

(“sanjutsuheikin” in romanization)

スライド 14

Red ones can be used as 
the header for the group 
containing followings. 
(Light-weight ones often 
omitted.)
Numbered only as a guide. 
There is more syllables. 

スライド 15
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やらわ」というグルーピングの他に、もうちょっと細かく「あいうえお」「かきくけこ」「さし
すせそ」というグルーピングをする場合もあります。
スライド 16 は、たぶん普通に索引を使える日本人であれば、みんなそんなに抵抗なく受け
入れられる順番です。けれども、たまにこの五十音順を破って配列する場合もあります。その
代表的な例が名前のオーダーです。読み仮名で並べると左側のようになるんです。実際に索引
に並べるとき、やっぱり作り手と読み手によるんですけれども、なるべく同じ名字の人は並べ
ようという場合があります。いわゆる電話帳順とか呼ばれている例です。決まったルールが
あって、こうしなきゃいけないんじゃなくて、こういうふうにすることもあるという例です。
そんなわけで日本語の場合の索引は、中国語の場合よりも、さらにちょっと工夫をしたり、
見やすくしたりしていると言えます。この工夫の話を私が全部説明してもしょうがないので、
とても興味がある人向けとして、SIST13 という政府の基準や、発表後に家辺先生から教えて
いただいた JIS X 4061の文字列照合順番というのが一応作成されています。SIST13は日本語
しかなくて、JIS は英語に訳されているかな。ちょっと調べてないんですけど、そういう資料
を参考にしてください、という話をしました。

������������� �����

������������ ����

������������� ����

��������� ��� �����

!""#$%&'()*#)*+,)(#-.#')#$%,$)/// 0.*)#1*,')///

ku bo ta go ro u

ku bo ta sa bu ro u

ku bo ta shi ro u

ku  bo ta ji ro u

スライド 16

Indexing Makes Your Book Perfect 27



TEXによる日本語の索引作成

ここからは、TEX のユーザーに向けて、じゃあ日本語の索引を TEX でどうやって作ってい
るのかという話です。TEX を使ったことがある方はいますか？ ほとんどの人が使ったことが
あるようなので、この説明は軽く飛ばしていこうと思います。スライド 17 のように、この
\indexというコマンドというかマクロを使うのですが、読み仮名をアットマークの前に入れ
て、索引に実際に出現するものも入れます。こういうちょっと手の込んだことをしないと、日
本語の索引を LATEXで作るのは大変ですという話をしました。
スライド 18に示した LATEXの実行手順は、日本語に限らない、LATEXにおける索引の基本的
な作り方と一緒です。\indexマクロを埋め込んで、このmakeindex という外部のツールを
さらにかけて、もう 1回 LATEX をかける。こうすると索引ができるというわけです。結局、こ
ういうふうに \indexを埋めていかないといけないというのは大変で、原稿がごちゃごちゃに
なります。そのため、我々が索引を LATEX で作る上では、スライド 19 のように、バージョン
管理システムを使って \index専用のブランチを作ったりしています。索引付けをやる人だけ
がこっちのブランチを見ます。他の人たちは、索引用の \indexタグが埋まってない状態で原
稿をどんどん編集します。そして汚い原稿、\indexした汚い単語が含まれる原稿は、最後に、
一番最後の段階でマージしてあげるという工夫をしています。これは結構、特に日本語で索引

���	
��� ����

����

���	
���
Turn into kana (syllables)

(for “arithmetic mean”)

Put it in command

kana(syllables) word appearing 
in the index

スライド 17
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Embed the index entries 
within the manuscripts 
using \index command.
makeindex arrange the 
entries so as to be sorted 
and laid out.
The manuscript tends to 
be messy.

スライド 18

スライド 19
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を入れるとさらに汚らしい原稿になるので、大変有効であると言えます。
また、日本語では \indexに読みを入れていかなきゃいけないわけですけど、できればここ
も自動化したいということで、頑張っています。自動化をする際には分かち書きとか、形態素
解析とか、そういうのがどうしても必要になってしまう。外国の、日本語話者じゃない人たち
には、何で索引に現れる単語はこんなに短いのに、そんな大仰なツールを使わなきゃいけない
のか、ちょっと伝わりにくかったみたいです。結局、分かち書きができないので、ここまでや
らなければ自動化はできないんだよということは、最終的にはたぶん伝わったみたいなんです
けど、とにかく伝えてきました。
いま分かち書きに実際に使っているのは KAKASI というツールなんですけど、KAKASI を
絡めた場合の索引のフローが次のスライドです。原稿自体には読みを埋め込まないで、索引を
ある程度自動化して作るというプロセス、フローで実務をしています。

Include kana in each 
 command.

 arrange the 
entries so as to be 
sorted and laid out.

The manuscript 
tends to be messier.

スライド 20
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234 �)5)�)6)�

7)�)�8)�
Turn into kana

Turn into kana

34
for “compatibility”

for “polymorphism”

a     i     syo     u

ta   so   u    se   i

234 �)7)�)�8)�
Turn into kana

for “a lot of compatibilities” ta    a     i     syo    u

スライド 21

234 �))9))7��8�

�5�)9)6�

23:; �5�)9<)9);

morphological 
analyzer

morphological 
analyzer

スライド 22
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The manuscript is 
slightly tidier than 
before!

スライド 23

索引の必要性

ここからはおまけのパートです。何でここまで分かち書きツールだの、形態素解析ツールだ
のを持ち出してまで、索引を頑張って作っているのか、バージョン管理システムとか、そんな
大仰なことをしてまで索引を便利に作れるようなシステムを頑張って用意しているのかという
と、索引が必要だからなわけです。さっき、中国語の簡体字版の方では索引がオミットされ
ちゃっているのを見たわけですけど、ちょっとあんまりそれは技術書としてはどうなんだろう
という問題提起を、ここからさせてもらいました。
そのためとして、索引ってそもそもどれぐらいの項目がなければいけないのとか、索引を
構成する要素は何なのかという話を、当日の参加者にとってなじみ深い『The TEXbook』を
使って話してきました。スライド 24 のように、まずはHeading、主見出し項目です。それか
ら、参照先、付加見出し項目、それとクロスレファレンス、これは「何々も見よ」項目ともい
われるやつですね。
それから、あまり日本語の索引だとしないことが多いんですけど、スライド 25のように、こ
の主見出しの補助的な役割、補助的な説明をするための語句、モディフィケーションとかクオ
リフィケーションといわれる項目も使います。それから、このアスタリスクがついているのは、
実際には索引項目に出てくる見出しじゃないんですけれども、この見出し項目の字面は本文中
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The reader will easily find 
what information the book 
has or not, just by revising 
the headings of the index.

References are what make 
the index the index. 

スライド 24

They help the reader learn 
the context of the headings.

スライド 25
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で特別な意味で使われているので、それを伝える記号です。こういう補助的な記号もあるよと。
最初の主見出し項目と参照先は当然ながら必須で、この辺に出てくる副項目とかクロスレ
ファレンスというのは、できればあった方がいいもので、それ以外の要素は、付けてもいいも
のです。一方、索引としてやっちゃいけないのは余計な情報を入れることですね。本文のどこ
に何が書いてあるのかを知りたい読者にとって邪魔な情報はなるべく入れないというのが大き
いポイントです。
スライド 26 は悪い索引の例なんですけれども、子ども向けの恐竜の図鑑の索引なんですが、
恐竜の名前で書籍のページを引きたい子ども向けのはずですね。ただでさえ同じような名前が
いっぱいだーっと並んでいるところに、なぜか、発見者と発見年が大きく載っている。これは、
たぶん本文に入れられなかった情報を編集者が入れたくて、ここ（索引）に入れちゃったんだ
と思うんですけれども、これは子どもにとって全然必要ない情報ですね。肝心の参照先はさら
に、これらの情報をまたいだところに載っています。こういう悪い索引を作っちゃいけないん
だよと。だから結局、索引は、見る人が誰なのかを考えて作らないといけないんですね。それ
がこの最後のパートのおまけのところで話したことです。
スライド 27 に示すように、索引の利用者には、ある用語を知りたい人の他、渋々調べる人
がいます。読んでいて分からない言葉があったから索引を引くというのは、本の構成がそもそ
もよくなかったということを示唆しているわけですけど、そういう索引のユーザーもいます。
スライドで 3番目にあるポテンシャルなユーザーというのは、そもそもまだ本を読んでない

Excerpt from the index of
“The Visual Book of Dinosaurs for Kids”

Who cares the name of discoverers in the index? 

スライド 26
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11. Looking-up
2. Reluctant
3. Potential

スライド 27

AAlready read the book.
At least, know the subject.
(Books on technologies or any sort of practical 
knowledge often have these kind of readers.)

They’d like to go directly to some 
specific part of the book.

スライド 28
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RReaders would get lost during 
reading the book when …
they forget the key words.
the book is poorly constructed. 

The latter could be avoided by 
indexing.

スライド 29

YYou can use the index to grasp 
the contents of the book even 
before actually read it through.
The index exhibits the contents 
of the book in another way than 
the book itself.

スライド 30
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人です。索引だけを見て、本の内容をつかみ取りたい、そういう読者も中にはいるので、そう
いう読者向けにも索引を作ってあげないといけません。これらの三つの読者を対象にして、索
引づくりを考えなければいけないと言えます。これは、僕のオリジナルな意見というわけじゃ
なくて、ノーマン・ナイトさんという英国索引家協会の会長さんをずっとやっていた、もう亡
くなった方なんですけど、彼が言っていたことをちょっとアレンジして話しています。
用語を知りたい、そういう人たちにとっては、用語から適切な説明がある箇所にダイレクト
にアプローチできる索引でなければいけない。それから、読んでいる最中にその単語とか説明
が何だったのかが分からなくなってしまったような人にとって助けになるような索引じゃない
といけない。そもそも、そういう人たちは、本当は技術書をきちんと編集していれば、そうい
う読書をしながら迷わせるようなことにはならないはずなので、索引を作りながら、そういう
人たちのことを考えることができる。これも編集の一つですよね。それと、索引で、本体に書
かれていること、本体の内容とかがぎゅっと圧縮したものを提供するという使い方ができる。
それは潜在的な読者にとって、すごく有益な情報になる。
こういうことを考えていくと、将来的には ebook とか、今本を作っている人たちが非常に
気になっているところなんですけれども、ebook で索引をどうしなければいけないかにも思い
を巡らせられるんじゃないかなと。そもそも ebook に索引が必要なのかというと、調べたい
単語がある人、さっきの索引を使う 3種類の人のうち、1番の人たちだけじゃなくて、2番の
人にも、3番の人にも索引を作ることは役立つのだから、よく ebook は検索性が上がるからい

DDefinitely!
They would supplement a full 
text literature search through 
ebooks.
It may take a different shape 
from that of the printed books. 

スライド 31
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いよ、索引なんかいらないよという意見もあるけれども、そんなことはないだろうと。絶対に
作った方が、2番とか 3番の人にとって役立つし、本全体がよくなることもあるから、索引を
作れる機会があるなら必ず作った方がいいというのを最後に言ってきました。
最後にまとめです。プアな索引しかないと読者を混乱させるし、その内容を読者にとってい
いものか、悪いものなのかも分からないまま、読者に最後まで読ませるしかなくなる。一方、
ちゃんといい索引があると、読者が必要な情報にダイレクトにちゃんとたどり着けるし、本全
体の内容をつかみ取るのも索引でできるようになるし、その索引としてまとめられたものは本
全体の別な側面を提供することにもなるので、必ず有益である、という話を主に TEX のユー
ザーにしてきました。以上になります。（拍手）

would be just confused.
have to read through the 
whole book anyway.
would come to read an ill 
written or edited book. 

スライド 32
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could directly reach to the 
proper pages.
could grasp the whole book.
could get another aspect of 
the book.

スライド 33

IIndexes from the world
How to arrange Japanese 
words in LaTeX realm
Good index, bad index

スライド 34
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TUG 2013チュートリアルを日本語で聞く会
（国立国語研究所講堂，2014年 2月 8日）
講演録 pp. 41–79

日本語の書体設計
̶̶̶欧文書体との類似点と相違点

高田裕美さん（株式会社タイプバンク）

私は「日本の書体設計」について、欧文書体との類似点と相違点を交えて話をします。
スライド 1 のとおり、この三つのセクションで話を進めていきたいと思います。一つ目の

「日本の文字の歴史」について、先ほど矢田先生が深く説明をしてくださったので、私は、漢字
や仮名の形状がどのように変化していったかということを中心に簡単に説明します。二つ目の
「日本語の書体設計」が私の専門の話になりますけれども、書体設計のルールやテクニックを
交えながらお話しさせていただきます。三つ目の「日本語のフォントセット」については、日
本では一つの文字セット体系だけで実装されているのではなく、いろいろなフォントセットが
あり、それぞれが複雑に絡んでいるので、その辺りのことを簡単に説明させていただきます。

その前に自己紹介をさせていただきます。タイプバンクは 1975 年に林隆男というタイプデ
ザイナーが設立した会社です。私はそれから 10 年経った 1985 年にタイプバンクに入社しま
した。そのころはアナログ書体のデザインからデジタル書体へと移行していく、ちょうど過渡

The History of Japanese Characters 
(Kanji & Kana)１１１１１

２２２２２ Japanese Typeface Design

Japanese Font Set３３３３３

Japanese Typeface Design
̶̶ Similarities and Differences         
         from Western Typeface Design ̶̶

スライド 1
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スライド 2

期だったように思います。
私はアルバイトで最初は入ったのですが、そのころはスライド 2 に映っているように面相
筆や烏口などを使って写真植字の原字を書いていました。私はバイトだったので、中の墨入れ
̶̶̶先輩が鉛筆スケッチをもとに烏口で墨の縁取りした中を、写真で撮ったときに光らないよ
うに、適切な濃度で墨塗りをするという作業̶̶̶でした。

Digital Typeface

研修期間を経て正式に社員になってからは、デジタル書体を作るという作業に就きました。
スライド 3 のように、デジタル書体には大きく分けて二つあります。上にあるような点の集
まりで文字を表現するビットマップフォントと、文字の外側のラインで表現するアウトライン
フォントです。
スライド 4 のように、アウトラインフォントがまだ発明されていなかった時代は、ビット
マップフォントでいろいろなサイズの書体を作っていました。ここに表示されているのは 16
× 16 ドットの文字で、縦横の升が 16 升ある中のどこに黒で升を埋めて表現するかという初
期のころの低解像度のビットマップの文字です。縦横 16 升しかないので、例えば横線を、縦
線もそうですけれども、この中にラインを引くといったら 8本しか引けないのです。日本の漢
字はほとんどが 8本以上のラインを持っていますから、どこのストロークを省略してその文字
に見せるかということがノウハウになっていきます。また、仮名や欧文のカーブはどのように
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Digital Typeface 

Bitmap Font 

Outline Font 

スライド 3

スライド 4
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点を埋めることで自然なカーブに見せるかというテクニックが必要になります。
ここに大きく「書」という文字が表示されていますが、この「日」とその上の長い横線のと
ころで一本省略されているのが分かるかと思います。このようにどこのラインを残すことで、
誰が見てもその漢字に見せられるのかというノウハウが必要になります。
スライド 5 のように、技術がどんどん進歩するにつれて、タイプバンクでは要望に沿って、
16× 16ドットの書体だったのが、24× 24のメトリクスの中にデザインするようになり、32
になり、48 になりという高解像度化の流れでビットマップフォントを展開していきました。
もともとアウトラインフォントがあって上から下の流れで文字をラスタライズしながら作って
いたというわけではなくて、ピクセル数が少ないものから、要望によってピクセル数が多いも
のを作っていって、最後にアウトラインの技術が出てきたときに、ビットマップからアウトラ
インまでの流れがきれいに表示できるように作っています。
その当時の技術から言うと、拡大・縮小などを簡単に美しく表示できるということで、プリ
ンターにはアウトラインフォントを持たせ、画面表示には、すぐに文字が展開できるビット
マップフォントを持たせる時代が数年ありました。その時代には WYSIWYG といって、実際
に画面に出たイメージの文字が、そのままプリントされることが大事であると言われた時代で
もありました。

泳泳Outline Font

Bitmap Font

Mincho Japanese Gothic 

48×48 

32×32 

24×24 

16×16 

10×10 

スライド 5
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タイプバンクの書体が使われた実例
タイプバンクの実際に使われた書体の紹介をさせていただきます。これは東海道新幹線の車
内モニターに採用されたビットマップフォントです。タイプバンクは、ビットマップフォント
にデザイナーが最初に関わってきたというメーカーなので、当時は多くの会社からワープロが
開発されましたけれども、日立をはじめ、カシオ、ゼロックスなどいろいろなメーカーさんか
らオファーがあり、タイプバンクのビットマップフォントが採用されました。
ワープロやプリンターなどに多く使われたりもしましたが、こういった車内や駅の電子表示、
成田空港などで飛行機が何時に発着するかという表示用モニターなどにも使用されていまし
た。ただ時代の流れとともに、電子表示もだんだんアウトライン書体が使われるようになって、
ビットマップでの表示も当時に比べると随分少なくなってきたように思います。
これは、日刊スポーツ紙の一面です。スポーツ紙はここに使われているように、大きく縁取
りをしたり、加工したり、いろんな色を付けたりして目立たせるようなことを駆使すると思い
ますが、そういった場面にも迫力のあるゴシック体、思い切った加工にも耐えられるゴシック
体が欲しいということで作った TB新聞見出しゴシックです。
スライド 6はペットボトルなど成分表示用にいい書体が欲しいということで作ったコンデン
ス用のゴシック体です。ペットボトルのラベルは、限られたスペースの中にリサイクルマーク、
バーコード、成分表示、商品説明など入れなくてはいけない情報がたくさんあり、そのたくさ
んの情報を詰め込むために文字に長体をかけるということをします。

限られたスペースに
多くの情報を

●品名：タイプバンクコンデンスゴシック
●原材料名：タイプバンクゴシックSL～B
●内容量：15書体（5ウエイト3種類）●保
存方法：フォントフォルダに格納●用途：製
品やパッケージの成分表示、スペックや機
能一覧、約款などの長文説明●使用方法：
100％から86％の変形の時は標準を、
85％から66％の変形の時はC8を、65%
から50%の変形の時はC6を選んでいた
だき、アプリケーション上で目的のパーセ
ントを設定してご使用ください。●使用上
の注意：文字幅を比率で指定できるソフト
で使用されることを想定し開発した書体で
す。各書体C8,C6におきましては比率の
指定をしないと縦画が太く見えますが、デ
ザイン固有のものです。長体をかけていた
だけば問題ありません。●原産国：日本●発
売元：株式会社タイプバンク 新宿区大京町
29番地御苑プラザビル302

●用途外、ロゴや見出しにお使いいただく
のもおしゃれです●購入後はなるべくお
使いください、社員一同喜びます●本品は
デザインに洗練さを増進するもので、多
量使用により表示スペースが広がる事は
ありませんのでご注意ください※本品は
特定保健用食品と異なり、厚
生労働大臣による個別審査
を受けたものではありません

限られたスペースに
多くの情報を

●品名：タイプバンクコンデンスゴシック
●原材料名：タイプバンクゴシックSL～B
●内容量：15書体（5ウエイト3種類）●保
存方法：フォントフォルダに格納●用途：
製品やパッケージの成分表示、スペックや
機能一覧、約款などの長文説明●使用方
法：100％から86％の変形の時は標準
を、85％から66％の変形の時はC8を、
65%から50%の変形の時はC6を選んで
いただき、アプリケーション上で目的の
パーセントを設定してご使用ください。

スライド 6
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スライド 7 のように、左側はタイプバンクの普通のゴシックで、右側が長体をかけたとき
に読みやすく作られたコンデンス用のゴシック体です。50% の長体をかけたときの普通のゴ
シック体を見ると、縦横線の比率が不自然なのが分かりますね。長体をかけるので、どうして
も縦の線が細りますよね。それに対して、コンデンス用のゴシック体は長体をかけたときの形
を想定してデザインしているので、縦横比が自然です。
また「さ」などのこの斜めの横線は、普通のゴシック体はもともと全角で使われるときに
適切な斜め線に作っているので、長体をかけると、どうしても斜め度がきつくなってします。
「す」や「る」などにあるループも、長体時に縦に細長く小さく表示されてしまいます。コン
デンス用のゴシック体は、そういったところをユーザさんが悩むことなく、基本は全角でデザ
インされていますけれども、長体率に合わせていくつかのグリフが用意してあって、いかなる
長体をかけたときにも美しく読みやすく自然に見えるものを提供できるということでデザイン
されています。
この 50%長体をかけた状態のサンプルで、普通のゴシック体とコンデンス用のゴシック体
を比べてもらうと、長体をかけたときの美しさが全然違うかと思います。半濁点やビュレット
の丸も同じですが、ここにある句読点の丸も、長体をかけたときにほぼ正円に見えるように作
られています。

千年さす。

千年さす。

千年さす。

千年さす。
50%

narrowing

Normal 
Japanese Gothic

Japanese Gothic 
designed for Condensing

スライド 7
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Usacoz DB

タイプバンクは明朝・ゴシックといった基本的な書体も作っていますが、グラフィックデザ
イナーやウェブデザイナーの方など専門で文字を使う人達とコラボで書体を作ったりもしてい
ます。これは、ディック・ブルーナ氏のうさこちゃんシリーズのために作られたウサコズとい
う書体です。ブックデザイナーさんと一緒に作りました。小さな女の子がたどたどしく可愛い
声で読んでいるようなイメージです。
TB KanaBack Finger

スライド 8 はグラフィックデザイナーの方と一緒に作ったフィンガーという書体です。
OpenType 機能を使って、下の文字を受けて上の文字が変わるというプログラムが組み込まれ
た書体です。この三角の印のところが同じ仮名で表示されていますが、下の文字との組合せで
形が違っているのが分かるかと思います。
TB KanaBank BREAKOUT

スライド 9は、Web デザイナーの方と一緒に作ったものですが、Web デザインは、紙媒体
のように静止した画像だけではなく、ネット上での動画など時間軸を取り入れられるというこ
とがあって、その時間の経過を書体に取り込めないかというデザイナーの要望があって作った
ものです。
基本的には、このUltraBold というウエイトのデザインがベースで、時間の経過とともにだ
んだん崩れて消えていくというちょっとユニークな書体です。今日、会場にも持ってきている
のですが、この『かなバンク書体見本帳』に内容が詳しく書いてありますので、もしご興味の
ある方がいましたら読んでみてください。

TB KanaBankFinger L／R／B／E
Design: Yasuhito Nagahara

◀

◀

◀

◀

◀

◀

◀

◀

◀

◀

◀

◀

スライド 8
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Ultra Bold

Extra Bold

Bold

Medium

Light

TB KanaBankBREAKOUT U／E／B／M／L
Design: Ryoji Tanaka

スライド 9

1 日本の文字（漢字＆かな）の歴史

では本題に入ります。まずは、漢字、仮名の歴史を簡単にご説明させていただきます。
皆さん、今日、お集まりの方は日本人なので説明はいらないと思うのですが、スライド 10
のように、日本のテキストの中には、漢字、平仮名、片仮名、欧文や数字、あとはいろいろな
記号類などさまざまな要素が交じったものが一つのテキストの中に表現されています。
漢字というのは、その文字の意味や成り立ちを表す表意文字であり、仮名はその発音を表す
表音文字です。

History of Chinese Characters (Kanji)

スライド 11 のように、漢字は、皆さんもご存じのように中国で作られ発展して日本に伝
わってきたものです。これは「見る」という漢字がどのように時代とともに変わってきたかと
いうものを示したチャートになります。
最初の文字は甲骨文字です。人がひざまずいて目を見開いて何かを見ているという形です。
ちょっと飛ばしますけれども、篆書を経て、これは隷書です。このころは木や竹の板に少し硬
い狐や狸の毛の筆を使って書いていました。後に中国に紙が伝わり、紙の発展と共に兎や羊の
ような柔らかい毛の筆に変わり、紙の上に書いていくことによって文字がすべるような形状に
崩れていき、柔らかく速くかけるように、いわゆる行書・草書と呼ばれる形状に変化しました。
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Japanese Text

Hiragana

ideogram

phonogram

表意文字

表音文字
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Punctuation

Kanji
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スライド 10

History of Chinese Characters (Kanji)
1600BC 300BC 100AD 300 500 1300

Oracle-Bone
Inscription

Ming Script

Bronze
Inscription

Seal Script Clerical Script

Semi-cursive Script

Cursive Script
Kanji

Regular Script

甲骨文
篆書 隷書 楷書 明朝体

行書

草書 漢字金文

殷 秦 後漢 南北朝 隋 明

スライド 11
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先ほど矢田先生の方からも詳しくお話があったのですが、これは楷書体です。一度、行書、
草書という流れで崩れていったものが、また隷書に戻って、止め、はらいなどの一つ一つのエ
レメントを分かりやすく復元したものになります。ちょうど漢字が仏教と共に日本に伝わって
きた時代でもあります。
それから、数百年が経って、明の時代に作られた書体が明朝体です。明の時代には木版での
印刷がされていたので、横線が少し細く縦線が太い形状になり、昔の楷書に比べるとやや懐が
大きくて、誰もが彫りやすい形状になっていきました。これが発展して、日本で今、一番多く
使われている明朝体という書体の元になりました。

History of Katakana

スライド 12 は片仮名の成り立ちの図です。片仮名は僧侶や学者などが仏教の漢文経典など
を読むために作られたものです。ここにもありますように、例えば「宇」という漢字のかんむ
り部分が残って、今の片仮名の「ウ」が、「比」という漢字のつくりの部分が残って、「ヒ」と
いう片仮名ができているというように、漢字の一部分を残して知識人達が発音を早く表記する
ために片仮名ができていきました。

History of Hiragana

スライド 13 は平仮名の成り立ちです。さっきの片仮名のように学者などの知識人が使って
いたというよりは、平安貴族による和歌や手紙など生活に密着して発展してきたものです。片

宇比加

ウヒカ

History of Katakana

Regular 
Script

Katakana

スライド 12
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波奈加

はなか

History of Hiragana

Regular 
Script

Cursive 
Script

Hiragana

スライド 13

仮名の一部を省略していくのとは違って、行書、草書などの流れのように漢字がだんだん崩れ
ていき原形を失い美しい曲線を帯びた形に、その発音だけを活かして平仮名になっていきま
した。

Why are Hiragana Characters Square Shaped?

先ほどの矢田先生のご説明と重複しますが、スライド 14 にあるように「は」が大きく正方
形に書かれているのに対して「と」や「る」は小さかったり、「や」は横長に書かれ、「き」な
どは縦長に書かれたりしています。
スライド 15 のように、昔は平仮名の大きさが型にはまったものではなくて、縦長だったり、
横長だったり、正方形の枠にとらわれているわけではなくて、いろいろな大きさがあったとい
うこと、また欧文の筆記体のように文字と文字に切れ目がなく連なって書いていました。
スライド 16 のように、1500 年代後半に活版印刷技術が日本に紹介され、その後数百年を
経て、日本語の仮名も正方形の中にひと文字ずつ設計され、徐々に今のような形になってきま
した。
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Why are Hiragana Characters Square Shaped?

古今和歌集（高野切）　伝紀貫之筆

▼
は
る
や
と
き
は
な
や

スライド 14

Why are Hiragana Characters Square Shaped?

古今和歌集（高野切）　伝紀貫之筆

は
る
や
と
き
は
な
や
お
そ
き
と
き
ゝ
わ
か
む

う
ぐ
い
す
だ
に
も
な
か
ず
も
あ
る
か
な

• The sizes of   
   Hiragana characters   
   were very different  
   from each other.

• Hiragana characters 
   were linked 
   continuously. 

▼▼

（ひらがなの大きさが
ばらばら）

（連綿体）

スライド 15
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紙幣局活版部『活版見本』明治10年

• Metal typesetting tech-
   nology was introduced
   to Japan at the end of 
   the 1500s. 
   

Hiragana characters 
were designed into 
squares and separated 
one by one.

↓

Why are Hiragana Characters Square Shaped?

（活版印刷の導入）

（正方形の中にひと文字づつ設計）

スライド 16

Shape of Kana in Mincho Type

スライド 17 は、今の明朝体・ゴシック体の書体サンプルです。上が日本でゴシック体と呼
ばれるものです。ゴシック体は、縦と横の線の比率が同じに見えるように作られたものです。
漢字も仮名も同じように、もちろん形状は違いますけれども、同じようなエレメントで作られ
ています。
それに対して、下の明朝体は、欧文で言えばセリフ体にあたりますが、縦が太くて横が細く、
そして、欧文のこの部分をセリフと呼びますが、漢字だと縦線のところに飾りがあり、こうい
う横線の右端についている三角の部分を鱗、横線から縦線に繋がる角の飾りを角鱗と呼んでい
ますが、こういった飾りがある書体です。
明朝体の仮名は楷書の形状が用いられているということは、日本人には普通に理解している
ことですが、海外の方には、エレメントとしては平仮名も片仮名も漢字と同じように横線が細
くて縦が太い、下のサンプルのようなデザインの方が自然に受け入れられると思います。ただ
日本語の仮名のデザインはこういうデザインを採用しているのではなく、楷書から由来した縦
も横も筆の流れに沿って太さが変わるものが採用されています。
私は、明朝体はゴシック体に比べると、一般的に読みやすく長文を読むのにも疲れない書体
だと思っています。それはなぜかというと、今まで歴史の話もしてきましたが、やはり漢字と
いうのはその漢字の意味を表示しているもので、平仮名、片仮名というのは、その漢字と漢字
を繋いだり、過去や未来という時制を表したりしているものです。
日本人は文章を読みながら、平仮名、片仮名、それから漢字の役割というのが分かっている
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加 か 宇 ウ Ｇ
Mincho 

加 か 宇 ウ Ｇ
Japanese Gothic 

Serif 

Sans-serif 

Shape of Kana in Mincho Type

NO! NO!

スライド 17

ので、それを瞬時に見分けて、無意識のうちに漢字の意味合いを取っているのだろうと思いま
す。なので、ある程度、漢字と仮名が瞬時に分かる方が読みやすいのかなぁという気がしてい
ます。

2 日本語の書体設計

日本語の書体設計の話に入ります。

Character Frame and Letter Face

欧文はスライド 18の下の図のように、アセンダーラインとかベースライン、ディセンダーラ
インの上に文字をデザインしていきますが、それと同じように、日本語書体設計においても基
準のラインというものをまず決めてデザインしていきます。この外側の枠を「仮想ボディー」
と呼んでいます。内側の四角いラインが、その書体をどのくらいの大きさで、どのくらいの漢
字と平仮名の割合で作っていくかという基準になる大切な枠「字面」になります。
基本的に、文字を打っていくと、この外側の仮想ボディーで文字が並んでいくので、この内
側の字面をどのくらいの大きさに保つかで、その書体のテキストのイメージが変わります。文
字を大きく見せたいのでしたら字面を少し大きめに決めるということもあるのですが、外側の
仮想ボディーで文字が並んでいくので、字面を大きく取れば取るほど字と字の間が狭くなると
いうことになります。つまり書体を作っていくときに、どういうイメージで文字を並べたいの
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Character Frame and Letter Face
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frame

x-height
base line
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ascender line

スライド 18

かというのを、バランスを考えて決めていかなくてはいけません。
スライド 19 の中央は、上下に異なる書体で同じ文章を比較しているのですが、上がタイプ
バンクのゴシック体で、下がTBUDゴシック体、ユニバーサルデザイン仕様のゴシック体です。
下の文字の方がかなり大きく見えるかと思いますけれども、実際の文字サイズは同じになりま
す。これは何が違うかというと、二つの書体の字面の取り方が違います。上の文字の漢字の字
面率90%に対して、下の大きく見える文字の漢字は94%というように、字面率が大きくデザ
インされています。
また漢字と仮名のバランスも大切です。スライド 20 の中央に上下並んでいるものの比較
は、漢字の部分は字面率が同じでデザインも同じですが、仮名の字面率は上が 86%で、下が
82%です。つまり下の書体の方が漢字に対して仮名が小さく表現されています。
一般的に言うと、漢字に対して仮名が小さい方がクラシックなイメージのものになりますし、
漢字と仮名の字面率があまり違わないものの方がよりモダンというイメージがあります。ただ、
クラシックとかモダンというのは年代でも感じ方が違うので、私の世代ではもともと漢字に対
して仮名の大きさが小さい書体で育ってきているので、昨今、こういう仮名の字面率が大きく
なるものを見るとモダンと感じますけれども、今の 20 代、10 代の人達は、逆のイメージを
持っているというのを聞いたことがあります。やはりどういう傾向の書体を見て育ってきたか
で、個人の持つ書体の印象も違うのかもしれません。
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面

面

letter face 
size 90%

letter face 
size 94%

letter face 
size 86%

letter face 
size 90%

字面率により書体の印象が異なる。
字面率により書体の印象が異なる。

の

の

TBGothic

TBUDGothic

スライド 19

Balance of Kanji and Kana

面

面

letter face 
size 90%

letter face 
size 90%

letter face 
size 86%

letter face 
size 82%

かなの字面率は漢字よりも小さい。
かなの字面率は漢字よりも小さい。

よ

よ

TBRoundedGothic

TBChibiRoundedGothic

スライド 20
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Multiple Constituents of Characters

日本語を設計するには、まずいろいろな要素の文字があることを知らなければなりません。
例えば、スライド 21 のように、日本語には漢字と仮名があり、仮名には平仮名、片仮名があ
り、平仮名、片仮名は、それぞれ拗促音と呼ばれる小さい文字があります。そしてまた、同じ
平仮名であっても、何も付いていない基本のものと、濁点、半濁点が付いたものがありますか
ら、それぞれのデザインバランスを考えて一つ一つデザインしなければなりません。
その他に、欧文、数字、記号類があります。欧文書体ならプロポーショナル欧文の設計だけ
ですが、日本語書体にはプロポーショナル欧文に加えて、全角や半角の英数、そして一部記号
類なども一緒に作らなくてはなりません。

Proportional & Full Width Characters

例えば、スライド 22 の左側がプロポーショナル文字で右側が全角文字ですが、タイプバン
クの場合、プロポーショナルの英数・記号類と全角の英数・記号類は、基本的には見た目が同
じデザインになるように作っています。ただし、プロポーショナルだったら、横幅も上下に伸
びる縦のディセンダーラインも特に制限があるわけではないので、その書体のイメージで自由
に作れるのですが、全角の場合は、この仮想ボディーの升の中に収まるように作るという社内
ルールがあります。
プロポーショナルの「W」は、そのまま全角の中に入れてしまうと、左右がはみ出してしま
うので少し左右を縮めて中に収めても自然に見える形に作り直します。また「g」や「y」など

０ １ ５
Ａ
ａ
？

Ｗ
ｍ

Ｈ
ｇ

＆ （

AWHO
ahmgy
I?&(Ag

01258

Maltiple Constituents of Characters

永 国 職 は ば ぱ
サ ザや ゃ ツ ッ

スライド 21
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０ １ ５
Ａ
ａ
？

Ｗ
ｍ

Ｈ
ｇ

＆ （

AWHO
ahmgy
I?&(Ag

01258

Proportional & Full Width Characters

proportional characters full width characters

スライド 22

のように、ディセンダーが下に伸びて枠から飛び出しているものは、ちょっと形状的には無理
をしないといけないけれども、この仮想ボディーの中に収めて作ります。
また、パーレン類、プロポーショナル欧文の場合は、欧文の上のアセンダー部分から下の
ディセンダーの部分までが閉じられるというか囲えるように作るのが一般的ですけれども、全
角のパーレン類は、主に漢字や仮名などをくくるためのものなので、仮想ボディーの中に収ま
る形で作られます。
クエスチョンマークも、欧文で使っていたクエスチョンマークをそのまま全角に入れてしま
うと、漢字などはもう少し大きく見えるように作られているのが通常なので、漢字と組んだと
きに、クエスチョンマークだけが小さく見えてしまわないように、プロポーショナルのものよ
り少し大きめにリデザインしています。

Interchangeable Kana Variation

日本語のテキストには、スライド 23 で見てもお分かりいただけると思いますが、平均的に
は 60%～70%が平仮名、片仮名だと言われています。
その特徴を踏まえて、タイプバンクでは、スライド 24 のようにオリジナルの基本書体に加
えて組み替え仮名が用意されています。オリジナルの漢字、仮名というのが左端のデザインだ
として、漢字はそのオリジナルの漢字をそのまま使い、別のデザインの仮名を組み替えること
で、テキストのイメージが変わります。全体の文章の 60%～70%が仮名なので、仮名だけを
変えることでテキストの表情を変えることができるということで仮名だけの書体も用意してい
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Japanese Text
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スライド 23

漢あ
Interchangeable Kana Variation

Original

あ
Tukiji

あ
Komachi

あ
Ryokan

あ
Yukinari

あ
Kodoken

あ
TyposA

スライド 24
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ます。
これら仮名書体は、InDesign や Illustrator などでは、合成フォントという機能で簡単に組
み替えることができます。同じ漢字であっても、活字のデザインから起こしたもの、あるいは
カリグラフィーというか、日本の古い書から書き起こしたもの、あと右端はタイポスという書
体ですが、明るく懐の大きなモダンなイメージのデザイン書体でオリジナル書体とガラッと表
情が変わることがお分かりいただけるかと思います。

Vertical and Horizontal Writing Mode

皆さんもご存じのように、日本語には縦書きと横書きがあります。新聞や小説、漫画など、
基本的には縦書きで表記されます。
一方、雑誌やビジネス文書、特に欧文交じりのパンフレットなどは、横書きも多く使われて
います。
スライド 25 のように日本語書体は縦にも横にも組まれることが想定されるので、句読点や
パーレン類は縦書き用、横書き用のグリフを用意しなければなりません。
スライド 26 のように拗促音も縦組み・横組みで位置が変わりますし、音引きもデザイン形
状が異なります。海外に行くと、この横組み用の音引きを縦組みに代用して使っているのを目
にしたりしますが、音引きのデザインは仮名と同じで楷書から由来しているものです。筆の入
り方や止め方というのは、縦用のものと横用のものはまったく形状が異なるものなので、回転
して作っているわけではなくて、それぞれ自然な形になるようにデザインしています。

Vertical and Horizontal Writing Mode
(Positioning of Japanese Parenthesis and Punctuation)

「」、。
。、 「」ち

）
も
変
化
し
ま
す
。

り
、
句
読
点
の
位
置
（
い

み
」
と
「
横
組
み
」
が
あ

日
本
語
の
組
版
は
「
縦
組 ち）も変化します。

り、句読点の位置（い
み」と「横組み」があ
日本語の組版は「縦組

Vertical
Writing 
Mode

Horizontal
Writing Mode

スライド 25
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Vertical and Horizontal Writing Mode
(Positioning of Small Kanas and Prolonged Sound Mark)

ゃー
ゃーVertical

Writing 
Mode

トケーキをちょうだ
コチップ入りのホッ
さっちゃんは「チョ
Horizontal
Writing Mode

ト
ケ
ー
キ
を
ち
ょ
う
だ

さ
っ
ち
ゃ
ん
は
「
チ
ョ

コ
チ
ッ
プ
入
り
の
ホ
ッ

スライド 26

先ほどプロポーショナル欧文と全角欧文を日本では作らないといけないという話をしました
が、それはなぜでしょう。日本語は縦書きがあります。昔でしたら、こういった年号などは漢
数字を使っていたのですが、昨今では、年号やスライド 27にある「CID」だったり、あるいは
「CD-ROM」とか、欧文やローマ数字で表すということがあります。
横書きの場合は、プロポーショナル欧文で組版ができるのですが、例えばプロポーショナル
欧文しかない場合、これを縦書きにしようと思ったら、こういうふうに左に寄ってしまいます
よね。縦書きになったときに、全角の欧文があることによって、ちゃんと真ん中にデザインさ
れたものが配置される仕組みになっています。だから、数字、欧文についても、全角の真ん中
にきれいに配置されるようなデザインが必要となります。

Size and Height

文字の大きさと高さ調整についてお話しします。欧文をデザインするとき、例えば、スライ
ド 28のように、この「O」などは「Z」の位置と同じ位置に作るのではなく、「O」の上下が丸
いことで、この「Z」の横の位置よりも少し上下にはみ出して作るというようなテクニックを
使ってデザインします。それは同じ高さに見せるためで、「O」を完全にこの「Z」の位置の中
に押し込めて作ると、「O」は上下にとても小さく見えてしまいます。
そういった細かな錯視調整を日本語の設計でもやっています。漢字がそれぞれほぼ正方形で
あるのに対して、平仮名・片仮名はいろいろな形状を持っています。これを考慮して大きさを
決めて作っていかないといけません。先ほど字面という基本ラインがあるというお話をしまし
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Letters and Numerals in the case of Vertical
Writing Mode
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スライド 27

HAOZaghi東国 永

東 アロ国 永ネのん
東 アロ国 永ネのん

Size and Height

スライド 28
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たが、字面の中に必ずしもきっちり収めていたのでは大きさがばらばらに見えてしまいます。
仮名は図形に置き換えると、スライド 28 のように丸・四角・三角・ひし形などさまざまな形
状をしています。例えば「ネ」などはひし形で特に小さく見えるので、少し字面からはみ出し
た形で作る大きさ調整をして、他の仮名と同じような大きさに見えるように作っています。反
対に四角形の「ロ」は大きく見えるので小さめに作ります。

Adjustment for Optical Illusion

先ほどの「O」の例にもありますけれども、皆さんの目というのは、数値的に同じグリフを
そのまま正しく理解するということではなく、少しひねった見方をすることがあります。例え
ばスライド 29に「8」のように丸が上下二つ並んだもの、「E」のように四角い形状の真ん中で
空間をさえぎっている線を引いた図形があります。
この二つの丸はまったく同じ大きさですが、人間の目では上の丸の方が大きく見える傾向が
あります。またこの線で区切られた四角い空間もまったく同じですが、上の方が大きく見え
ます。
スライド 29 の右側の図は、正方形の中に横線に線を引いたり、縦線に線を引いたり、「H」
のような形状を、90 度回転させたり、完全に正方形の中いっぱいにデザインしています。け
れども、上の二つの正方形は縦長に、下の二つの正方形は横に長く見えないですか？ これら
を実際に測ってもらうと分かるのですが、人間の目というのは、同じ長さや空間でも見る方向
や描き方によって違って見えて、定規で測ったようには見えていないということがお分かりに

Adjustment for Optical Illusion

スライド 29
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SIZE 830m

日目山田皿

スライド 30

なるかと思います。
スライド 29 の左側の図は、縦に太いラインが並んでいるところに、細い斜め線が通してあ
ります。この斜めの線は真っ直ぐに通っていますが、交差している部分でジグザクに見えない
でしょうか？ こういう人の見え方を踏まえて、書体をデザインしなければいけません。
スライド 30 の上に「SIZE830m」というのが上下並んでいます。どちらが安定して見えま
すか？ きっと上の方が落ち着いて見えるかと思います。上のものが通常デザインされている
英数のデザインで、下は、一瞬見た目には同じ形状ですが、上下反転したものです。下の方は、
やっぱりちょっと不安定な感じがするかと思うのですが、それはなぜかというと、この欧文を
デザインした人がちゃんと上の空間を下よりも少し小さく取って、安定するデザインにしてい
るからです。
同じように、日本語の漢字の「ふところ」というか空間も、タイプデザイナーはコントロー
ルしています。例えば「目」だと、一番下の空きを大きく取って、上にいくにつれて小さくす
る。「山」だったら、右側の空間を少し広く取るというようなデザイン調整をしているので、こ
こにあるように、ある程度左右バランスの取れた、上下バランスの取れた文字になります。
先ほど斜めのラインの話をしましたが、この点においても同じように錯視調整がなされてい
ます。「X」という欧文は定規を当ててみると、必ずしも定規で引いたようになっているわけで
はありません。例えば、スライド 31 のように、このクロスした部分は、どうしても黒味が増
してしまうので少しすいてあったりしますし、全体の上下バランスを考えて交点をやや高く取
ると、どうしても上の空きの方が少し暗く狭く見えてしまうので、少し上の空間を広く取るよ
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X
Xx 女文
Xx 女文

スライド 31

うな調節もしています。
スライド 31 に「女」、「文」という例がありますが、日本語でこういったクロスしている文
字は、漢字などではたくさん出てきます。例えば、これは太い明朝の「女」という漢字ですが、
このように交差しているストロークはデータ的に一つで通して作っているわけではありません。
一本通して作ってしまうと、この点に交差する下のストロークの部分が極端に細く見えてしま
います。なので、少し下の部分を太く作る調整をして、この上の部分と通っているように見せ
ています。

Adjustment for Blackness

スライド 32 のように、上下を比べてもらうと分かるのですが、欧文ではこういった線が交
わる、クロスして鋭角になる部分は、どうしても黒味がたまりやすくなってしまいます。なの
で、こういった部分は少しカーブを入れて、黒味を取るようにしています。この大きさで見て
やっと分かる、比べてみてやっと分かるという微妙な調整だとは思いますが、文字は、こんな
に大きく使われることはあまりなくて、実際は 10 ポイントだったり、12 ポイントだったり、
小さいサイズで表記されます。そのときに、こういった小さな錯視調整が大きな結果を生むこ
とになります。
漢字なども、縦横線や斜め線など、線がたくさん集まる部分というのは、どうしても黒く
なってしまいますので、こういったところの太さの調節をしてやることで、小さく使われたと
きにもきれいな読みやすい文字ができるということになります。上下で比較して、下の列は黒
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Adjustment for Blackness

スライド 32

味調節をまったくしていないものなので、こういった交差部分が黒くなっているのが分かるか
と思います。

Relation between Number of Lines and Line Width

漢字にはいろいろなストロークがあります。スライド 33 はタイプバンクゴシックボールド
という書体です。横方向に縦線の本数が多くなる順に並べてあります。また縦方向に下にいく
につれて横線がだんだん多くなるものを並べてあります。こういうストローク数が違うものを
同じ黒味に見えるように作るというのは、もちろん全てのストロークを同じ太さで作ってし
まったら、画数が多いものは潰れてしまいますし、画数の少ないものは細く見えてしまいます。
漢字書体一つ作るのにしても、そういった太さ調整をひと文字ずつ細かくしていかなければい
けません。
例えばここに「軸」という字がありますが、車偏の縦線は、「日」の外の上下の部分の太さ
と中に入り組んだ部分の太さは変えてあります。「酔」という字の酉偏の縦線から左にはらう
ストロークも縦線から右に曲げるストロークも、それぞれ一画で通っていますが、通っていな
がらも囲いの中の抜けがよく見えるように太さの調節をしています。この酉偏を上下比べてみ
ると、その違いがはっきり分かるかと思います。
「書」もよく見ないと分かりにくいのですが、縦線の外側と内側で太さを変えたりしていま
す。また、「日」の横線も、全部同じ太さで作ると中が黒く見えてしまうので、一番下の横線
に対して中は細く、上の線もその上の長い線と近いので、やや細めに作っています。
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TBGothic Bold 

Relation between Number of Lines and
 Line Width

酔
NO!

YES!

スライド 33

Letter Spacing and Counter

スライド 34 はスペーシングを示した図です。これまでの話では、欧文と日本語は字形の違
いはあれ、調節している部分、気を使っている点は似ていますよという傾向だったのですが、
スペーシングの考え方は、日本と欧米ではちょっと違うかと思います。
ここにあるように欧文の場合は、このレタースペースが均等になるようにデザインされてい
ます。それに対して、これは日本語の本文用の書体ですけれども（本当は縦組みで見せた方
がきれいですが、スクリーンの都合上、横組みで見せています）、平仮名は、例えば「へ」と
「つ」などのように横長にデザインされるものだったり、「く」「り」のように縦長にデザインさ
れるものもあったり、「ひ」「は」などのように、わりと字面全体に文字が表示されるものもあ
ります。グリフの外内にできるこういった空間は欧米のスペーシングの考え方とはまたちょっ
と違っています。私達が仮名をデザインするとき、グリフの外側にできる空間もグリフの内側
に囲まれた空間と同じように、一つの文字の一部というような意識が動いているかと思います。
おそらくスライド 34 の一番下の例を欧米のデザイナーが見たら、「く」「り」の間は空きす
ぎなので詰めようみたいな気持ちが動くかと思いますが、日本語の本文の場合、そういった仮
名の持つ空間の違いによって、読んでいくときのリズムを出しているのかなという気がしてい
ます。

Proportional-metrics and Kerning

ただし、何もかも詰めないということではなくて、やはり日本語でも、本文ではなく、ディ
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東 くりは いひへつ

Letter Spacing and Counter 

William Gamble
William Gamble
東 くりは いひへつ

スライド 34

スプレイだったり、タイトルだったりというときには詰めることも多いです。スライド 35 の
ように、上部がベタ組みというか仮想ボディーで並べられたものだとすると、プロポーショナ
ルメトリックスという、いわゆる詰めのデータを平仮名、片仮名は基本的に持っていますので、
その設定をすることによって、自動的にこのような形で詰めることができます。
欧文でも、例えば「W」と「A」、「V」と「A」もそうですが、あと「L」と「T」のような組合
せのときに、そのプロポーショナルの持っている幅で基本的には詰めるのですが、どうしても
この「W」と「A」の間とか、「L」と「T」の間というのはかなり空いて見えてしまいます。欧
文の場合、カーニング機能というのが通常フォントに備わっているので、そこは使う人が意識
しなくても、こういったプロポーショナル設定だけでは空きすぎの部分も適切に詰まり、美し
い組みが実現します。
しかし日本語は、必ずしもそうということではなくて、もちろん中にはカーニングデータを
携えているフォントもありますけれども、必ずその情報が用意されているわけではありません。
カーニングの設定が含まれている書体に関しては、例えば形状によっては「タ」と「イ」の間
とか「フ」と「ィ」の間というのは、プロポーショナルの設定だけでは空いてしまいますけれ
ども、カーニング設定にすると適切に詰まります。またカーニング情報を持たないフォントに
関しては、使用するユーザさんの方で、空いているところは手で詰めてもらうという形になる
かと思います。
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Proportional-metrics and Kerning
solid settingWALT タイポグラフィー

タイポグラフィー

タイポグラフィー

WALT

WALT

Kerning
Kerning

proportional-metrics

スライド 35

3 日本語のフォントセット

では最後に日本語のフォントセットの話に移りたいと思います。

Various Japanese Standard Coded Character Sets

スライド 36 のように日本語には、さまざまなフォントのセット体系が存在します。ASCII
や JIS というのは、皆さんもよくお聞きになったことがあるかと思います。JIS X 0208という
のは、日本の基本的な文字セットです。全部で 6800 字ぐらい備えていて、漢字、平仮名、片
仮名、あと主だった記号類などが入った基本的なセットです。
JIS X 0201 というのは、半角のセットです。ここ十数年の間にできた JIS X 0213 という規
格は、X 0208に 4300文字くらい追加されたセットで、X 0208を含んでいます。このように
JIS だけでもさまざまなフォント規格があります。
また日本語は「OpenType Font」というフォーマットがあるのですが、その中には「PostScript
Font」と「TrueType Font」の二つがあります。「PostScript Font」を作るときの基準のセッ
トになっているのが、Adobe-Japan1 というセットですが、主には 1-3 というのはスタンダー
ドと呼ばれるセットで、1-4、1-5、1-6 というようにどんどん文字数が増えた形のセット体系
があります。それに対して、「TrueType Font」は、Windows-31J というのが基本になってい
て、JIS X 0208、X 0201 を含むもので、NEC や IBM外字など一部の外字を含んだセットに
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Various Japanese Standard Coded 
Character Sets
ASCII (American Standard Code for Information Interchange) ▶

JIS (Japanese Industrial Standards) 
JIS X 0208,1990/JIS X 0201/JIS X 0213/JIS X 0212...

Adobe-Japan1-0/1-1/1-2/1-3/1-4/1-5/1-6

（JIS code/Shift JIS code/plane-row-cell）

▶

OpenType Font 
*PostScript Font 

（CID code）

Windows-31J《JIS X 0201+JIS X 0208+NEC special characters
+NEC selection of IBM extensions+IBM Kanji》 /Windows VISTA... 

*TrueType Font 

▶

Unicode Unicode/JIS X 0221(ISO/IEC 10646)...▶

Others U-PRESS/ARIB/Music Additional characters...▶

スライド 36

なっています。
国際的なコード基準に、Unicode セットというものがあります。JIS X 0221 というのは、
Unicode で表記される日本語のセットですが、ISO/IEC 10646 と同じものです。他にも共同
印刷が発表している、新聞やウェブニュースの配信などによく使われる U-PRESS、デジタル
放送などに使われるARIB というセットもあります。
スライド 37 は日本のいろいろなフォントセットがどのように絡んでいるかを示したチャー
トになります。ここで見ても分かるように、JIS X 0208、X 0201 を基本として、いろいろな
規格が複雑に絡み合っていることが分かるかと思います。また「PostScript Font」の基本であ
るAdobe-Japan の文字セットであっても、Unicode には全部含まれず、Unicode では表現で
きない文字もあることがお分かりいただけるかと思います。

Number of OpenType Font (OTF) Characters

スライド 38のように、「PostScript Font」セットの文字数は、Adobe-Japan1-3 であっても
9353 文字。そのうちの 7000 字近くが漢字です。75% ぐらいが漢字で成り立っているとい
うことになります。

Rational Technique for Making Kanji Characters

これらの漢字を合理的に作るには、いくつかのテクニックがあります。タイプバンクでは、
セットに含まれる全部の漢字を作る前に部首をパーツ化してデザインするということをしてい
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JIS X 0208

U-PRESS

UnicodeA
dobe-Japan1-3

A
dobe-Japan1-6

W
indow

s-31J
JIS X 0213

JIS X 0212

JIS X 0201

スライド 37

Number of OpenType Font (OTF) Characters

Adobe-Japan1-6　  23,057 (Pr6)
　Kanji   14,663
　Non-Kanji (full width/half width)   5,861
　Proportional Character   1,034 
　Rotated Characters (for vertical writing mode)   1,499

Adobe-Japan1-5　  20,316 (Pr5)

Adobe-Japan1-4　  15,443 (Pro)

Adobe-Japan1-3       9,353 (Standard)
   Kanji   7,014
　Non-Kanji    1,479
　Proportional Characters     230 
　Rotated Characters      630

スライド 38
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ます。例えばスライド 39 は木偏ですが、皆さんもご存じのように木偏に含まれる文字はこの
ようにたくさんあり、このつくりは「るまた」と呼んでいますが、同じつくりを持つ漢字もた
くさんありますので、全体の漢字を作る前にほとんどの部首をパーツ化してデザイン作業を短
縮するわけです。また部首間でデザインの統一を図る利点もあります。
しかしそのパーツをいくら作っても、組合せ方が悪かったら変なバランスになってしまいま
す。そのパーツを正しく選ぶということもノウハウとしては必要になってきますし、スライ
ド 40 の下の図の「村」のように、それぞれの部品を合わせたときに重なってしまうところを
うまく調節して一つの文字を作るということもノウハウとして必要になっています。
もう一つのテクニックとしては、書体はウエイトの違いをフォントファミリーと呼んでいま
すが、そのときにも合理的に書体を作るためにインターポレーションという技術を使います。
例えば、スライド 41 のように「婦」の太い文字は偏とつくりがくっついてしまいますが、細
い文字は離れています。こういった違いがあっても、同じようにセパレーションしておくとい
うことが大事です。
また先ほども話したように、太い書体は「女」の交差部分で太さを変えたり、「東」でも縦
線の太さを途中で変えたりして、同じ太さに見せるということしているので、細い書体が太さ
を変える必要がなくても太いウエイトの書体のデザインを考慮して、同じ点の置き方をするこ
とが大事です。これらデータの作り方によってインターポレーションがスムーズにでき、その
中間書体を合理的に作れるということになります。

etc.

etc.

Rational Technique  
for Making Kanji Characters

left radical parts

right radical parts 

スライド 39
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Adjustment of Overlapped Radical Parts 

Left and Right Radical Parts Balance

→

→→

Rational Technique  
for Making Kanji Characters

スライド 40

Interpolation

スライド 41
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Weight Variation of Typeface by Interpolation Technique

スライド 42 はタイプバンクの明朝体ですが、インターポレーション、エクスターポレー
ションによって、ある程度合理的に中間書体を作っていきます。ただし機械的に作ってそのま
ま完成ということではなく、やはり細いものが離れていて、太いものがくっついていた場合、
その中間書体は微妙な接し方をしたりしますので、そういった細かな調整をひと文字ひと文字
手直しをしながら作っています。

Inclusion Basis for Kanji Forms

日本には異体字がたくさんあるのを、皆さんご存じかと思います。JIS には包摂規準という
のがあって、同じ文字の成り立ちからできている文字は字形の違いがあっても同じ文字と考え
て、一つのコードに割り当てるということがあります。スライド 43 は JIS 規格内の包摂規準
をコピーしたものですが、このように一点しんにょう、二点しんにょうの違いの文字は、同じ
コードに割り当てるということもあって、例えばこの渡辺の「辺」の異体字に出てくる文字は、
しんにょうやこの「八」部分など、こういう形状の違いはあっても、U+9089 というコードが
割り当てられています。U+908Aも同じです。

Variant Forms of an Ideographic Character

Adobe の立場は、JIS 規格の立場とはちょっと違います。こちらは少しでも形状が違ってい
たら、一つのコードを割り当てるというものです。スライド 44 は渡辺の「辺」の異体字をリ
ストアップした図ですが、Adobeの定めている文字は、CIDのコードが付いている文字のみで

東女

Weight Variation of Typeface 
by Interpolation Technique

Medium

東女
Bold

東女
Demi Extra Bold

Interpolation

Extrapolation

東女
Extra Bold

東女
Heavy

東女
Light

東女
Super Ultra Bold

スライド 42
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Inclusion Basis for Kanji Forms

▶

▶

U+908A 邊
U+9089 邉

邊邊

JIS X 0221JIS X 0208

スライド 43

Variant Forms of an Ideographic Character

3621
(CID code)

etc.

U+8FBA
(Unicode)

辺
6929
U+908A

邊
6930
U+9089

邉
13407
邉

13235
邊

14236
邊

14237
邊

14238
邊

14239
邊

14240
邊

14241
邉

14242
邉

14243
邉

14244
邉

14245
邉

14246
邉

14247
邉

14248
邉

14249
邉

14250
邉

14251
邉

14252
邉

20233 20234

   

スライド 44
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24 文字あります。でも人名など日本での異体字の要望はそれ以上にあり、グレーで表してい
るグリフの部分は Adobe が定めている文字以外の、かつてタイプバンクで頼まれて作ったこ
とがある字形です。
これらを Unicode で表現しようとしたら、ここのブルーのコードがある文字、これは
Unicodeでたった3文字しか含まれていません。つまりAdobeのセットであっても、Unicode
でコミュニケーションを図るのは難しいということになります。

IVS (Ideographic Variation Sequence) Correspondence

それをうまく回避するために、IVS というコードに対応したフォントが、昨今では開発され
リリースされています。スライド 45 のように、Unicode は同じですが、その後の IVS タグ
という部分がユニークなコードで、IVS 対応書体同士では、このような細かい字形の違いも
やりとりができますし、IVS 対応の書体を受ける側が持っていなかったとしても、その同じ
Unicode を持つ親字の字形に変わるだけですので、細かい部分にこだわらない仕事の人は、文
字化けすることなく、親字の文字が表記されてコミュニケーションが取れるということになっ
ています。

East Asian Ideograph including Kanji

時間もないのでこの辺は簡単に割愛していきますが、ご存じのように漢字を使っている国は
日本だけではありません。スライド 46のように、それぞれの言語によって、同じUnicode を
持っていても細かな形状は違うものです。

IVS(Ideographic Variation Sequence) Correspondence 

辺
6929
U+908A
＋E0100

邊
6930
U+9089
＋E0100

邉
13407
U+9089
＋E0101

邉
13235
U+908A
＋E0101

邊
14236
U+908A
＋E0102

邊
14237
U+908A
＋E0103

邊
14238
U+908A
＋E0104

邊
14239
U+908A
＋E0105

邊

14240
U+908A
＋E0106

邊
14241
U+9089
＋E0102

邉
14242
U+9089
＋E0103

邉
14243
U+9089
＋E0104

邉
14244
U+9089
＋E0105

邉
14245
U+9089
＋E0106

邉
14246
U+9089
＋E0107

邉
14247
U+9089
＋E0108

邉

14248
U+9089
＋E0109

邉
14249
U+9089
＋E010A

邉
14250
U+9089
＋E010B

邉
14251
U+9089
＋E010C

邉
14252
U+9089
＋E010D

邉
20233
U+9089
＋E010E

20234
U+908A
＋E0107

3621
(CID code)
U+8FBA
+E0100
(IVS code)

スライド 45
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Traditional & Simplified Chinese Characters

また中国は、簡体字と繁体字が使われています。スライド 47 のように、簡体字と繁体字は
Unicode も異なっています。

East Asian Ideograph including Kanji
Unicode Chinese Taiwanese Japanese Korean

U+4EE4

U+5199 　
U+7A7A

U+7D10

U+9AA8

スライド 46

Traditional & Simplified Chinese Characters

U+99AC

U+9593

U+8CE4

U+8F2A

U+9867

U+9A6C

U+7434

U+8D31

U+8F6E

U+987E

Chinese
Japanese

Korean

SimplifiedTraditional

スライド 47
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結論

最後のまとめに入ります。
日本語のテキストには縦組みと横組みがあり、日本語の書体は文字数が膨大である。日本の
書体は、漢字、仮名、英数、記号類というように多種多様な要素を含んでいるものが一つの
セットになっています。また日本にはいろいろなフォントセットがあって、それぞれが複雑に
関連しています。
日本の書体デザイナーは、欧米の書体デザイナーと同様に、読みやすい書体を提供すべくさ
まざまな調整を施しているということがお分かりいただけたでしょうか。
本日はご清聴、どうもありがとうございました。（拍手）

• 日本のテキストには縦組みと横組みがある
• 日本語書体は文字数が膨大である

• 日本には色々なフォントセットがあり
  複雑に関連している

• 日本の書体は漢字・かな・英数・記号類など
  多様な要素を含んでいる

• 日本の書体デザイナーは欧米の書体デザイナー
  と同様に、読みやすい書体を提供すべく様々な
  調整を施している

日本の書体設計〈欧文書体との類似点と相似点〉

スライド 48
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Sources
「タイポグラフィーの基礎」小宮山博史編（誠文堂新光社 2010）
「和洋の書 The Beauty of Japanese-style Calligraphy」（東京国立博物館 2013）
「現代書写字典」加藤達成監修 阿保直彦編集（木耳社 1989）
「楽しく学べる 書体検定」（国際書体検定協会 2011）
「ひらがな・上 HIRAGANA, Japanese Phonetic Letter」 佐藤敬之輔（丸善 1973）
「カタカナ KATAKANA, Japanese Phonetic Letter」佐藤敬之輔（丸善 1973）
「漢字 書体字典」（野ばら社 1983）
「TYPOGRAPHY 03」（グラフィック社 2013）
「モリサワ カレンダー 2013」
「近代デジタルライブラリー」（国立国会図書館 ウェブサイト）

Special Thanks

Thank you very much for your attention!

Akira Himei / Tosiaki Maeda / Hiroki Kanou / Ricardo Willems  
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TUG 2013チュートリアルを日本語で聞く会
（国立国語研究所講堂，2014年 2月 8日）
講演録 pp. 81–126

日本語組版処理上の基本問題

家辺勝文さん

家辺と申します。よろしくお願いします。昨年の TUG 2013 では日本語組版処理について
のチュートリアルを、しかも英語でやるという、いろいろな意味で難しい課題をいただきまし
て、それに挑戦してみました。今日はその内容を日本語でお話しするということなんですけれ
ども、よく考えてみますと、英語での発表を用意するときには、最初から英語で話の内容を準
備したものですから、日本語版を作ってそれを英訳したわけではないんです。それで今日、日
本語でお話しするということになったわけですが、英語版から日本語に逆に訳すということも
しませんで、また一から日本語で準備するというのがたぶん一番いいのではないかと考えま
した。
日本語組版処理について英語で話すという場合、初めてその話を聞く人も多いだろうと想定
される聞き手に対して組版技術の内容そのものをどう説明したらよいのか、さらにはそれをど
のようにしたら英語で適切に表現し伝えることができるかという二重の難しさがあるように思
います。今日は、そのチュートリアルを日本語で聞く会という趣旨なので、単に日本語組版処
理の話をするということではなく、その二重の難しさにどのように取り組んだかという角度か
ら、当日を振り返ってお話しできればと思っています。

タイトルについて

まず、このチュートリアルのタイトルについて少し説明します。英語のタイトル
は “Japanese Text Layout̶Basic Issues” としました。この最初の 3 語からなる表現、
“Japanese Text Layout” というのはタイトルとしてとてもよくできた表現で、これは
W3Cの Requirements for Japanese Text Layout（W3C Working Group Note 3 April 2012
[http://www.w3.org/TR/jlreq/]、以下必要に応じて JLREQ と略称）のタイトルから借用した
ものです。3語でいろいろなことをうまく表現していて、これを逆に日本語で言うと回りくど
くなってしまうかもしれない。Japanese Text とあるので、日本語の text のことだなと分か
る、Text Layout とあるので、text と言っても書籍などの本文の組み方の話だなと分かる。た
だし、JLREQでは、書籍本文のことを明示するときは “main text” という用語を使っています。
日本語のタイトルはあくまで参考として付けたもので、英語とはちょっと違うんですけれども
「日本語組版処理上の基本問題」としました。
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組版について語ることの本質的な難しさ

そこで先ほどの二重の難しさということですけれども、一つは組版自体について、何も初め
てその話を聞く人にとってばかりではなく、そもそも組版の技術を説明することに本質的な難
しさがある。その上に、日本語文書の組版処理を英語で説明する難しさが重なるということで
すね。
まず、組版について説明する本質的な難しさとは何かということについて少しお話しします。
だいたい印刷技術（そもそもは活版印刷技術）の構成要素としての組版方法というのは、長い
間職人技としてほとんど徒弟制度的な感じで保持されて伝承されてきたわけで、まともに教え
てもくれないとか、習うより慣れろみたいな感じで、手で、肌で、ほとんど皮膚感覚で覚えて
きた職能としてあったわけです。
それに対して、例えば私などが関わった日本工業規格の JIS X 4051（2004 年改正の第 3次
規格、JIS X 4051:2004「日本語文書の組版方法」）というようなものは、活版印刷の時代から
技術環境は変わりましたけれども、そういう技術を新しい技術環境の中で誰でも共有できて使
えるようにするという標準化の発想に基づいているわけです。そこでは、いろいろな技術項目
をいちいち書き出すという必要性がありますから、記述している限りの技術内容については誰
が読んでも明確な説明を行うことが目指されます。
しかし、そもそも職人技的に伝承されてきたものを標準化という枠組みの中ですべて書き尽
くすことができるかというと、そうでもないのではないか。これが一つの問題です。標準化と
いう作業によって技術内容を明示的に細かく書き出すことのメリットはもちろんあります。そ
ういう技術を誰でも使えるようにして、また、その批判ができるということです。これがおか
しいと思ったら手続きに従ってそこに書いてあることを上書きすればいいわけです。しかし、
書き尽くせないことも残る、ということがあります（JIS X 4051:2004 であれば、「解説」の
「5. 懸案事項」pp. 203‒304 などを参照）。特に私自身の関心事から言えば、今日、3番目にお
話しする和欧文混植処理などには、ある意味で職人技というか職人芸的な世界が色濃く残って
いるように思います。それを直ちに標準化の言葉で語るというのはとても難しい。
それから標準化というのは、常に別のやり方での標準化を行う可能性を持っているわけです。
これがもう一つの問題です。ですから、一つのやり方での標準化を説明したからといって、そ
れで終わってしまうわけでもないわけですよね。ですから今回は JIS X 4051:2004 に基づい
ていろいろなことをお話ししますけれども、それはそういうある種の限界を持っているものだ
というような前提で聞いていただかないといけない、ということかと思います。

英語で日本語組版処理について説明する難しさ

次に、英語で日本語組版処理について説明する難しさということなんですけれども、これに
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はいろいろな側面があります。ここではまず問題として取り出しやすい用語の使い方について、
三つの例を取り上げて英語と日本語のそれぞれで注意すべき点をお話ししたいと思います。最
初は、英語の text という用語、2番目は typography という用語、3番目は writing system と
いう術語とそれに関連して「漢字」という文字の呼称についてです。
日本語文書の組版処理について話すと言うとき、「日本語文書」というものをもう少し明確
化しておかないと、ポスターや公共広告、書籍の表紙やジャケットのグラフィックデザインの
ようなものまで含んでの話なのかという余地を残してしまうかもしれません。しかし、ここで
は日本語の書籍の本文において典型的に見られるような組み方の基本についての話に限定した
いわけです。「日本語組版処理」とか「日本語文書の組版」とか言うとき、その基本はいわゆる
「本文組み」（「文字組み」と言っても曖昧さは残る）であり、そこをまずおさえるということが
あると思います。英語だとそこに text という用語をあてることで表現できます。それは text
layout とか text font とかいうときに使う text という用語で、text という語のもついろいろな
意味の中でもこれは要するに書籍などの本文のこと。英語だと display layout とか、display
font とかと対立するので、タイトルに text layout と書いてあると、ああ、ここでの話は書籍
の中味の本文組みについてであって、ポスターとか本の表紙のグラフィックデザインの中の文
字組み、いわゆるディスプレイ組みではないのだな、と簡単に伝えることができます。先ほど
矢田先生のお話の中に、車の両サイドのディスプレイにおいて文字が車の先頭方向から並ぶ並
ベ方とか、面白い例が紹介されましたが、それは本文組みとはちょっと外れた問題になってし
まいますので、そういう問題は扱いませんというメッセージにもなります。
2 番目に typography というのは、英語では、文字を text に並べることを配慮した上での
文字のデザイン、書体の設計、並べ方、組み方までを含めた、つまりはテキストに並べるこ
とを前提とした組版技術も含めた上での書体というようなニュアンスがありますよね。Robin
Kinross はModern Typography（London, 1992; 2nd ed., 2004）という本の中で、printing
と呼んでいたことについてそのプロセスに対してより意識的になった結果、視点を変えて
typography と呼ぶようになった（同書、p. 15 などを参照）と説明しています。とすれば、
printing が含む内容プラスアルファを typography という用語はカバーするでしょうし、逆に
printing の内容のごく一部分であるタイプフェースデザインだけを指すように typography と
いう用語を使うのは、そもそも typography という用語を使うようになった近代の意識と矛盾
することになるでしょう。
3番目は writing system という用語についてです。日本語ですと、漢字、片仮名、平仮名と
か、どういうふうに区切るかは別としても、それぞれの種類の文字の集合を文字体系と呼ぶこ
とが多いと思います。「文字」という用語は日本語ではほとんど何を指すのか疑うこともなく
本当によく使うわけです。しかし、日本語で文字とか文字体系と呼んでいるものについて英語
で何か説明しようとするときは、どういう用語を選んだらいいのでしょうか。「文字」といっ
ても、英語なら letter とか character とかいう用語があり、それらの用語が使われてきた経緯
を知らないと、適切に使い分けることができないでしょう。「文字体系」となると、さらにど
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ういう観点から何を見るのかという問題にまでなります。結論から言うと、英語ではwriting
system というのがとてもすわりのいい術語だと思います。そこには、ある言語の text を書く
のに必要な字種や、それぞれの字種を使ってどう組み合わせて書くのか、といった書く方法に
まで目配りがあるように思います。それに対して日本語の「文字体系」はせいぜい「文字」の
集まり、どの字がそこに含まれるかということに関心が集中している用語のように思います。
そこで、日本語についての Japanese writing system を前提にして Japanese text というの
は何かという問題になります。このチュートリアルのタイトルを “Japanese Text Layout” と
することで、Japanese text とは何かという問題が Japanese writing system との関連でこの
話の中で説明されるのだろう、という予想を聞き手に与える感じになります。“Japanese Text
Layout” という 3語のタイトルというのは、話の内容を限定しながら、説明されるべきテーマ
を明示する、英語としてなかなかうまい表現だなあと思ったのは、こういう理由からです。
Writing system に関連してお話ししておきたいこととして、使いたくない英語の用語と
いうのが私にはあります。それは漢字を指して ideograph といった用語を使うことです。
ideograph というと、まあ「表意文字」といった意味でしょうが、いま、文字についての研究者
の中で漢字を単純に ideograph なんていう用語で呼ぶ人はめったにいないのではないでしょ
うか。漢字というのはどういう文字であるのか、英語圏の学者でも他のヨーロッパの学者でも
ずいぶん苦労して研究して、語義の区別に加えて音節を表記する機能が大きく、簡単に「表意文
字」とは言えないというのが共通の理解になっていると思います。そこで、漢字のような文字の
種類をどう呼んだらいいかいろいろ苦労しているわけです。logograph とか logogram という
用語もよく使われています。たとえば、Cyrus Highsmithは Inside Paragraphs: Typographic
Fundamentals（Boston, 2012）という本の中で “lographic systems like Chinese”（p. 9）と
いう表現を使っています。「表語文字」と訳すことが多いようですが、漢字が一字で一語を指す
かどうかは別として（それゆえに「表語」は曖昧でもあり、厳密には不正確ですが）、語を表す
ために使う文字という見方は、言語における意味の担い手として語という単位を参照して文字
の機能を見る見方で、「表意文字」が言語という文脈を飛び越えて、一文字がある意味に対応す
るというニュアンスを持ちうるのと比べて、はるかにましな用語と言えるでしょう。もっと厳
密に見る人は、語を表記するということはすべての言語の表記法に言えることで、何ら漢字を
限定的に特徴付ける見方ではないと考えています。たとえば John DeFrancis は logographic
という特徴付けを批判した上で、音・義の両方を表記するという漢字の特徴をそのまま指し
て、“meaning-plus-sound syllabic systems or morphosyllabic systems” という呼び方を提
唱しています（Visible Speech, Honolulu, 1989, p. 115）。もっと慎重な人たちは、漢字が
形・音・義をもつ事実に即して、音節をあらわしつつ異字同音に対処するため語義を区別する
形の要素をもつ文字というような説明的な特徴付け（たとえば、Florian Coulmas による中
国語の表記に特化した次のような説明：“the Chinese writing system is best described as a
large syllabary with strong semantic elements that make up for the phonetic imprecision”
［Writing systems, Cambridge, 2003, p. 57］）を与えたりしています。漢字の文字としての

84 日本語組版処理上の基本問題



機能を理解するために研究者たちは苦心してきたわけです。
ところが Unicode や ISO/IEC 10646 という符号化文字集合では、漢字を指して ideograph
という用語を使っています。これは現在ほとんど文字コード業界だけで通用している用語法で、
このこと自体が私にとってはとてもおかしなことに思えるのです。今説明したように、遡れば
16 世紀あたりに漢字についての具体的な情報がヨーロッパに伝えられて以来、500 年あまり
積み重ねられてきたヨーロッパにおける漢字研究の歴史を無視して、一気に時間を逆戻りして
しまったような用語法と言えるでしょう。現在では文字の研究者にとって、漢字を指してこの
用語を使っただけでほとんどもう戦う前に負けているような用語法だと思います。
これらのことがあるので、私なら漢字について絶対に ideograph という用語を使いたくない。
そのときに、じゃあ、何と言うかというと、日本語の中で使う漢字だったらローマ字で kanji
と言えばこれでだいたいどこでも通用します。先に引用した Florian Coulmas は、どの言語の
表記に使われているかに関わらず “Chinese characters” で通しています。“Chinese writing
system” と言うと、これは中国語の表記における漢字の用法になるので注意が必要でしょう。

チュートリアルの構成

さあ、そこで、当日のチュートリアルの内容に入ります。90 分の講演ということでしたが、
これは長いと言えば長い、短いと言えば短い。日本語の本文組版処理について、きょう初めて
聞くという人たちを前にして、どういうふうにテーマを絞って、何が最も基本でどういう順番
で話したらいいのか、しかもそれをどうやって英語で話したらいいのかという、そういう課題
に挑戦したわけです。そこで、今回は三つの話題に分けました。最初は、日本語の本文組版に
とって一番基本的な問題は何かということをおさえることにしました。日本語の書き方には縦
書きと横書きがあるという問題です。いろいろと構成を考えているうちに、というか考えるま
でもなくということもあるんですけれども、この話を最初に言わないと、その後すべての段階
で縦か横かで繰り返し説明しなければいけないことがはっきりしてきて、これはまず論理的な
順序として最初に縦書きと横書きの話をしなければならないとわかったわけです。
それから 2番目に、基本的な行組版規則というものを説明することにしました。一応、JIS
X 4051:2004 に規定されたものをただずらずらと言うんじゃなくて、そこでの一番基本的な
考え方は何か、何を最も基本として行組版を規則立てようとしているのかという、その最も基
本的なところだけを説明しようと思いました。2004 年の改正規格ではルビの組み方も詳しく
なり、漢文の組み方が追加されたりしましたが、そういうことまで説明しているとまったく時
間が足りませんから、むしろ一切説明しないことにしました。
3番目に、当日の多くの聞き手にとって一番興味があるかもしれない和文と欧文の混植の問
題について説明することにしました。でもこれは先ほど言いましたように、標準化の言葉で語
るのは難しい領域で、ほとんどartistry の世界とも言えます。対象とする text ごとに編集者や
組版作業当事者の創意工夫が生かされなければうまくいかない世界なんだろうと思います。と
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いうか、逆にそこで、和文と欧文のそれぞれにどういう組版上の問題があって、交ぜるときに
それらの問題についてどう見て処理しなきゃいけないかということも分かってくるだろう、と
いうようなもくろみもあります。
だいたいこの 3部構成でのお話になります。ここからは、そのとき使ったスライドを順番に
見ながらお話ししますが、内容自体はたぶん日本で編集・組版・印刷の仕事をしている方々に
とってよく知られていることだろうと思いますので、あまりくどくど説明する必要もないかと
思います。ここでは、どんなふうにどのような順番で説明していったのかというような話をし
ます。
スライド 2（英語版スライド2枚目、以下同様）はこのチュートリアルが扱う内容について英
語でまとめたものです。スライド 3は3部からなる全体の構成を示しています。スライド 4は
第 2部で紹介する基本的な行組版方法についての典拠となる、日本工業規格 JIS X 4051:2004
「日本語文書の組版方法」の規格票の紹介です。スライド 5は、チュートリアルの準備段階で
英語の表現として参考にさせていただいた、W3CのRequirements for Japanese Text Layout
の紹介です。日本語文書の組版方法について英語で説明する上で、いろいろ細かいところま
でよく考え抜かれているという気がします。そういう目で見るととても勉強になるものです。
ただし、私のチュートリアルの論理構成は、JIS X 4051:2004 とも JLREQ とも異なるものに
なっています。

This part of tutorial presents...

•  basic issues concerning page formats and typesetting 
methods 

 
•  applied to the main text of a Japanese book 
 
•  with reference to the typographic characteristics of 

Japanese writing system. 

スライド 2
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The issues to be discussed:

1.  Vertical and horizontal writing modes 
 
2.  Basic line composition rules, as formulated in “JIS X 

4051:2004 Formatting rules for Japanese documents” 
 
3.  Japanese and Western texts

スライド 3

スライド 4
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スライド 5

1 縦書きと横書き

スライド 6 から第 1 部に入ります。最初に縦書きと横書き。ある意味で私たちにとって当
たり前のようなことなんですけれども、現代日本語の書き方には縦書きと横書きという二つの
オプションがある。その場合、文字を続けて書くとき、必ずどちらかの方向を選ぶ必要があり
ます。そして書かれた結果が縦書きか横書きかどちらか分からない文字の並び方では読むのに
困るわけです。このことが本文の組み方の至るところに及んできます。

1.1 Text directions, book formats, and printed forms of Japanese text

スライド 7は、まずそれを示してみようということで、縦・横がわかりにくい組み方の実験
です。どちらか分からないような並びというのは、縦書きも横書きもある世界、そのどちらか
を選ばなければならない世界ではだめなんだ、ということをまず見てもらうということですね。
スライド 8は、それを少し組み直して横書きか縦書きか分かりやすくする。ここは行間を空け
てというやり方ですね。スライド 9では、書体も明朝体に変えて横書き特有の句読点、縦書き
特有の句読点を入れると確実に読みやすくなる。こうしたことのすべてが総合的に縦・横の文
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1. Vertical and horizontal writing modes

1.1  Text directions, book formats, and printed forms of  
  Japanese text 

 
1.2  Defining elements of Japanese page formats

スライド 6

1.1 Text directions, book formats, and printed 
forms of Japanese text

•  Vertical or horizontal?

文字表記を一文字一文字から組み立てる方
向と一つのテキストがもつ階層的な構造の
要素として文字を考える方向の二つを考え
たとき情報処理技術では前者による要素還
元主義の文字観が支配的で統一的包括的に
普遍的な文字セットを作り得るという見通
しで文字コードの技術が発展していますも
う一つの方向は文字がいろいろな文脈の中
に置かれて文脈に応じて機能しているとい
う側面を細かく見ていこうという考え方で
す文字によるメッセージを一冊の本に組み
上げていくときは意味内容の構成のみなら
ず組方向行段落章立てページ立て図版との
組合せ等々といった形態的文脈に注意を払
いながら文字の配置が決められていきます
このような技術は文字と文脈の相互関係を 

Sample text fragment prepared by YABE Masafumi.

スライド 7
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文字表記を一文字一文字から組み立てる方
向と一つのテキストがもつ階層的な構造の
要素として文字を考える方向の二つを考え
たとき情報処理技術では前者による要素還
元主義の文字観が支配的で統一的包括的に
普遍的な文字セットを作り得るという見通
しで文字コードの技術が発展していますも
う一つの方向は文字がいろいろな文脈の中
に置かれて文脈に応じて機能しているとい
う側面を細かく見ていこうという考え方で
す文字によるメッセージを一冊の本に組み
上げていくときは意味内容の構成のみなら
ず組方向行段落章立てページ立て図版との
組合せ等々といった形態的文脈に注意を払
いながら文字の配置が決められていきます
このような技術は文字と文脈の相互関係を 
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Sample text fragment prepared by YABE Masafumi.

スライド 8

文字表記を一文字一文字から組み立てる方向と、一つのテキス
トがもつ階層的な構造の要素として文字を考える方向の二つを
考えたとき、情報処理技術では、前者による要素還元主義の文
字観が支配的で、統一的、包括的に普遍的な文字セットを作り
得るという見通しで文字コードの技術が発展しています。もう
一つの方向は、文字がいろいろな文脈の中に置かれて、文脈に
応じて機能しているという側面を細かく見ていこうという考え
方です。文字によるメッセージを一冊の本に組み上げていくと
きは、意味内容の構成のみならず、組方向、行、段落、章立て、
ページ立て、図版との組合せ等々といった形態的文脈に注意を
払いながら文字の配置が決められていきます。このような技術
は文字と文脈の相互関係をうまく利用しようとしています。 
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Sample text fragment prepared by YABE Masafumi.

スライド 9
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字の並びの方向をはっきりさせる効果をもっているわけですね。
現代日本語の場合、印刷の形としても両方があるというのが現実です。縦書きは決して廃れ
ていないんですね。毎日たくさんの部数が発行される新聞の大半は縦書きであるのと、それか
ら読み物という形での書籍ではほとんどが縦書きで組まれています。全然縦書きは廃れていま
せん。縦書きが廃れると日本語の力が弱くなるという言い方をする人がいますけれども、物事
を見る角度を変えて、縦書きも横書きも両方あるから日本語は豊かになっているということを
強調する方がいいのではないかと私は思います。ただ、その選択肢があるので、ちゃんと縦書
き、横書きだと分かるように組まないといけない。これが基本中の基本だと思うわけです。
次にスライド 10。さっき高田さんからちょっとお話がありましたけれど、縦書きか横書き
かによってそこで使われるいろいろな文字の形、おもに句読点とか約物の形が変わってくるわ
けです。それからいわゆる字間に入る空白、空きの形が縦書きと横書きでは変わってくるとい
うことですね。空きの形が変わるというのは当たり前のように思いますけれども、縦書き・横
書きという問題を示した以上、はっきり言う必要があるだろうと思うのです。
続いてスライド 11。縦書きと横書きがあることが本づくりに直接関係してくるということ
を示しています。縦書きでは本は右から開く右開き、横書きでは左開き。わざわざ右手と左手
を入れて写真を撮っています。少しでも分かりやすくなるかと。

•  Character forms

組方向、行、段落、章立て、ページ
立て、図版との組合せ等々に注意を
払いながら文字の配置が決められて
いきます。 
 
『活字とアルファベット』 
（法政大学出版局、2010） 

組
方
向
、
行
、
段
落
、
章
立
て
、
ペ
ー
ジ

立
て
、
図
版
と
の
組
合
せ
等
々
に
注
意
を

払
い
な
が
ら
文
字
の
配
置
が
決
め
ら
れ
て

い
き
ま
す
。 

 『
活
字
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
』 

（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
〇
） 

Sample text fragment prepared by YABE Masafumi.

スライド 10

日本語組版処理上の基本問題 91



•  Bookbinding and page layout

horizontal writing mode
bound on the left-hand side

vertical writing mode
bound on the right-hand side

LEFT: Yabe, M. Katsuji to arufabetto, Hosei University Press, 2010. (http://www.h-up.com/books/isbn978-4-588-79601-2.html)

RIGHT: Marquet, Ch. et al. Nihon no moji bunka o saguru, Bensei shuppan, 2010. (http://bensei.jp/index.php?main_page=product_book_info&cPath=9_13_33&products_id=3213)

スライド 11

1.2 Defining elements of Japanese page formats

スライド 12 から次のセクションになります。縦書きと横書きがあるという基本的な問題を
おさえた上で、それぞれの場合に本の形とそれからページの基本版面の形が変わってくること、
その中で文字の並べ方を決めていくというような順番で話していきます。スライド 13 は縦書
きの本の見開きページの実例を示して、用紙サイズと基本版面の位置というようなことを示し
ています。ここでは主に基本版面の中に文字を並べる本文組みの話をしますということです。
そこでスライド 14。文字を並べるときはどうしても用紙サイズとか基本版面のサイズ、1
行の長さを決めるわけで、そのためにはどうしても単位というものをはっきりさせなければい
けない。実際に JIS X 4051:2004 の中で使われる単位（絶対量の単位）を列挙しました（JIS
X 4051:2004 の「7.4 版面」p. 62 などを参照）。ここで、Q（= 0.25mm）というのは日本の
写植の中で使われてきたメートル法による文字サイズの単位で、ドイツの規格にも同等の単位
があると思いますが、版面サイズを含めてメートル法で統一すると計算しやすくなるという意
味で、日本語の本の組版計算を説明する上できちっと紹介すべき重要な単位だと私は思います。
現在でも InDesign などの組版ソフトを使うとQという単位で文字サイズを指定するというよ
うなことが出てくるかと思います。そこで Qを含めて、活版印刷における活字サイズとして
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1.2 Defining elements of Japanese page formats

•  Elements of a page format

1)  Principal text direction (vertical writing mode or horizontal writing mode)

2)  Trim size and binding side

3)  Appearance of the kihon-hanmen and its position relative to the trim 
size

4)  Appearance of running heads and page numbers, and their positions 
relative to the trim size and kihon-hanmen

スライド 12

trim size

running headpage number

Yoshimono, T. and Ishikawa K. Sho–Moji–Ajia, Chikuma shobō, 2012, pp. 78–89.

スライド 13
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Character size units for Japanese books

•  For letterpress printing

1 point = 0.3514 mm (JIS Z 8305)

•  For DTP applications

1 point = 1/72 inch, ca. 0.3528 mm

•  For photo typesetting

1 Q (Q or q) = 0.25 mm

スライド 14

JIS で定義されているポイントといわゆるDTPポイントの三つをここでは併記しています。
スライド 15 は、あとで行の調整とか約物の組み方のときに出てくる空き量、空きというも
のが、縦と横でどういうふうに形が変わり、使われる空き量の種類にはどのようなものがある
かというのを図解したものです。言葉で説明するよりヴィジュアルに示した方が一目瞭然でい
いだろうと。ここでは全角の半分とかいう形になるので相対量の単位です。スライド 15 は縦
の場合ですね。スライド 16が横の場合。全角、2分空き、3分空きとか4分とかいうわけです
けれども、この全角という単位は和欧文混植のときにも重要な単位だと私は思っています。文
字サイズ（活版では活字のボディーサイズ）を一辺とする正方形、これを基本として、これの
整数分の 1の空き量というのがいろいろなところで活用されるわけです。
スライド 17から 24までは、そういう前提の下に、実際に文字を並べていく領域としての基
本版面をどう定義していくかを順番に説明しています。これには論理的な順序があるだろうと。
最初に決めるものを決めておかないと次に決めるものが決められない、ということがあるだろ
うということで、その決定順序を整理して論理的な順番に従って示してあります。
スライド 17。まず、縦書きか横書きかを決めなければ何もその後が決められない。くどい
ようですけれどこれが順序の 1番目です。ここでは縦書きとします。スライド 18 では、用紙
サイズを決めなければその中に置く版面のサイズも決まらないですから先に用紙サイズを決め

94 日本語組版処理上の基本問題



版
、 

full-width square character frame

half-width 
character frame

zenkaku
em
em quad

nibu
1/2 em

sanbu
1/3 em

shibu
1/4 em

hachibu
1/8 em

Vertical writing mode

Diagram by YABE Masafumi.

スライド 15

版、 full-width 
square 
character frame

half-width 
character frame zenkaku

em
em quad

nibu
1/2 em

sanbu
1/3 em

shibu
1/4 em

hachibu
1/8 em

Horizontal writing mode

Diagram by YABE Masafumi.

スライド 16
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1) Principal text direction (vertical writing mode or 
horizontal writing mode)

vertical
Defining the kihon-hanmen

JIS X 4051:2004, p. 63, Fig. 19.

スライド 17

1)  Principal text direction (vertical writing mode or 
horizontal writing mode)

vertical

2) Trim size and binding direction
A5 (148 x 210 mm)
bound on right-hand side 

Defining the kihon-hanmen

trim size

スライド 18
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ます。次にスライド 19。版面と言っても、1段組、2段組、3段組とか、段組というのがあり
得ます。これを決めないと 1行の長さは決まりませんから、何段組にするのかというのをまず
その次に決めなければいけません。ここは 1段にします。段間は 2段以上で指定しますが、1
段組なので不要。
スライド 20。版面の各寸法を決めるには、文字を何個並べるかというように文字サイズの
整数倍で指定しますので、そのためには先に長さの単位としてどの書体のどの文字サイズを使
うのかを決めないといけません。
次にスライド 21。縦書きでしたら 1 段の 1 行の行の長さ、ここでは版面の長方形の一方
の辺の長さですね。これを文字数すなわち文字サイズの整数倍で決めます。それからスライ
ド 22。版面の 1段に何行入れるかという行数。第 1行目が版面の長方形の一方の辺に付いて、
最後の行がもう一方の辺に付くように行間を取って行を並べます。その行数を決めます。スラ
イド 23 では、その上で行間の空き量を決めます。このことで残っていた版面の長方形のもう
一方の辺の長さが決まる。版面のサイズを縦横それぞれ何センチ、何センチで決めてから、そ
の後でその中に文字を詰めるんじゃない、というサイズの決め方を言いたいわけです。
スライド 24。一度そのサイズが決まったら、それを仕上がり用紙サイズのページの中でど
こに置くかということを決めます。だいたいこれで基本版面の設計ができます。具体的な指定
例があった方がわかりやすいので、スライド 25に JIS X 4051:2004 に例示してあるものの一

1)  Principal text direction (vertical writing mode or 
horizontal writing mode)

vertical

2)  Trim size and binding direction
A5 (148 x 210 mm)
bound on right-hand side 

3) Number of columns and column gap when using 
multi-column format

1 column

Defining the kihon-hanmen

スライド 19
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1)  Principal text direction (vertical writing mode or 
horizontal writing mode)

vertical

2)  Trim size and binding direction
A5 (148 x 210 mm)
bound on right-hand side 

3)  Number of columns and column gap when using 
multi-column format

1 column

4) Character size and typeface name
9 pt Hiragino-mincho W2

Defining the kihon-hanmen

スライド 20

1)  Principal text direction (vertical writing mode or 
horizontal writing mode)

vertical

2)  Trim size and binding direction
A5 (148 x 210 mm)
bound on right-hand side 

3)  Number of columns and column gap when using 
multi-column format

1 column

4)  Character size and typeface name
9 pt Hiragino-mincho W2

5) Length of a line (defined by a number of 
characters)

51 characters

Defining the kihon-hanmen

スライド 21
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1)  Principal text direction (vertical writing mode or 
horizontal writing mode)

vertical

2)  Trim size and binding direction
A5 (148 x 210 mm)
bound on right-hand side 

3)  Number of columns and column gap when using 
multi-column format

1 column

4)  Character size and typeface name
9 pt Hiragino-mincho W2

5)  Length of a line (defined by a number of characters)
51 characters

6) Number of lines per page (number of lines per 
column when using multi-column format)

18 lines

Defining the kihon-hanmen

スライド 22

1)  Principal text direction (vertical writing mode or 
horizontal writing mode)

vertical

2)  Trim size and binding direction
A5 (148 x 210 mm)
bound on right-hand side 

3)  Number of columns and column gap when using 
multi-column format

1 column

4)  Character size and typeface name
9 pt Hiragino-mincho W2

5)  Length of a line (defined by a number of characters)
51 characters

6)  Number of lines per page (number of lines per column 
when using multi-column format)

18 lines

7) Line gap
8 pt

Defining the kihon-hanmen

スライド 23
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1)  Principal text direction (vertical writing mode or 
horizontal writing mode)

vertical

2)  Trim size and binding direction
A5 (148 x 210 mm)
bound on right-hand side 

3)  Number of columns and column gap when using 
multi-column format

1 column

4)  Character size and typeface name
9 pt Hiragino-mincho W2

5)  Length of a line (defined by a number of characters)
51 characters

6)  Number of lines per page (number of lines per column 
when using multi-column format)

18 lines

7)  Line gap
8 pt

8) Position of the kihon-hanmen relative to the trim 
size

horizontally and vertically at the 
center of the page

Defining the kihon-hanmen

スライド 24

•  Some examples of page formats for Japanese books

 

Extract from JIS X 4051:2004, Annex 3, Table 1.

スライド 25

100 日本語組版処理上の基本問題



部を掲げました。これはいちいち説明していると大変時間がかかるので、参考までにこんなも
のがあるという形です。本のサイズといっても、いろいろな制約から無段階に連続的にサイズ
のバリエーションがあるというわけではないですね。日本語の本の場合はこんな感じというわ
けです。すべて縦書き・横書きの違いが関与してきます。

2 JIS X 4051:2004に規定された基本的な行組版規則

スライド 26 から第 2部に入ります。基本版面の設計が決まったら、そこにどういう方法で、
どういう規則で文字を並べていくのか、についての説明です。どういうところから話を始めた
らいいのかいろいろ考えた結果、理念と実際の対立があるのではないか、ということで、まず
理念の方を見てみるという順序にしました。理念としては、文字サイズを 1辺とする正方形の
枠が行の長さまで次々に並ぶという、そういうグリッドの中に文字が並んでいくというのが基
本ですね。その上で現実を見ると、現代日本語の実際の文章というのはいろいろな括弧が続い
たり、句読点が入ったり、数字が入ったり、そう簡単に正方形が並ぶというような形にはなら
ないわけです。

2. Basic line composition rules,
as formulated in JIS X 4051:2004

2.1  Typesetting methods of wabun or basic Japanese text  
  written mainly with kanji and kana 

 
2.2  Punctuation marks, constraints on line breaks, and line  

  adjustment 
 
2.3  Paragraph adjustment

スライド 26
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2.1 Typesetting methods of wabun or basic Japanese text written mainly with
kanji and kana

理念を例示しようとしたら、正方形の枠を並べるだけでグリッドを示すということもできる
でしょうが、ここではあえて人為的に漢字と仮名だけが正方形の枠をもちながらまざって並ん
でいる文章を作ってみるという実験をしてみました。それがスライド 27 と 28 です。この並
べ方が基本的な組み方の枠組みを示している。とはいっても、実際の漢字と仮名で書かれた文
章として読んでみれば、すぐにこれは実際の日本語の文章としては何か足りないということに
気がつきますし、それを具体的に言うことができます。二つの文章はそれぞれ別のウェブ上の
ニュースサイトから抜粋したもので、もともとは、ニュースとして必須の日付とか数字とか単
位とか、情報として重要なものを表現する要素が漢字、仮名以外にたくさん入っているわけで
す。そういう要素をもとに戻したのがスライド 29 と 30 です。そういう要素が現代日本語で
は重要な情報を伝えたり、文意の明確化のために随所で使われているということですね。そし
て、そういう要素が交じると正方形の枠組みの整然とした並びから文字の並びがずれてくるこ
とがあるというわけです。
現代日本語の表記は漢字仮名交じり文とよく言われるわけですけれども、文字通りに漢字と
仮名だけで書くと解釈してしまうと、これは不正確で非常に単純化した言い方ですね。それに

•  Simplified Japanese text

常磐線は未明から日暮里駅で混雑を緩和するためホームを広げる工事が行われ
ていますこれに伴い常磐線の特急と快速は朝の始発から駅の工事が終わるまで
上野駅と北千住駅の間が運休となり取手水戸方面は北千住駅で折り返し運転を
行っていますまた朝の時間帯を中心に特急フレッシュひたちとスーパーひたち
がすべての区間で運休します 
 
 
 
フィギュアスケートのグランプリシリーズスケートアメリカは米デトロイトで
最終日があり女子フリーはショートプログラム首位の浅田真央が優勝した 
 

Excerpts in a simplified form from a piece of information on NHK news web (http://www3.nhk.or.jp/news/).

Excerpts in a simplified form from a piece of information on Asahi shinbun digital (http://www.asahi.com).

2.1 Typesetting methods of wabun or basic
Japanese text written mainly with kanji and kana

スライド 27
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常
磐
線
は
未
明
か
ら
日
暮
里
駅
で
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
ホ
ー
ム
を
広
げ
る
工
事
が
行
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て
い
ま
す
こ
れ
に
伴
い
常
磐
線
の
特
急
と
快
速
は
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の
始
発
か
ら
駅
の
工
事
が
終
わ
る
ま
で

上
野
駅
と
北
千
住
駅
の
間
が
運
休
と
な
り
取
手
水
戸
方
面
は
北
千
住
駅
で
折
り
返
し
運
転
を

行
っ
て
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ま
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の
時
間
帯
を
中
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に
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レ
ッ
シ
ュ
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す
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の
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で
運
休
し
ま
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フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
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ス
ケ
ー
ト
ア
メ
リ
カ
は
米
デ
ト
ロ
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ト
で

最
終
日
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あ
り
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シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
首
位
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浅
田
真
央
は
フ
リ
ー
の
ト
リ
プ
ル
ア
ク

セ
ル
で
転
倒
す
る
な
ど
ミ
ス
が
出
た
が
優
勝
し
た 

  

スライド 28

•  Real Japanese text

JR 常磐線は 20 日未明から日暮里駅で混雑を緩和するためホームを広げる工
事が行われています。これに伴い、常磐線の特急と快速は 20日朝の始発から駅
の工事が終わる午後 5時半すぎまで上野駅と北千住駅の間が運休となり、取手・
水戸方面は北千住駅で折り返し運転を行っています。また、朝の時間帯を中心
に特急「フレッシュひたち」と「スーパーひたち」上下合わせて 14本がすべて
の区間で運休します。 
 
 
 
フィギュアスケートのグランプリ（GP）シリーズ第１戦スケートアメリカは
20日、米・デトロイトで最終日があり、女子フリーはショートプログラム首位
の浅田真央（中京大）がフリーも 131.37 点で１位となり、合計 204.55 点で優
勝した。Grand Prix 通算 12 勝目で、GPシリーズとGPファイナルを合わせた
全７大会制覇を果たした。 

Excerpts from a piece of information on NHK news web.

Excerpts slightly modified from a piece of information on Asahi shinbun digital.

スライド 29
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Ｊ
Ｒ
常
磐
線
は
二
〇
日
未
明
か
ら
日
暮
里
駅
で
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
ホ
ー
ム
を
広
げ
る

工
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わ
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て
い
ま
す
。
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伴
い
、
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磐
線
の
特
急
と
快
速
は
二
〇
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駅
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す
ぎ
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千
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水
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方
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駅
で
折
り
返
し
運
転
を
行
っ
て
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ま
す
。
ま
た
、
朝
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ッ
シ
ュ
ひ
た
ち
」
と
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ー
パ
ー
ひ
た
ち
」
上
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合
わ
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一
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本

が
す
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て
の
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間
で
運
休
し
ま
す
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田
真
央
（
中
京
大
）
は
、
フ
リ
ー
の
ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ
ル
（
三
回
転
半
）
で
転
倒
す

る
な
ど
ミ
ス
が
出
た
が
、
１
３
１
・
３
７
点
を
獲
得
。
合
計
２
０
４
・
５
５
点
と
し
、
優
勝

し
た
。 

スライド 30

もかかわらず、組版方法という観点から見ると、現代日本語の文字の並び方の原型を示してい
るという側面もあるわけです。ただ正方形の枠を並べるのではなく、人為的ですけれども文章
を入れてみると、漢字仮名交じり文と言われるものがもっている枠組みとしての重要性と、実
際の文章から見れば非常に単純化されたモデルという側面の両方を見ることができるのではな
いか、この点を具体的におさえておかないといけないと思ったので、このような例示の方法を
とることにしました。

2.2 Punctuation marks, line adjustment, and constraints on line breaks

日本語の本文組版方法は、いろいろな約物、句読点、括弧、数字などがまじっている実際の
文章が対象になるわけです。そこで、そういうものをどう組むのかというのがスライド 31 か
ら始まる次のセクションのテーマになります。ここでは、最初に句読点の基本的な組み方を縦
書きと横書きにわけて示しています。行の調整の必要がない限り、句点、読点はまずそれらの
固有の字幅、全角の半分の 2分という字幅に対して、その後ろに同じ 2分の空きを入れ、全体
として全角取りになるように組む、ということをまず示しています。最近、よくいろいろなパ
ンフレットなどに印刷された文章を見ると、字幅だけの句読点をベタ組みにしているか、もっ
と詰めているケースもたくさんあるのですけれども、私などの目から見ると読みにくくて困り
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2.2 Punctuation marks, line adjustment, and
constraints on line breaks

•  Punctuation marks

行われています。これに伴い、常磐線の 
 
行われています．これに伴い，常磐線の 

 

行われています。これに伴い，常磐線の 

 

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
常
磐
線
の 

 
Full stops and commas

1/2 em space

1/2 em space

character advance: half-width

スライド 31

ます。基本は、正方形の枠が並ぶグリッドに沿う形で、句点と読点は行の調整がない限り全角
取りで並べる、ということをここではおさえておきます。
スライド 32 は括弧の場合です。かぎ括弧やいわゆるパーレン、丸括弧の場合ですね。これ
も同じような形になります。スライド 33 はいわゆる中黒の組み方で、ちょっと特殊ですけれ
ども、字幅が2分で両側に4分の空きが入る。全体としてまたこれも全角取りで並べるという
形が基本になります。後から説明することになりますが、こうした約物の前後の空きの部分が
行の調整のルールで使われることになります。その前の基本的な組み方をおさえておく。
スライド 34 は、行頭、行末における約物の前後の空きの扱いを示しています。たとえば始
め括弧類は本来その前に空きが入って全角取りなのだけれども、行頭ではその空きを取ってし
まうというようなことの説明です。
行末における句点と読点の扱いを見ると、JIS X 4051:2004 では句点と読点で扱いが異なり
ます。句点については行末にあってもその後の2分空きを取り除かないというルールになって
いますが、読点は終わり括弧類と同じで行末ではその後の空きを削除します。この辺について
はいろいろ議論があると思いますけれども、そういうルールが明示化されていると、句点も行
末では空白を取り除くというふうに明示的にルールを上書きするという方法がわかります。そ
ういうふうに明示して組めば、JIS X 4051:2004 の大部分を共有しつつ、どこで異なるルール
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Brackets and parentheses

1/2 em space

1/2 em space

特急「フレッシュひたち」と「スーパー
ひたち」上下合わせて 
 
首位の浅田真央（中京大）は 

特
急
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ひ
た
ち
」
と
「
ス
ー
パ
ー

ひ
た
ち
」 

 

首
位
の
浅
田
真
央
（
中
京
大
）
は 

character advance: half-width

スライド 32

取手・水戸方面 
 
米・デトロイトで最終日 

取
手
・
水
戸
方
面 

 

米
・
デ
ト
ロ
イ
ト
で
最
終
日 

Middle dots

1/4 em space

1/4 em space

character advance: half-width

スライド 33
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「工事」が行われています。これに伴い、 
 
ホームを広げる工事が行われています。 
 

「フレッシュひたち」は朝の時間 
 
  運休する特急「フレッシュひたち」 
 

 

   北千住駅の間が運休となり、取手・ 

スライド 34

を適用しているかが分かります。標準化の言葉で語るということのメリットの一つとして、多
くの技術内容を共有しつつ、そういうふうに技術的差異を明示化できるということがあると思
います。
スライド 35 は、括弧や句読点が連続した場合に、それぞれの約物の前後の空きがどう処理
されるかということを示したものです。先ほども言いましたように、単独でそういう約物が使
われているときは前または／および後に空き入れることで約物まわりが全角取りで並んでいく
という組み方をするわけですが、二つ以上の約物が連続することもあるわけで、そういう場合
には、どこかの空きを取って約物と約物の間に余計な空きができないように組んでいく。そう
すると約物とその他の文字の並ぶリズムがよくなるだろうという考え方ですね。そのいくつか
の例を JIS X 4051:2004 が横書きで示しているもの（「4.2 b) 行中での括弧類及び句点類の基
本的な配置法」のうち p. 12）から抜粋して説明しています。どのように空きを入れたり入れ
なかったりするかは、同じ扱いをする約物の種類、文字の種類ごとに隣接する文字との間に
ついてそのルールをまとめることができるので、JIS X 4051:2004 では「6.1.2 空き量 表 5」
（p. 47）において一覧表にしてあります。行組版規則の基本である「4.1 行に配置する文字列
の基本的な配置位置」には「字詰め方向は，行頭，行末及び隣接する文字の字間に表 5に規定
する空き量を確保して文字を配置する」（p. 11）とあります。この規定で明らかなように実際
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a closing bracket, a middle dot, and an opening bracket

an opening bracket and an opening parenthesis, 
a closing parenthesis, a closing bracket, and an opening bracket, etc.

Succession of punctuation marks in the middle of a line

a full stop and a closing bracket,
a closing bracket, a full stop and an opening bracket.

Examples from JIS X 4051:2004, p. 12.

スライド 35

の文章の組み方としては単なる「ベタ組み」が基本というわけではありません。次に、そうい
う連続した約物があったり数字が入ったりして、いわゆる正方形の枠の並びから文字がずれる
ということが起こると、基本版面で決めた行の長さに対して文字の並びが行末からはみ出たり
足りなかったりということが起こってくるわけです。そこで決められた行の長さ（指定行長）
に文字の並びをそろえるために行うのが行の調整処理ということで、これにはいろいろな方法
があります。
日本語の本文組版では、文字の並びを指定行長の終端に合わせず、文字の並びの成り行きで
不揃いのまま放っておくという組み方（ラグ組み）は、時々は見かけますけれどもあまり好ま
れないようですね。そこで指定行長の両側をそろえるとすると、過不足の出る文字の並びはど
こかで調整しないといけないということになります。スライド 36 では、文字の並びの中にあ
る空きを詰める方法で調整する場合の調整箇所の優先順位を JIS X 4051:2004 の規定（「4.19
行の調整処理」p. 31）に従って例示したものです。文字の並びの中の空きといっても、JIS X
4051:2004 の組版方法ではその中に重み付けの違いがあるということで、それが行の調整処
理で詰める場所の優先順位として顕在化されます。まず、最初に詰めるのは欧文単語間の空き、
それでも調整が終わらない場合は中黒の前後の空きという具合で、最大限詰められる量も決め
てあります。
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•  Line adjustment

Grand Prix 通算 
 
 

米・デトロイトで最終日があり 

 
 

浅田真央（中京大）がフリーも、１位となり 

 
 

合計 204.55 点で優勝した。Grand Prix 通算 12 勝目 

1.  Reduce spaces between Western words:

2.  Reduce or remove spaces before and after middle dots:

3.  Reduce or remove  spaces before opening brackets as well as after closing brackets
      and commas:

4.  Reduce spaces between Western text or numbers and adjacent Japanese text:

た。G

Spaces after full stops are not to be reduced.

スライド 36

スライド 37 は、関連して行頭、行末の組み方、特にここでは行頭禁則処理の例を示してい
ます。これは何も日本語固有のことではなく、英文などの欧文組版処理でもピリオドを行頭に
打たないとか、終わり括弧類を行頭に置かないということがあるわけですから、日本語の話者
以外の聞き手にもかなり共通して理解されることかと思います。
スライド 38 は、関連して行からはみ出る組み方について示しています。縦書きにおける句
点と読点のぶら下げ組みを話題にしているのですけれども、これは JIS X 4051:2004 に規定
されたルールというわけではありません。行の調整による行末処理、また行頭禁則処理という
のをやっていくと、詰めたり空けたりが続いて処理が面倒くさくなることもあるのですが、こ
こで、たとえば句点は行末の外側にぶら下げておくのを許容すると、処理が簡単になる場合が
あると思います。実際にぶら下げ組みを行っている組版も多いので、その一例を示したわけで
す。JIS X 4051:2004 でも、ルビや圏点というのは版面の組版対象領域の外側に置くというこ
とになっている（「12.1.1 組版対象領域の先頭に配置する行の配置方法」pp. 115‒116）わけ
ですから、句点と読点もその外側にぶら下げても悪くはないだろうという気がします。
スライド 39 は、行末禁則処理の例です。始め括弧類は英文なのでも行末には置かないので、
共通して理解してもらえるでしょう。スライド 40 は、行頭禁則処理に関連した話題でして、
小書きの仮名や長音記号は JIS X 4051:2004で行頭禁則とされていますが、実際の慣行より禁
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•  Constraints on line breaks

      この規格では、日本語文書の行、版面及びページについて 

、基本的な組版方法を規定する。 

 

     この規格では、日本語文書の行、版面及びページについて、 

基本的な組版方法を規定する。 

 

 

       内容は，「前書き，本文，付表」から成っており，「本文 

」には，原則に基づくきまりと表記の慣習による特例を示し， 

 

      内容は，「前書き，本文，付表」から成っており，「本文」 

には，原則に基づくきまりと表記の慣習による特例を示し， 

 

line head line end

Excerpts from the comment on Gendai kanazukai by the Agency for Cultural Affairs.
http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/joho/kijun/naikaku/gendaikana/kaisetu.html

Excerpts slightly modified from JIS X 4051:2004, p.1.

スライド 37

文
字
一
文
字
か
ら
組
み
立
て
る
方
向
と
、
一

が
も
つ
階
層
的
な
構
造
の
要
素
と
し
て
文
字

の
二
つ
を
考
え
た
と
き
、
情
報
処
理
技
術
で

要
素
還
元
主
義
に
よ
る
文
字
観
が
支
配
的
で
、

的
に
普
遍
的
な
文
字
セ
ッ
ト
を
作
り
得
る
と

文
字
の
符
号
化
の
技
術
が
発
展
し
て
い
ま
す
。

向
は
、
文
字
が
い
ろ
い
ろ
な
文
脈
の
中
に
置

に
応
じ
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
側
面
を
細

う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
文
字
に
よ
る
メ
ッ

の
本
に
組
み
上
げ
て
い
く
と
き
は
、
意
味
内

な
ら
ず
、
組
方
向
、
行
、
段
落
、
章
立
て
、

図
版
と
の
組
合
せ
等
々
と
い
っ
た
形
態
的
文

い
な
が
ら
文
字
の
配
置
が
決
め
ら
れ
て
い
き

う
な
技
術
は
文
字
と
文
脈
の
相
互
関
係
を
う

う
と
し
て
い
ま
す
。 

border of kihon-hanmen

ruby, emphasis dots, reference mark

border of kihon-hanmen

hanging punctuations

JIS X 4051:2004, p. 116, Fig. 56. Sample text fragment prepared by YABE Masafumi.

スライド 38

110 日本語組版処理上の基本問題



 

       内容は，「前書き，本文，付表」から成っており，「 

本文」には，原則に基づくきまりと表記の慣習による特例を示し， 

 

        内容は，「前書き，本文，付表」から成っており， 

「本文」には，原則に基づくきまりと表記の慣習による特例を示し， 

 

line end

Excerpts from the comment on Gendai kanazukai by the Agency for Cultural Affairs.
http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/joho/kijun/naikaku/gendaikana/kaisetu.html

スライド 39

JIS X 4051:2004, p. 4 (definition of “Characters not starting a line”).

Extract from JIS X 4051:2004, p. 184.

スライド 40
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則が強すぎるという批判があります。ところで、JIS X 4051:2004 自体の「解説」の部分を読
んでいますと行頭に小書きの仮名がある例が見つかります。A4 縦置きの用紙サイズで多段組
にもせず、かなり長い 1行が組めるので調整も楽なはずなのにこんなこともあるという話です。

2.3 Paragraph adjustment

スライド 41 から第 2部の最後のセクションで段落整形に関連するいくつかの話題を取り上
げます。日本語の本文組版で、段落の最初の行を区別するため、全角分字下げするという組み
方があります。この字下げにおける全角空きという単位は必ずしも日本語だけではなくて、欧
文の活版印刷でも古い時代から全角分のスペースを単位としてその 1個、2個をパラグラフの
第1行インデントとして使っているという例があります。見出しの直後のパラグラフは字下げ
をしないといった個別の組み方がありますが、ここでは省略します。段落の第 1行目の最初を
空けて組むというのは、近代の印刷で欧文の組み方を真似しているようなところもあるんじゃ
ないかと思います。ですから、日本語の本文段落について英語で説明するときも、ここでイン
デント（indent）という言葉を使うのは特におかしくないと思います。
スライド 42 は、行頭に始めかぎ括弧などの始め括弧類が来た場合に、段落の第 1行目、段
落の途中の行でいろいろな組み方があるということを示しています。JIS X 4051:2004 の行組
版ルールでもここの組み方には選択肢ができます（「4.2 g) 段落の始まり及び行頭での配置法」
p. 12）。
スライド 43 は、行取りという組み方を説明したものです。ここではまず見出しの組み方
として、基本版面の 2 行分の幅の中央に見出しを組むという組み方を示しています。スライ
ド 44 は、数式などを行取りの形で組む例です。このような組み方は外国の人から見て面白い、
めずらしいと思われるかもしれないということで実例を示してみました。わざわざ裏側のペー
ジに印刷された行が少し透けて見えるようにスキャンしています。
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2.3 Paragraph adjustment

•  Form of a paragraph

JR 常磐線は 20 日未明から日暮里駅で混雑を緩和するためホームを広げる工
事が行われています。これに伴い、常磐線の特急と快速は 20日朝の始発から駅
の工事が終わる午後 5時半すぎまで上野駅と北千住駅の間が運休となり、取手・
水戸方面は北千住駅で折り返し運転を行っています。 
また、朝の時間帯を中心に特急「フレッシュひたち」と「スーパーひたち」

上下合わせて 14本がすべての区間で運休します。 
 

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
は
二
十
日
未
明
か
ら
日
暮
里
駅
で
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
ホ
ー
ム
を
広
げ
る

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
常
磐
線
の
特
急
と
快
速
は
二
十
日
朝
の
始
発
か

ら
駅
の
工
事
が
終
わ
る
午
後
五
時
半
す
ぎ
ま
で
上
野
駅
と
北
千
住
駅
の
間
が
運
休
と
な
り
、

取
手
・
水
戸
方
面
は
北
千
住
駅
で
折
り
返
し
運
転
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
朝
の
時
間
帯
を
中
心
に
特
急
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ひ
た
ち
」
と
「
ス
ー
パ
ー
ひ
た
ち
」

上
下
合
わ
せ
て
十
四
本
が
す
べ
て
の
区
間
で
運
休
し
ま
す
。 

 

line head indent at the beginning of a paragraph
zenkaku

Excerpts from a piece of information on NHK news web (http://www3.nhk.or.jp/news/).

スライド 41

•  Opening brackets at the beginning of a paragraph

Line head indent at the beginning of a paragraph

A half em space before opening brackets

括
弧
の
な
い
場
合
の
段
落
の
始
ま
り 

「
括
弧
か
ら
始
ま
る
段
落
」
の
組
み
方 

「
折
り
返
し
」
の
組
み
方
の
種
類 

  

括
弧
の
な
い
場
合
の
段
落
の
始
ま
り 

「
括
弧
か
ら
始
ま
る
段
落
」
の
組
み
方 

「
折
り
返
し
」
の
組
み
方
の
種
類 

  

括
弧
の
な
い
場
合
の
段
落
の
始
ま
り 

「
括
弧
か
ら
始
ま
る
段
落
」
の
組
み
方 

「
折
り
返
し
」
の
組
み
方
の
種
類 

 

typesetting methods conforming to JIS X 4051:2004

スライド 42
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•  Headings and gyō-dori setting

こ
の
本
で
扱
っ
て
い
る
問
題
の
要
点
は
次
の
と
お
り

  

文
字
表
記
を
一
文
字
一
文
字
か
ら
組
み
立
て
る
方
向

的
な
構
造
の
要
素
と
し
て
文
字
を
考
え
る
方
向
の
二

は
、
前
者
に
よ
る
要
素
還
元
主
義
の
文
字
観
が
支
配
的

文
字
セ
ッ
ト
を
作
り
得
る
と
い
う
見
通
し
で
文
字
コ
ー

文
字
と
そ
の
文
脈
の
多
様
性 

set in the center of two lines

Sample text fragment 
prepared by YABE Masafumi.

スライド 43

set in the center of
two lines

Coll. Iwanami bunko
N. Wiener, Cybernetics,
p. 134.

スライド 44
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3 和文と欧文

スライド 45 からはチュートリアルの第 3部で、和欧文混植についての話です。日本語の本
文組版で和欧文混植というと、メインとなる和文の中にところどころ英文の単語とか書名とか
引用が交ざるというイメージでしょうか。私自身が携わってきた仕事でいうと、逆にメインと
なる欧文、といっても仏文の場合が多いのですが、その中にところどころ漢字仮名交じりの日
本語の用語、人名、書名、引用などが交ざるという世界です。聞き手の多くが外国からの方で
したので、この両方について取り上げながら、組版上の問題を説明するのがよいのではないか
と思いました。
また、和欧文混植というのは、和文だけの標準、欧文だけの標準を継ぎ合わせてみたところ
で、直ちに統合された標準化の言葉で語れるということにもならないので、とにかく実例にあ
たってみて、実際にどういう問題があってどういう調整が問題になるのかという順序で話すこ
とにしました。

3.1 Partial Western text mixed in the main Japanese text

JIS X 4051:2004 における和欧文混植処理の場合、メインとなる和文の中にちょっとずつ

3. Japanese and Western texts

3.1  Partial Western text mixed in the main Japanese text 
 
3.2  Partial Japanese text mixed in the main Western text 
 
3.3  Typographic problems

スライド 45
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欧文の要素、欧文といっても曖昧で、想定しているのは英語などの単語が二つ、三つ並んだも
の、あるいは本のタイトルとか、そういうプロポーショナルな書体で組まれていて単語の間に
スペースが入って分かち書きされているような場合なのですが、その場合に出てくる単語間の
空き、そして欧文要素と前後の和文との間の空きを行の調整にどう使うか、というそこが中心
なのですね。スライド 46 でそのあたりのことを示しています。行の調整で真っ先に詰めたり
空けたりする対象となるのが欧文単語間の空きであったりするわけです。
それはそれで一つの考え方だろうという面もあるのですけれども、欧文の立場はどうなるん
だという気もします。欧文の組み方については各言語ごとに確立した規則に任せ、詳細は記載
しないと JIS X 4051:2004 の解説（pp. 185‒186）に書いてあります。それにもかかわらず、
ここは真っ先に詰めていいと言っているのはちょっとどうなのよ、という感じですね。まあ、
ここではそのあたりを一応おさえておく。
スライド 47 は、メインの和文に英文の要素が混植されている一例です。まあ、よく見かけ
るような混植例かと思うのですが、外国の人には目新しいかもしれない。それでも、横書きで
和文の中に欧文を交ぜると、まあこんなものかなと感じてもらえたでしょうか。しかし、右側
の縦書きで欧文が交ざるとき、欧文部分を寝かせてこういうふうに組むというのは、ちょっと
驚きという感覚が外国の方にはあったかもしれません。
スライド 48 は、縦中横の話をするために、縦書きで日付とか数字の入ったものを組むとき

3.1 Partial Western text mixed in the main 
Japanese text

•  Simplified technical point of view

–  Adjustable spaces between words in the Western text

–  The first space elements to be reduced or added in the line adjustment 
procedure

–  Adjustable spaces placed between the main text and the inserted Western text

–  Supplementary space elements to be reduced or added in the line adjustment 
procedure

勝した。Grand Prix 通算 12 勝目で、GPシリーズとGPファイナルを合わせた

スライド 46
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『講義』の英訳も 1959年のウェイド・バスキンによる訳書（Wade Baskin, Course 

in General Linguistics, New York: Philosophical Library, 1959）が最初で、その後ロイ・
ハリスによる新訳（Roy Harris, Course in General Linguistics, London: Duckworth, 1983）
が 1983年に出ている。 

『
講
義
』
の
英
訳
も
一
九
五
九
年
の
ウ
ェ
イ
ド
・
バ
ス
キ
ン
に
よ
る
訳
書
（W

ade Baskin, 

C
ourse in G

eneral Linguistics, N
ew

 York: Philosophical Library, 1959

）
が
最
初
で
、
そ
の
後

ロ
イ
・
ハ
リ
ス
に
よ
る
新
訳（R

oy H
arris, C

ourse in G
eneral Linguistics, London: D

uckw
orth, 

1983

）
が
一
九
八
三
年
に
出
て
い
る
。 

Mixed text fragment prepared by YABE Masafumi.

スライド 47

•  Horizontal-in-vertical setting

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
は
二
十
日
未
明
か
ら 

 

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
は
二
〇
日
未
明
か
ら 

 

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
は
２
０
日
未
明
か
ら 

 

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
は
20
日
未
明
か
ら 

 

スライド 48
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Extract from Tōkyō shinbun, Oct. 23, 2013.

スライド 49

どういう選択肢があるかという話です。スライド 49は、ちょうど TUG 2013 の会期の最中に
二つの台風が来ていまして、誰しも心配していたところだったものですから、ちょうど新聞に
載っていた台風情報の中から抜粋して、数字の書き方の組版上のバリエーションを示したもの
です。台風の名称としての番号は図の中で横書き、見出しでも図のキャプションでも縦中横、
日付はいろいろで、記事本文では漢数字、図の中では横書き、図のキャプションでは縦中横。
要するに、どの台風が今どうなっているかというのを一目瞭然に示すことが目的でしょう。一
般の読者は、どこが縦中横とか漢数字とかほとんど意識していないと思われますが、そういう
細部に注意力を奪われずに一読して情報伝達の目的が達成できるなら、これは成功した組み方
なんじゃないかというような話をしました。

3.2 Partial Japanese text mixed in the main Western text

スライド 50 からは次のセクションで、メインの欧文の中に和文の要素が交ざる場合の組み
方です。私自身が実際に長い間編集の仕事でやってきたのは、主に日本研究、東洋研究のフラ
ンス語の論文や著作の中で漢字や仮名で表記された要素をどう組み込んでいくかという方向の
作業だったものですから、そのような経験も踏まえてそういう場合にどういう問題が出てくる
のかという話を簡単にしました。実例を示すとスライド 51 のようなものですね。地の文が仏
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3.2 Partial Japanese text mixed in the main 
Western text

•  A short Japanese expression mainly in kanji and kana, a personal name, a 
book title etc., inserted in the main Western text

•  Treatment of the inserted Japanese text without spaces between words

スライド 50

Brisset, C.-A., Griolet, P., Marquet, Ch., and Simon-Oikawa, M. Du pinceau à la typographie, EFEO, 2006, p. 66.

スライド 51
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文、その中に漢字と仮名で組まれた日本語の用語が入るのですが、用語の読みをローマ字で書
いた後に漢字仮名表記を入れるとか、こういうものの組み方の話だということです。

3.3 Typographic problems

そこでスライド 52 から最後のセクションで、両方のまぜ方に関連してどういう組版上の問
題があるかを見ていきます。一つにはスライド 53 で示したように、和欧の書体をどういうふ
うに調和させるか、あるいはコントラストを持たせるかという問題があります。これは高岡重
蔵「和欧活字の混ぜ組み」（欧文印刷研究会編『欧文活字とタイポグラフィ』、印刷学会出版部、
1966、pp. 173‒186）という試論の中の組み方の実験を抜粋引用してきたものですけれども、
漢字仮名の和文書体とラテンアルファベットの欧文書体ではもともと字の形を組み立てる原理
が違っていますから、調和させるとかいっても本来はなかなか難しいし、むしろ違いは違いと
してそのコントラストを残すというのも一つの考え方と言えるでしょう。
次にスライド 54 は、1 行のそろえ方の問題です。上にある「東京」というのは文字サイズ
いっぱいに漢字を置いて、ローマ字書きの欧文ベースラインはちょっと上に上がっている組み
上がりで、これはどちらかというと昔の活版印刷での組み方。これだとディセンダーの部分が
たっぷり取れますが漢字とのバランスはよくないかもしれない。まあ、慣れの問題かもしれな
いけれど。それでバランスを取ろうとしていろいろ調整したりするわけですが、一つには欧文

3.3 Typographic problems

•  Typeface matching

•  Alignment of the mixed text, character size, and punctuation marks

スライド 52
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•  Typeface matching

TAKAOKA Jūzō. Wa-Ō katsuji no mazegumi (The mixed composition of Japanese and Western types). 
In Insatsu-gakkai shuppanbu (ed.), Ōbun katsuji to taipogurafi (The Western Types and Typography), 
1966, p. 177 [extract].

スライド 53

•  Alignment of the mixed text, character size, and punctuation marks

TAKAOKA Jūzō. Wa-Ō katsuji no mazegumi (The mixed composition of Japanese and Western types). 
In Insatsu-gakkai shuppanbu (ed.), Ōbun katsuji to taipogurafi (The Western Types and Typography), 
1966, pp. 174-175 [extract].

スライド 54
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ベースラインの調整というのがあって、少し下げたりする。いま DTP で組むと、活版のころ
よりはベースラインが下の方に来ていて、ディセンダーが窮屈。もう一つに欧文書体の文字サ
イズの調整ということがあります。
スライド 55 と 56 は、括弧やコンマなどが入ってきた場合にどこに合わせるかという問題
で、これは私自身の試し組みです。正解はないわけですけれども、著作の内容や、混植の頻度
も見つつ、編集者や組版の担当者の感性でその都度選んでいる、あるいは組版・印刷システム
の初期設定をそのまま使っている、といったところでしょうか。たくさん見ていると慣れてく
るという側面もありますから。
そこでスライド 57 から 58 まで、いくつか様式の異なる実例をお見せして、聞き手の方が
どう思われるか、どういうものが一番感じよく見えるか見比べてもらおうと思ったわけです。
スライド 57は、ヘボンの『和英語林集成』第 2版（1872）の一部です。これは漢字活字のボ
ディーサイズに対して、欧文ベースラインが真ん中に近いところにあるローマ字書きと英文の
組合せという感じになっています。片仮名の小さいサイズが注目されます。コンマは欧文書体
で漢字の横でも欧文ベースラインにそろっている感じですね。
スライド 58は、David B. Lurie の Realms of Literacy（2011）という本の一部で、英文を
ベースとして漢字などを混植する最近の組み方の例。欧文ベースラインに合わせてその上に乗
せて漢字を組んでいますね。漢字の文字サイズも注目です。

活）(Type,

活）(Type,
活） (Type,Ty)

Examples set by YABE Masafumi.

スライド 55
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活
）（(T

ype

活
）（(T

ype

活
）（(T

ype

Examples set by YABE Masafumi.

スライド 56

Hepburn, J. C. A Japanese-English and English-Japanese Dictionary (2nd ed.), Shanghai: American 
Presbyterian Mission Press, 1872 , p. 2 [extract].

スライド 57
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Lurie, David B. Realms of Literacy, Harvard University Asia Center, 2011, p. 177 [extract].

スライド 58

Dictionnaire historique du Japon, Fascicule XX, Maison franco-japonaise, 1995, p. 28 [extract].

スライド 59
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スライド 59 は、私自身が編集に携わったフランス語による日本史事典（Dictionnaire
historique du Japon）の第 20分冊（1995）の組み方の例です。活版印刷が終わりかけていた
ころ、活字で組んだものですけれども、活版による混植の特徴が見えていて、欧文ベースライ
ンよりもちょっと下まで漢字が字面が来るような感じ。この文字サイズもかなり微妙に調整し
てあります。本文のフランス語部分は活字の8ポイントという非常に小さいサイズです。ここ
でも、コンマ、ピリオドは欧文書体、漢字の横に来るときでも欧文ベースラインにそろってい
ます。

まとめ

こんな例を示しまして、最後にこのチュートリアルのまとめということでスライド 60 はそ
の英語でのまとめです。今日は日本語でということですので、日本語でのまとめをしておき
ます。
1番目は、日本語の本文組版においては文字と組版方法の相互依存関係がある、ということ
です。特定の組み方向を前提とした字形がある一方、特定の文字と文字の組合せに応じた組版
方法があります。
2番目は、基本版面を設計する基本原則です。文字サイズを一辺とする正方形の枠を行頭か

Concluding remarks

•  Japanese characters and Japanese typesetting methods are mutually dependent on each other. 
Character forms may presuppose a definite text direction, and a particular typesetting method is 
built upon a set of specific characters forms.

•  The essential principle of the placement of Japanese text in the kihon-hanmen area consists in a 
sequence of square character frames from a line head to a line end and a proceeding of lines 
from one side to the other of the area with appropriate line gaps.

•  Simplified Japanese texts in which characters are set solid serve as a basic form of printed 
Japanese texts, but real Japanese texts make use of many other functional elements, set 
differently from regular character frames and generating uneven lines.

•  Punctuation marks and spaces as building blocks of Japanese line composition can be used to 
clarify semantic or logical relations in a sentence as well as to achieve line adjustments.

•  The mixed composition of Japanese and Western texts is practiced in both ways (Western 
elements in the main Japanese text as well as Japanese elements in the main Western text) as a 
useful expressive method. Despite many typographic problems in its setup, it shows the capability 
of typography to put together various text elements in a readable form.

スライド 60
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ら行末に続けて並べ、適切な行間を取りながら版面の一方の端からもう一方の端に達するよう
に行を並べるように設計します。
3番目は、本文の組み方の単純化された基本形です。基本版面の行の正方形の枠の並びの中
に文字が次々と並ぶというのが単純化された理念型。日本語の文章を漢字と仮名だけの漢字仮
名交じり文として単純化したときの文字の並べ方ですが、実際の日本語の文章にはもっといろ
いろな要素が含まれています。
4番目は、実際の日本語の文章を組むときの行組版ルールです。約物の前後にどのように空
きを入れるかが一つのステップです。約物の連続や数字、欧文要素などが文章に交ざると文字
の並びは基本版面の行の正方形の枠の並びからずれてきます。そこで欧文単語間の空き、約物
の前後の空き、和文と欧文の間の空きなどを詰めたりすることで行の調整を行います。このよ
うな空きの処理は行組版ルールの重要な構成要素になります。
5 番目は、和欧文混植に関わる組版技術についてです。混植は、和文脈における欧文要素、
欧文脈における和文要素という両方向で便利な表現手段として使われますが、多くの組版処理
上の問題を含みます。標準的な問題処理は難しいものの、実現した混植例は多種多様な本文要
素を読みやすい形にまとめあげる組版技術の可能性を示していると言えるでしょう。
以上がチュートリアルでお話しした内容です。ありがとうございました。（拍手）
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TUG 2013チュートリアルを日本語で聞く会
（国立国語研究所講堂，2014年 2月 8日）
講演録 pp. 127–133

質疑応答

表記論からみた擬態語と擬音語

鹿野 オノマトペには擬態語と擬音語があると思うのですが、矢田先生のご発表では、江戸と
か明治では片仮名で表記していたとのことでした。最近の教育現場では擬音語が片仮名、擬態
語が平仮名と、個人的にはちょっと意味が分からないのですが、厳密に区別して教えているら
しく、小学校とかではテストでも使い分けないとバツになるみたいな話があります。それにつ
いて教育論じゃなくて表記論的な観点からどう見えるでしょうか？
矢田 私は中学校教科書の編集に携わったりしていることもあるのでそういう事実があるとい
うことは知ってはいるんですけれども、表記論上というか国語学的に見てまず一つ大きな問題
は、擬音語と擬態語というのが必ずしも明確に区別できるとは限らないということが一つです
ね。それがあるのに表記上厳密に区別しなければいけないということを規則として設けるのは
どうなんだろうかということはやはり疑問に思わざるを得ないところはあります。
ただ一方、特にやはり擬態語が中心になるんですが、擬態語なのかそうでないのかというこ
とが非常に微妙な語彙というのもありまして、例えば「すれすれ」という言葉は「すれる」と
いう動詞との関係がどうもありそうで、十全たる擬態語かどうかというのが分からないとかで
すね。それから本来、漢語由来であったりとかそういう言葉もあって、そうなってくると確か
に片仮名でいいのかなという面もあるんですね。なかなか難しい問題で、表記論上だけの問題
でなくて語彙論上の問題も絡んで非常に難しい問題だと。ここで私はこうすべきだという強い
主張はなかなかできないんですけれども、大きな問題をはらんでいるだろうと思います。少な
くとも平仮名で書いたからバツ、片仮名で書いたからバツということを教育現場で強制するの
はやめた方がいいんじゃないかなという程度のことは私でも思いますけれども、そんなところ
でよろしいでしょうか。

表記構造の共時態

家辺 クロストークで矢田先生に伺おうと思って準備していた質問のうち、重要な方を一つだ
け時間の許す範囲でお答えが伺えればと思います。
日本語の表記に見られる「多表記性」ということを大変興味深く伺いました。日本語の表記
構造を考えるということは現代日本語について言語表記という面から見た一種の共時態の姿を
考えるということだと思うのですけれども、もともと共時態（synchrony［フランス語の用語
では synchronie］）というのは音声言語について20世紀の初めに言語学者のフェルディナン・
ド・ソシュールがジュネーヴ大学の講義の中で言いだしたことで、その場合、そもそも書き言
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葉は言語学の対象となるのかという疑問も含めて、言語表記の共時態ということはあまり深く
考えられていなかったのではないかと思うのです。音声言語と比べると言語表記には音声言語
にはないいろいろな要素が含まれていて、過去の文献上の用法が現在の言語表記の中にも生き
ている、層が重なっている、蓄積があるというようなことがあると思うんですね。その一方で
音声言語のすべての要素が表記されるわけでもありません。日本語のアクセントや文のイント
ネーションなどは普通表記しません。
その中で日本語の言語表記における多表記性という特徴が絡んでくると思うのですけれども、
そういう問題意識で見た場合、書き言葉というか言語表記の共時態というのはどのように考え
たらいいのか、というのが私の質問です。時間と場所を問わずに成立する物理法則を研究する
ように言語現象についても特定の時間の中、特定の場所をもつ言語集団で成立する共時的な言
語構造にとどまらず、いわゆる panchronie（汎時態）というような視点で見ることを考えて
言語表記の構造に臨まなければならないのか。ソシュール的な言語観では共時的な言語構造の
中で個々の言語構造の構成要素の価値が決まるので、汎時的な法則はあるとしても言語構造の
構成要素を同定する視点とはならない、という考え方ですね。言語表記の構造を汎時的な視点
で見るとどういうことになるのか、ちょっと難しいんじゃないかと私は思うのですけれども、
そうすると表記構造の共時態とはどういうものなのかということに戻ってきます。表記構造を
共時的にとらえるとするとどういう見方になるのか、何かお考えがあればお聞かせいただきた
いと思います。
矢田 共時態という言葉の定義にもいささか関わってくるところかとは思うんですが、共時態
という言葉をある時間軸上の 1点における何かしらの事象の 2次元的もしくは 3次元的な実
態そのものと考えるのであれば、たとえそれが書き言葉というか表記体系に関してであっても
共時態がないということはないわけです。あることは確かなわけですね。
それから歴史的な痕跡がというお話がございましたが、共時態と言われるものはおそらく程
度の差こそあれすべてにおいてそうで、話し言葉においても歴史的な変化の痕跡をそこに内包
した形でも共時態というのは必ず存在しているわけです。例えば共時態というのは一つ例とし
て比喩的に挙げるならば、町並みの観察のようなことに例えることができるかと思うんです。
立川はちょっと新しい建物ばっかりですけど、何かどこかの町並みを観察したときに、その一
つの現在目の前にある町並みの姿としては一体のものとして存在するわけですけれども、その
中には 30 年前に建った建物もあれば 20 年前に建った建物もあれば、つい昨日完成した建物
もあればということ、そういう歴史的な時間の幅というものを含んだ形ですでに共時態という
のはあると。
ただ、話し言葉と書き言葉とがいささか異なるのは、書き言葉の場合には家辺先生がおっ
しゃろうとなさっているのもそういうことなんだろうと思うんですが、空き家に当たるものが
非常に多いということですね。空き家が取り壊されて次の建物になることなくそのまま残るこ
とが非常に多いということで、それをどういうふうにとらえるか。特に我々のような研究対象
としてそれを見る場合にはまだありのままに見れば済むだけの話なのかもしれませんけれども、
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実際組版の現場に立たれるとかタイポグラフィーの現場に立たれるとか、文字を実際に使うも
のとして扱われる立場の方からすると、そういう空き家の多い状態というのを共時態としてど
うとらえるかというのは非常に大きな問題になってくるんだろうと思います。
そこに我々のような言語研究の立場からお答えができるかというのはちょっと立場の違いが
あって難しいところがあるんですが、現に今言葉を作りつつある最前線に立たれているお立場
から見て我々は空き家に当たるものをこう見たいと思うんだということをむしろ何かの形でお
聞かせいただけたら、我々言語研究の立場の人間にも非常に示唆に富むんではないかと思いま
す。ちょっといろいろお話ししたいことはまだあるにはあるんですが、時間のこともあります
のでまた何かの機会に追加でお話しさせていたただければと思います。

拗促音ヤユヨツの小書き

織田太郎 難しいことではなくて単純な質問なのですが、拗促音のヤユヨツを小書きにするの
はいつごろからどんな感じで始まったことなのでしょうか。
矢田 厳密にいつということを申し上げるのは難しいですね。散発的なやり方としては江戸時
代からあるわけなんですけれども、そうでなければいけないというような形になるのは戦後の
文字改革以降というふうに考えていいと思います。基本的には歴史的仮名遣いのルール上は、
仮名遣いのルールなんですけど歴史的仮名遣いというのは文字の大きさに関して促音も拗音も
小さく書いてはいけないという基本的なルールにはなっていますので、完全にそうでなければ
いけないという形になったのは現代仮名遣いの施行以降ということになろうかと思いますが、
私もあまり詳しくないのでこれからまたちょっと勉強させていただいてお答えできるようにし
ようと思います。

「標準を作る」ときの苦労

松本佳彦 最後の家辺先生のお話の中で、和欧文の混植について、それを「標準」によって説
明するのはとても難しく職人芸みたいなものが色濃く残っていると伺って、素人としては、あ、
そういうものなのかとびっくりいたしました。
今回はTUGというTEXの会議の中でのお話ですが、TEXの場合にはさらに数式との「混植」
も考えることになり、現在開発に携わる方はそういうものについて一つの標準を提案しなくて
はいけないということだと思いますから、なおのこと苦労がおありだろうと思います。
僕自身は数学の研究者で、実際にTEXのユーザーとして論文を書くなどしていますが、数学
の人はTEXについてわりと勝手に要望を言うこともありそうなので、開発者の方にとって、そ
れをどうまとめていくかということは大変なことだと思うんですけれど。
それでお伺いしたいのは、一般論としてそういった「標準を作る」ときに、つまりそれは数
式を含むようなものじゃなくてもいいんですけど、どんな人が関わって、どのように意見を取
りまとめていくものなのだろうかということです。あとは開発者の方がここにいらっしゃると
思うので、どんな具体的な苦労がおありかということを伺えたらと思います。よろしくお願い
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いたします。
家辺 標準といってもいろいろなところで作っているものがありますけれども、工業標準化法
に基づく日本工業規格の場合、原案作成委員会には異なった立場の人たちがバランスよく参加
して、それぞれの立場から意見を持ち寄るという形になっています。組版の規格の改正原案
作成のときも印刷会社の立場、ソフトウェアや書体開発の立場、出版に携わる編集者の立場、
ユーザーの立場、といった関連する多様な立場からの委員が参加して審議が行われました。逆
に言うと、そういう多様な立場から各委員が参加しているために、どうしても 1人で作ったよ
うなすっきりした形にならないということもあるかもしれません。平均値を取ったような、あ
るいはみんなが納得する形になるというか、それは必ずしも標準として最適かどうかは分から
ないかもしれません。
しかし、一つ重要なことは、だからこそ作られたものは誰にも誤解の無いように非常にはっ
きりした言葉ではっきりした形で標準を提示しているということです。問題があればそれに対
して非常に明確に批判することができます。はっきりした形で上書きの改正案を提案すること
ができます。そういうことで、標準化には標準そのものをよりよくしていくための礎を築くと
いう側面があると思います。その書き方をどうするかということ自体が組版の規格の場合には
非常に重要なポイントだったと思います。
司会 二つ目の開発についての質問は、中野さんという pTEX の開発者がいらっしゃるのでま
ずは話していただきましょう。たぶん組版といったときに文字を並べることとマークアップす
ることは、一つ一つ考えるべきことだと思うので、そういう観点で Re:VIEW開発者の高橋さ
んに話していただきたいと思います。お願いします。
中野賢 中野です。標準の決め方ということについては、その標準がどういうレベルかという
ことで、いくつか決め方があると思うんです。JIS とか公的な規格の場合は、お上の方がそれ
なりの有識者を選んでそこで議論して、民間からも意見を募って、それらをまとめて作り上げ
るというプロセスがあると思います。
TEXの場合ですとオープンソースですから、それはみんなが決めるというか、TEXの場合で
すと最初にクヌース先生が決めたわけですけど、そこからみんながこうしたらどう、ああした
らどうというのをコントリビュートしていって、だんだん発展していったわけですよね。
TEX の数式をもとに、そこからまた XML の世界の人たちがMath ML を作ったりとか、そ
ういう流れもあったりして。だから標準の決め方というのは多種多様だろうなと思っています。
それでOSS の人に振ればいいですか、Re:VIEWのタグの決め方とか、そんなところにいくん
だと思います。
高橋征義 高橋と申します。Re:VIEW というソフトウェアのコミッタをしています。
Re:VIEW 自体は規格はないですし、何かの規格に準拠して実装しているのではないです
が、逆に実装の側から規格の方に対して、実装するのはあまりにつらいとか、例外ケースを考
えるといろいろ問題があるのではといったようなフィードバックを規格に対して行うというこ
とはあるかと思います。
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これは規格がどういう規格かというものにもよりますが、例えば私のバックグラウンドの
Ruby というスクリプト言語があって、そちらの方では Ruby という言語そのものの実装と仕
様の開発が並行して進んでいて、そのバランスによって仕様も実装もよくなって、その結果が
規格になる、というところがあったと思います。Re:VIEWそのものの仕様もそれに似ている
かもしれません。
ただ、そのような規格そのものを新しく作れる場合と違って、組版の場合は、実装の前に社
会規範的なところから規格がまずあるわけで、そうなると実装の人は自由度が減ってしまって、
これは実装したくないですと言っても、いいからやれと言われてしまえば、泣きながら実装せ
ざるをえない、みたいなことも避けられなさそうです。なので、規格に沿って実装されている
実装者の方々には、本当にお疲れさまですという気持ちです。
中野賢 一つ家辺先生に確認させていただきたいのは、JIS の組版規則って何のためにあるん
でしたっけ。特に守らなくてもいいわけですよね。ネジだと守らないと合わない、といったこ
とがありますけど、組版規則ってどういう目的でしたっけ。
家辺 JIS の場合には適合しているかどうかを判断することが可能ですから、この組版は JIS
X 4051:2004 に適合しているかどうかを明示することができると思うんですけれども、もう
一つ重要なことは、組版の作業に関わる人たちの間でコミュニケーションが厳密にできるよう
になる、そういう物差しを作ったということがあると思います。
誰かが、自分としては JIS X 4051:2004のこの部分はよくないと思うので、ここだけこうい
うふうに変えて組んでいる、というと、この人はそれを言うだけで、JIS X 4051:2004 に依拠
してあとはどういうふうに組んでいるかも含め正確に伝えることができます。組版については、
よく気分でものを言う人がいるわけですけれども、そうではなくて自分の組み方と比べて、こ
の物差しとどこが違っているかということをはっきり言うことができる。そういう形でコミュ
ニケーションができるように標準を書いたということが JIS X 4051:2004 の大きなメリット
ではないかと思います。
工業製品とは違って、どの本が JIS X 4051:2004 適合であるか、JIS マークが付くとか、そ
ういうものではないような気がするんですね。もっとも、以上は個人的な見解で、経済産業省
とか日本規格協会とか、別の立場の人は別のことを言うかもしれませんが、私自身はそんなふ
うに思っています。

書体デザインと組版が動的に絡み合って結果を出すようなシステム

狩野宏樹 今回のチュートリアルは組版と書体デザインというのをそれぞれ別個のものとして
解説した。現在のシステムがそういうふうになっているからなわけですけれども、ただ、部分
的には書体デザインと組版とが動的に絡み合って結果を出すようなシステムが考えられないか
なということを、最近ちょっと考えております。
動的に文字の側が変わるというのは、不完全ではあっても、不完全といいますか、今の技術
に基づく制限付きであっても実現しているのは、先ほど高田さんが紹介されたタイプバンクの

質疑応答 131



コンデンスゴシックというものです。あれはテキストの幅が狭くなっていったときに、字形を
機械的に変えるのではなく、それぞれきれいに見えるように何段階かに分けて調整するという
ものですけれども、ああいう調整がひょっとして詰め組みというのに適用されると、ひょっと
してもっと読みやすくなるのではないかとちょっと思っています。
日本語ですと左右に分かれている文字は、字間を詰めていったときに文字の中のスペースは
詰まらないので、そこの方はかえって空いてしまうということになって変なことになるわけで
すけど、それを順次、コンデンスの字形に置き換えていくことによって、空きが、今までの字
形そのものをいじらない詰めよりもっときれいに見えるのではないかとか、そういうのを詰め
の量の連続で制御できて、今、写植のころでいうと、緩く詰めるのか、ツメツメに詰めるのか
というのを、システムとして何か選べるような仕組みがあって、それに応じて字形が、場合に
よってはマルチプルマスターのような技術を使って、動的に連続的に字形が変化しつつ、何か
調整をしてというシステムができたらいいのではないかなと思うんですけれども。
何かそういうのに一番近いのは、ひょっとしたらTEXかもしれないと、METAFONTという
技術がありますので。というふうにちょっと思うんですけれども、そういうのを実現しようと
思ったら、どういうふうに中間のインターフェースを作ったらいいかなと。ある意味、イン
ターフェースさえ決まっていれば、私はフォントを作る側の人間ですので、フォントとしては
何とか形になるような製品が考えられるかなと思うんですが、そういうのをどういうふうに組
版システムとの間でダイナミックにやりとりする仕組みを作ったらいいかなというのは、やっ
ぱりいい案がないので、何かそういうのをどなたか考えていただけないかなと。ここにいらっ
しゃるすべての方にちょっと投げてしまうんですけれども。
司会 コメントありがとうございます。受けたい方がいらっしゃればどうぞ。
守岡知彦 シリアスな受けではないんですけど、例えば、現在、テキスト処理や自然言語処理
とかでは統計的手法というのが使われていますよね。つまり、コーパスを作ってそれを基に機
械学習をさせたりして、ある程度、ルールベースじゃない手法を用いることによって、そうい
う揺れみたいな問題を扱うことが広くなされている訳です。実際、例えば組版の逆問題である
ところの文字認識とかだと、そういうのをやらないとしょうがないのに対して、組版では基本
的にルールベースでやってきたということがあると思うんですけど、ルールベースでやるにし
ても、おそらくある種のブレークスルーに到達するためには、美しい組版や汚いだめな組版の
機械可読なコーパスを作って、それを基に学習した結果に基づいて組版を行う「統計的組版」
とでもいうようなものができたらちょっと面白いかなと思っています。
家辺 和欧文混植についてはそのような統計が可能ではないかと思うんですけどね。たくさん
の例を集めて、しかも例を集めるだけじゃなくて、分かっている範囲でどういう背景で、どう
いうロジックでそういう組まれ方をしたかということまで含めてデータベースにすると、いろ
いろなことが分かってきますよね。
混植の方法については、もちろん標準化の言葉では語れないという話はそうなんですけれど
も、どういう問題に対してどういう処理をしているかということは、かなり正確に語れるはず
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なんですよね。そこのところをデータとして蓄積して統計的に解析していくということは可能
だと思うんですけど。
̶̶̶ 会を閉めるタイミングが迫ってきたので、ここで司会の裁量により、前田年昭さんにコ
メントを求めました。
前田年昭 今の話題の前に家辺さんと矢田さんの対話があったのが非常に刺激に満ちていまし
た。先ほど矢田先生が空き家という話をされました。つまり、書記、表記における歴史的な変
化の中で残っているもの、話し言葉ではなく書かれた文字の中で死んでいっているもの、これ
をどう見るかということなんですが、標準化とか JIS の文字規格というのはその時代と社会の
コミュニケーションに使われているものという大前提があると思うんですね。組版も同様で、
その時々の用字系や表記法から印刷技術まで、共通のクラウドを基盤に、それを暗黙の了解に
やりとりをしている。
そのクラウドが先ほどの例で言えば、明治の後半以降、大きく変わった。例えば今残ってい
る句碑や歌碑を、私もそうですが、現代日本人は読めない。崩した漢字はある程度読めるが仮
名は読めなくなっている。江戸から明治の人々のクラウドと現代日本人のクラウドは、そこで
変わったわけですよね。だから共時態というならばどの時期にどういう書字生活を送った人々
のことかについての分析が必要ですし、組版についても、家辺先生の指摘、一つの物差しにな
る言葉を基準にということだと思うのですが、共通のクラウドにおける共通の言葉として取り
出して考えてみるということだ、と思いました。
さっきの話題のことで頭がいっぱいなのですが、もうひとつ話させてください。北京大学が
創業した方正集団の組版ソフトウェアで、ツメツメを実現するために 2通りのインターフェー
スを用意していました。一つは字送り値を調整するもの、もう一つは字送り値をそのままにし
ながら字面率をアップさせていくものです。タイプフェイスデザイナーは漢字の一体感に心を
砕いて最終調整するわけですけど、それをある程度プログラムのときにできないかということ
も研究していました。北京大学はその後、香港の資本が入って、その研究は中座したと聞いて
います。
司会 これですみませんが、暗くなる前に帰すというのが至上命題のようですので、ここで終
わりにしたいと思います。ありがとうございました。（拍手）
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